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        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　例えば、「自由」という言葉があるが、それには、『外的自由』と『内的自由』とがあるかと思う。まず、「外的自由」とは、例えば、憲法、法律、規則（ルール）、礼儀作法、宗教、その他等によって規制されるものであるが、もし「完全なる自由」というものを想定すれば、それは、まさに『無法状態』であり、自分が何をどうしようとまったく自由であるが、それと同時に、他人が自分に対して何をどうしようとまったく自由であるという状態であり、そのような「無法状態」では、ホッブズがいうように、まさに『万人の万人に対する戦い』になってしまうわけである。すなわち、一時たりとも安心して生活できないということである。そこでお互いの「安全を図る」ためにも、お互いの間で「契約」を結び、それを巨大な「国家」の手に委ねるという考え方が生じることになる。それが、すなわち、『社会契約説』であり、そして、もし誰かがその「契約」を破った時には、いわゆる「国家」が被害を受けた人に代わって、その加害者に何らかの「制裁」を加えることになるが、それが、いわゆる『裁判制度』ということになるわけである。

        　そして、その「国家」の体制には、例えば、君主制を初めとして、貴族制、寡頭制、民主制、独裁制、その他、実にいろいろなものがあるかと思う。そのなかでも「民主制」というのは、主権が「人民」にあるとともに、できる限りの「自由」（つまり「外的自由」）が認められている社会のことであり、それは言葉を換えれば、できる限りの「自由（つまり好き勝手なこと）」が許されている社会のことになるわけである。それゆえこの「民主制」というのは、遅かれ早かれ、やがて「腐敗・堕落」して、いわゆる『衆愚政治』（あるいは『衆愚社会』）に深く陥り、実に多種多様な『社会病理』に深く悩まされることになるわけである。というのも、いわゆる『自由』（つまり何を言ってもやっても自由）という美名のもとに、ありとあらゆる嘘やでたらめまた不正や悪徳などが堂々とまかり通り、そして、正しくまじめに生きる人間などは、大ばか者となり、他人よりも少しでも多くの欲望を貪欲にむさぼることが最も幸せなこととして、他人に見つからなければ、どういう不正を働いても構わないという破廉恥、不道徳、放縦、無責任さがあたり前のようになってしまう。もちろん、表向きは道徳や正義や正しさなどをもっとももらしく言ったりはするが、しかし、心の中ではできるだけ多くの「欲望」（目先の欲や目先の快楽など）をむさぼることに限りない快感と意欲とも持って、お互い貪欲に競い合っている。そして、そういう社会風潮の空気を吸って生活をしていれば、小さな子供からお年寄りまで、ありとあらゆる階層の人たちが、知らず識らずのうちに、その社会風潮の空気に汚染されていく。そうなれば、各人の「精神」は、もうどのような不正や悪徳などに対しても極めて寛大に

    

    　　　日本昔話の世界

    　　はじめに

    　

    　さて、今回の『日本昔話の世界』（浦島太郎と桃太郎その他）という作品は、われわれ日本人であれば、もう誰でもよく御存知の作品ばかりでありますが、それは、例えば、浦島太郎をはじめ、金太郎、かちかち山、さるかに合戦、舌切りすずめ、こぶとり爺さん、桃太郎、一寸法師、花咲か爺さん、笠かさ地蔵、鶴の恩返がえし、竹取物語、その他になります。

    　ところで、「昔話」と言えば、その「原典」のあるものと曖昧なものとがあり、しかも、今日では実に多彩な「絵本やアニメ或いは動画その他」の数だけその内容の「派生」（バリエーション）があるというように、むろん、どの「内容」が正しいというよりは、それはどこか「子供の遊び」にも似て、まさに「その時代その地域或いはその時々の語り部（書き手）」によって、（話の内容の基本は何とか踏まえながらも）変幻自在と多様化していくものである。それゆえ、ここに載っている幾いくつかの「昔話」が、かつて自分が読んだ「昔話」の内容とは「全然違う」ということも十分あり得ることですが、その基本的な「内容」は、大体こういう感じのものということであり、また、御お伽とぎ草そう紙し（一寸法師と浦島太郎）それに「竹取物語」などは、その「原典」がはっきりと存在し、それゆえ、その「原文」と今日の「昔話」の内容とを比較対照しながら読むことによって、その時代の内容とどこがどのように「変化・発展」して来たかを知ることもでき、興味や関心がありましたら、ぜひとも訪ねて見てください。

    　

    　　令和五年一月吉日（決定版）

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如月翔悟
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    　　　分ぶん福ぶく茶がま

    　　分ぶん福ぶく茶がま

    　

    　　一、和お尚しようさんと或ある茶ちゃがま

    　　　　　　　　　

    　昔、上こうずけ野の国くにの館たて林ばやしに、茂も林りん寺じというお寺てらがありました。このお寺てらの和お尚しようさんは、たいそうお茶ちやの湯ゆが好きで、いろいろと変わったお茶ちや道どう具ぐを集めて、毎日、それをいじっては楽たのしみにしていました。――ある日、和お尚しようさんは、用事があって町へ行った帰りに、一軒の道どう具ぐ屋やで気に入った形かたちの茶ちやがまを見つけました。和お尚しようさんは、さっそくそれを買って帰って、自分のお部へ屋やに飾かざって、「……どうです、なかなかいい茶ちやがまでしょう」と、来る人ごとに見せて、自慢していました。ある晩、和お尚しようさんは、いつもの通り、居い間まに茶がまを飾かざったまま、その傍そばでうとうとと居い眠ねむりをしていました。そのうちほんとうにぐっすり寝ね込こんでしまいました。

    　和お尚しようさんのお部へ屋やがあんまり静かなので、小こ僧ぞうさんたちは、どうしたのかと思って、そっと障しよう子じの透すき間まから中なかを覗のぞいてみました。すると和お尚しようさんのそばに布ふ団とんを敷いて座すわっていた茶ちやがまが、独ひとりでにむくむくと動うごき出しました。「おや」と思ううちに、茶ちやがまからひょっこり頭あたまが出て、太ふといしっぽが生はえて、四本ほんの足あしが出て、やがてのそのそとお部へ屋やの中なかを歩き出しました。小こ僧ぞうさんたちはびっくりして、お部へ屋やの中なかへ飛び込んで来て、「……やあ、大変だ。茶ちやがまが化ばけた」と叫さけび、「……和お尚しようさん、和お尚しようさん。茶ちやがまが歩き出しましたよ」と、てんでんにとんきょうな声こえを立たてて騒ぎ出しました。その音おとに和お尚しようさんは目を覚さまして、「……やかましい、何なにを騒ぐのだ」と目をこすりながら叱しかると、「……でも和お尚しようさん、ご覧なさい。ほら、あの通り茶ちやがまが歩きますよ」と言うのでした。

    　こうてんでんに言うので、和お尚しようさんも小こ僧ぞうさんたちの指ゆびさす方ほうを見ますと、茶ちやがまにはもう頭あたまも足あしもしっぽもありません。ちゃんと元の茶ちやがまになって、いつの間まにか布ふ団とんの上うえに乗ってすましていました。和お尚しようさんは怒おこって、「……何だ。馬鹿なことを言うにもほどがある」と叱しかり、「……でも変だなあ。確かに歩いていたのに」と、こう言いながら小こ僧ぞうさんたちは不思議そうに寄よって来て、その茶ちやがまを叩たたいてみました。茶ちやがまは、「かん」と鳴なるだけで、「……それ見ろ。やっぱりただの茶ちやがまだ。くだらないことを言って、せっかくいい心持ちに寝ねているところを起おこしよって」と、和お尚しようさんにひどく叱しかかれると、小こ僧ぞうさんたちはすっかりしょげて、ぶつぶつ口くち小こ言ごと（不平や不満）などを言いながら引っ込んで行きました。

    　

    　　二、突然、茶ちやがまが……

    　

    　その翌あくる日、和お尚しようさんは、「……せっかく茶ちやがまを買って来て、ながめてばかりいてもつまらない。今日きようはひとつ使つかいだめしをしてやろう」と言って、茶ちやがまに水をくみ入いれると、小さな茶ちやがまのくせに、いきなり手て桶おけに一杯の水をがぶりと飲のんでしまいました。

    　和お尚しようさんは、少し「変だ」と思いましたが、ほかに変わったこともないので、安心してまた水を入れて、いろりにかけました。すると、しばらくしてお尻しりが暖あたたまって来ると、茶ちやがまは出し抜けに、「あつい」と言って、いろりの外そとへ飛び出しました。おやと思おもう間まにたぬきの頭あたまが出て、四本ほんの足あしが出て、太ふといしっぽが生はえて、のこのことお座ざ敷しきの中なかを歩き出しましたから、和お尚しようさんは、「わあっ」と言って、思わず飛び上がりました。「……大変だ、大変。茶ちやがまが化ばけた。誰か来きてくれ」と、和お尚しようさんがびっくりして大きな声こえで呼び立てますと、小こ僧ぞうさんたちは、「……そら来きた」と言って、向むこう鉢はち巻まきで、ほうきやはたきを持って飛とび込んで来きました。でも、もうその時じ分ふんには元の茶ちやがまになって、布ふ団とんの上うえにすましていました。叩たたけば、また「かん、かん」と鳴なるのでした。

    　和お尚しようさんはまだびっくりしたような顔かおをしながら、「……どうもいい茶ちやがまを手に入れたと思ったら、とんだものをしょい込んだ。どうしたものだろう」と考えていると、門もんの外そとで、「……くずい、くずい」と言う声こえがしました。「……ああ、いいところへくず屋やが来た。こんな茶ちやがまはいっそくず屋やに売ってしまおう」と、和お尚しようさんはそう思って、さっそくくず屋やを呼ばせました。くず屋やは和お尚しようさんの出した茶ちやがまを手に取って、撫なでてみたり、叩たたいてみたり、底そこを返かえして見たりしたあとで、「……これは結構な品しな物ものです」と言って、茶ちやがまを買かって、くずかごの中なかに入れて持もって行きました。

    　

    　　三、狸たぬきは、なぜ茶ちやがまに……

    　

    　茶ちやがまを買かったくず屋やは、家うちへ帰ってもまだニコニコして、「……これはこの頃ごろにない掘ほり出だしものだ。どうかして道どう具ぐ好きなお金持ちをつかまえて、いい価ねに売うらなければならない」と、こう独ひとり言ごとを言いながら、その晩ばんは大事そうに茶ちやがまをまくら元もとに飾かざって、ぐっすり寝ねました。すると真ま夜よ中なか過ぎになって、どこかで、「……もしもしくず屋やさん、くず屋やさん」と呼よぶ声がしました。はっとして目を覚さましますと、まくら元もとにさっきの茶ちやがまがいつの間まにか毛けむくじゃらな頭あたまと太ふといしっぽを出して、ちょこなんと座すわっていました。くず屋やはびっくりして、はね起おきました。「……やあ、大変。茶ちやがまが化ばけたぞ」と叫さけぶと、「……くず屋やさん、そんなに驚おどろかないでもいいですよ」と言うので、「……だって驚おどろかずにいられるものかい。茶ちやがまに毛けが生はえて歩き出せば、誰だれだって驚おどろくだろうじゃないか。一体、お前まえは何なんだい」と聞くと、「……わたしは文ぶん福ぶく茶ちゃがまと言って、ほんとうは狸たぬきの化ばけた茶ちやがまですよ」と言うのでした。

    　実は、「……ある日、野の原はらへ出て遊あそんでいるところを五、六人の男に追おいまわされて、仕し方かたなしに茶ちやがまに化ばけて草の中なかに転ころがっていると、またその男たちが見みつけて、今度は茶ちやがまだ、茶ちやがまだ、いいものが手てに入った。これをどこかへ売うり飛とばして、みんなで美味うまいものを買かって食べようと言うのでした。それでわたしは古ふる道どう具ぐ屋やに売うられて、店みせ先さきにさらされて、さんざん窮きゆう屈くつな目に遇あいました。その上何なにも食べさせてくれないので、お腹なかが空すいて死にそうになったところを、お寺の和お尚しようさんに買かわれて行きました。お寺では、やっと手て桶おけに一杯の水みずをもらって、一ひと口くちにがぶ飲のみしてほっと息いきをついたところを、いきなりいろりに乗のせられて、お尻しりから火あぶりにされたのにはさすがに驚おどろきました。もうあんな所ところはこりこりです。あなたは人のいい、親切な方かたらしいから、どうぞしばらくわたしを家うちに置いて養やしなって下くださいませんか。きっとお礼れいはしますから」と言うのでした。

    　くず屋やは、「……うん、うん、置おいてやるぐらいわけのないことだ。だがお礼れいをするってどんなことをするつもりだい」と聞くと、「……へえ。見み世せ物ものでいろいろ面白い芸げい当とうをして見せて、あなたにたんとお金かね儲けさせて上げますよ」と言うので、「……ふん、芸げいって一体どんなことをするのだい」と聞くと、「……さあ、さし当あたり綱つな渡わたりの軽かるわざに、文ぶん福ぶく茶ちやがまの浮うかれ踊おどりをやりましょう。もうくず屋やなんかやめてしまって、見み世せ物もの師しにおなんなさい。明日あしたからたんとお金かねが儲もうかりますよ」と言うのでした。

    　

    　　六、文ぶん福ぶく茶ちゃがまの綱つな渡わたりと浮うかれ踊おどり

    　

    　こう言いわれて、くず屋やはすっかり乗のり気きになってしまい、そして、茶ちやがまの勧すすめる通とおりくず屋やをやめてしまいました。――その翌あくる日、夜が明あけると、くず屋やはさっそく見み世せ物ものの支し度たくにかかりました。まず町まちの盛さかり場ばに一軒見み世せ物もの小こ屋やを拵こしらえて、文ぶん福ぶく茶ちゃがまの綱つな渡わたりと浮うかれ踊おどりの絵えを描えがいた大おお看かん板ばんを挙あげ、太た夫ゆう元もとと木き戸ど番ばんと口こう上じよう言いいを自分一ひと人りで兼かねました。そして木き戸ど口ぐちに座すわって大きな声こえで、「……さあ、さあ、大だい評ひよう判ばんの文ぶん福ぶく茶ちゃがまに毛けが生はえて、手て足あしが生はえて、綱つな渡わたりの軽かるわざから、浮うかれ踊おどりの不思議な芸げい当とう、評ひよう判ばんじゃ、評ひよう判ばんじゃ」と呼よび立たてました。

    　往おう来らいの人たちは、不ふ思し議ぎな看かん板ばんと面おも白しろそうな口こう上じように釣つられて、ぞろぞろ見み世せ物もの小こ屋やへ詰つめかけて来きて、たちまち満まん員いんになってしまいました。やがて、拍ひよう子し木ぎが鳴なって、幕まくが上あがりますと、文ぶん福ぶく茶ちゃがまが、のこのこ楽がく屋やから出て来きて、お目め見みえのご挨あい拶さつをしました。見るとそれは思おもいもつかない、大きな茶ちやがまに手て足あしの生はえた化ばけ物ものでしたから、見けん物ぶつ客は、みんな「あっ」と言って目めを丸くしました。

    　それだけでも不ふ思し議ぎなのに、その茶ちやがまの化ばけ物ものが両方の手てに唐から傘かさをさして扇おうぎを開いて、綱つなの上に両りよう足あしを掛かけました。そして重おもい体からだを器き用ように調子を取とりながら、綱つな渡わたりの一曲きよくを首しゆ尾びよくやってのけましたから、見けん物ぶつ客はいよいよ感かん心しんして、小こ屋やも割われるほどの大だい喝かつ采さいを浴あびるのでした。――それからは、何なにをしても、文ぶん福ぶく茶ちゃがまが変かわった芸げい当とうをやって見せるたびに、見けん物ぶつ客は大おお喜よろこびで、「……こんな面おも白しろい見み世せ物ものは生うまれて始はじめて見た」と、てんでんに言いい合あって、またぞろぞろ帰かえって行きました。それからは文ぶん福ぶく茶ちゃがまの評ひよう判ばんは、方ほう々ぼうに広がって、近きん所じよの人は、言うまでもなく、遠えん国ごくからもわざわざ草鞋わらじがけで見みに来る人で毎日毎まい晩ばん大変な大おお入いりでしたから、僅わずかの間あいだにくず屋おくは大おお金がね持もちになりました。

    　

    　　七、文ぶん福ぶく茶ちゃがまは、再びお寺てらへと……

    　

    　さて、そのうちにくず屋やは、「……こうやって文ぶん福ぶく茶ちゃがまのお蔭かげでいつまでもお金かね儲けをしていても際さい限げんのないことだから、ここらで休やすませてやりましょう」と考えました。そこで、ある日、文ぶん福ぶく茶ちゃがまを呼よんで、「……お前まえをこれまで随ずい分ぶん働はたらかせるだけ働はたらかして、お蔭かげでわたしも大たいしたお金かね持もちになった。人間の欲よくには限かぎりがないと言うが、そうそう欲よく張ばるのは悪わるいことだから、今日限かぎりお前まえを見み世せ物ものに出すことは止やめて、元もとの通り、茂も林りん寺じに納おさめることにしよう。その代かわり、今度は和お尚しようさんに頼たのんで、ただの茶ちやがまのようにいろりに掛かけて、火あぶりになんぞしないようにして、大切にお寺てらの宝ほう物もつにして、錦にしきの布ふ団とんに乗のせて、しごく安あん楽らくな御ご隠いん居きよの身み分ぶんにして上あげるがどうだね」と尋たずねると、文ぶん福ぶく茶ちゃがまは、「……そうですね。わたしも草くた臥びれましたから、ここらで少すこし休やすませてもらいましょうか」と言うのでした。

    　そこで、くず屋やは、文ぶん福ぶく茶ちゃがまに見み世せ物もので儲もうけたお金かねを半分添そえて、茂も林りん寺じの和お尚しようさんの所ところへ持って行いきました。和お尚しようさんは、「……ほう、ほう、それは奇き特とくなことで」と言いながら、茶ちやがまとお金かねを受け取りました。文ぶん福ぶく茶ちゃがまもそれきり草くた臥びれて寝込ねこんででもしまったのか、それからは別べつ段だん手て足あしが生はえて踊おどり出だすというようなこともなく、このお寺てらの宝ほう物もつとなって、今日こんにちまで伝つたわっているとのことです。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　浦島太郎

    　　浦島太郎

    　

    　　一、ある日、亀かめの子を助ける

    　

    　昔むかし々むかし、丹たん後ごの国水みずの江えの浦うらに、浦島太郎という漁りょう師しがありました。浦島太郎は、毎日、釣竿ざおをかついでは海うみへ出かけて、鯛たいや鰹かつおなどのお魚さかなを釣って、お父とうさんやお母かあさんを養やしなっていました。

    　ある日、浦島は、いつもの通り海へ出て、一日お魚さかなを釣って、帰って来ました。途と中ちゆう、子供が五、六人往おう来らいに集まって、がやがや言っていました。何なにかと思って浦島が覗のぞいてみると、小さい亀かめの子を一匹捕つかまえて、棒ぼうで突つついたり、石で叩たたいたり、さんざんに苛いじめているのです。浦島は見かねて、「……まあ、そんな可か哀わい想そうなことをするものではない。いい子だから」と、止とめましたが、子供たちは聞き入れようともしないで、「……なんだい。なんだい、かまうもんかい」と言いながら、また亀かめの子を仰あお向むけにひっくり返かえして、足で蹴けったり、砂すなのなかに埋うずめたりしました。浦島はますます可か哀わい想そうに思って、「……じゃあ、おじさんがお足あしを上げるから、その亀かめの子を売っておくれよ」と言うと、子供たちは、「……うんうん、お足あしをくれるならやってもいい」と言って、手を出しました。そこで浦島は、お足あしをやって亀かめの子をもらい受けました。子供たちは、「……おじさん、ありがとう。また買っておくれよ」と、わいわい言いながら、行ってしまいました。

    　

    　　二、お礼に竜宮城へ

    　

    　そのあとで浦島は、甲こう羅らからそっと出した亀かめの首くびをやさしく撫なでてやって、「……やれやれ、あぶないところだった。さあもうお帰りお帰り」と言って、わざわざ、亀かめを海ばたまで持って行って離はなしてやりました。亀かめはさも嬉うれしそうに、首や手足を動うごかして、やがて、ぶくぶく泡あわを立たてながら、水の中なかに深く沈しずんで行ってしまいました。

    　それから二、三日経たって、浦島はまた舟に乗って海うみへ釣りに出かけました。遠とおくの方ほうまでも漕こぎ出して、一生懸命お魚さかなを釣っていますと、ふと後うしろの方で、「……浦島さん、浦島さん」と呼ぶ声がしました。おやと思って振り返かえってみますと、誰だれも人の影かげは見えません。その代わり、何時いつの間まにか、一匹の亀かめが舟のそばに来ていました。浦島が不思議そうな顔かおをしていると、「……わたくしは、先日助たすけて頂いた亀かめでございます。今日はちょっとそのお礼れいに参りました」と、亀かめがこう言ったので、浦島はびっくりしました。

    　そこで、「……まあ、そうかい。わざわざ礼れいなんぞ言いに来るには及およばないのに」と言うと、「……でも、本当にありがとうございました。時に、浦島さん、あなたは龍りゅう宮ぐうをご覧になったことがありますか」と聞くので、「……いや、話には聞いているが、まだ見たことはないよ」と答えると、「……ではほんのお礼れいのしるしに、わたくしが龍りゅう宮ぐうを見せて上げたいと思いますがいかがでしょう」と言うのでした。「……へえ、それは面白いね。ぜひ行ってみたいが、それは何でも海うみの底にあるということではないか。どうして行くつもりだね。わたしにはとてもそこまで泳およいでは行けないよ」と言うと、「……なに、わけはございません。わたくしの背せ中なかにお乗りください」と言うのでした。

    　

    　　三、竜宮城へと

    　

    　亀かめはこう言って、背せ中なかを出しました。浦島は半分気味悪く思いながら、言われるままに、亀かめの背せ中なかに乗りました。――亀かめはすぐに白い波なみを切って、ずんずん泳およいで行きました。ざあざあいう波なみの音がだんだん遠とおくなって、青い青い水の底そこへ、ただもう夢ゆめのように運はこばれて行きますと、ふと、そこらがかっと明るくなって、白しら玉たまのようにきれいな砂すなの道みちが続いて、向こうに立りっ派ぱな門が見えました。その奥おくにきらきら光ひかって、目の眩くらむような金きん銀ぎんの甍いらかが高たかくそびえていました。「……さあ、龍りゅう宮ぐうへ参りました」と、亀かめはこう言って、浦島を背せ中なかから下おろして、「……しばらくお待ちください」と言ったまま、門の中なかへと入って行きました。

    　

    　　四、竜宮城の中なかの様子

    　

    　まもなく、亀かめはまた出てきて、「……さあ、こちらへ」と、浦島太郎を御ご殿てんの中へ案内しました。鯛たいや平ひら目めやカレイやいろいろのお魚さかなが、もの珍めずらしそうな目で見ている中なかを通って、入って行きますと、乙おと姫ひめ様が大勢の腰こし元もとを連つれて、お迎むかえに出て来ました。やがて乙おと姫ひめ様に付ついて、浦島太郎はずんずん奥おくへ通って行きました。瑪め瑙のうの天てん井じように珊さん瑚ごの柱はしら、廊ろう下かには瑠る璃りが敷しき詰つめてありました。こわごわその上うえを歩いて行きますと、どこからともなくいい匂においがして、楽たのしい楽がくの音ねが聞こえて来ました。

    　やがて、水すい晶しようの壁かべに色いろ々いろな宝ほう石せきをちりばめた大おお広ひろ間まに通りますと、「……浦島さん、ようこそお出いで下さいました。先日は亀かめの命いのちをお助たすけ下さいまして、誠にありがとうございます。何にもお持もてなしはございませんが、どうぞゆっくりお遊あそびくださいまし」と、乙おと姫ひめ様は言って、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしました。やがて、鯛たいを頭かしらに、鰹かつおだの、河豚ふぐだの、海老えびだの、蛸たこだの、大小色いろ々いろなお魚さかなが、珍めずらしい御ご馳ち走そうを山と運はこんで来て、賑にぎやかなお酒さか盛もりが始まりました。綺き麗れいな腰こし元もとたちは、歌を歌うたったり踊おどりを踊おどったりしました。浦島はただもう夢ゆめの中なかで夢ゆめを見ているようでした。――御ご馳ち走そうが済むと、浦島はまた乙おと姫ひめ様の案あん内ないで、御ご殿てんの中を残らず見せてもらいました。どのお部へ屋やも、どのお部へ屋やも、珍しい宝ほう石せき類で飾かざり立ててありますから、その美うつくしさは、とても口や言葉では表現でき得ないほどでした。

    　

    　　五、四季の景け色しき

    　

    　さて、一通とおり見てしまうと、乙おと姫ひめ様は、「……今度は四季の景け色しきをお目にかけましょう」と言って、まず、東ひがしの戸とをお開あけになりました。そこは春の景け色しきで、一面、ぼうっと霞かすんだ中なかに桜の花はなが美うつくしい絵えのように咲き乱みだれていました。青あお青あおとした柳やなぎの枝えだが風かぜになびいて、その中なかで小こ鳥とりが鳴ないたり、蝶ちょう々ちょうが舞まったりしていました。

    　次に、南みなみの戸とをお開あけになりました。そこは夏の景け色しきで、垣かき根ねには白い卯うの花はなが咲さいて、お庭にわの木の青あお葉ばの中なかでは、蝉せみや蜩ひぐらしが鳴ないていました。お池いけには赤あかと白の蓮はすの花はなが咲いて、その葉の上うえには水すい晶しようの珠たまのように露つゆが溜たまっていました。お池の縁ふちには、きれいなさざ波なみが立って、鴛鴦おしどりや鴨かもなどが浮うかんでいました。

    　次に西にしの戸とをお開あけになりました。そこは秋の景け色しきで花か壇だんの中なかには、黄き菊ぎく、白しら菊ぎくが咲き乱みだれて、ぷんといい香かおりを立てました。向こうを見ると、かっと燃え立つような紅こう葉ようの林の奥おくに、白い霧きりが立ち籠こめていて、鹿しかの鳴く声こえが悲かなしく聞こえました。

    　一番最後に、北きたの戸とをお開あけになりました。そこは冬の景け色しきで、野には散ちり残のこった枯かれ葉はの上うえに、霜しもがきらきら光ひかっていました。山やまから谷たににかけて、雪ゆきがまっ白しろに降り積つもった中なかから、柴しばをたく煙けむりがほそぼそと上あがっていました。

    　浦島太郎は、何を見ても驚おどろきあきれて目ばかり見み張はっていました。そのうちだんだんぼうっとして来て、お酒さけに酔よった人ひとのようになって何なにもかも忘わすれてしまいました。

    　

    　　六、歳月は流れて

    　

    　毎日、面おも白しろい珍めずらしいことが、それからそれと続つづいて、あまり龍りゅう宮ぐうが楽しいので、何ということも思わずに、うかうか遊あそんで暮くらすうち、三年の月日が経たちました。――三年目の春はるになった時とき、浦島は時々、久ひさしく忘わすれていた故ふる郷さとの夢ゆめを見るようになりました。春はるの日のぽかぽか当あたっている水みずの江えの浜はま辺べで、猟りょう師したちが元気よく舟ふな唄うたを歌うたいながら、網あみを引ひいたり舟を漕こいだりしているところを、まざまざと夢ゆめに見るようになりました。浦島は今さらのように、「……お父とうさんやお母かあさんは、今いま頃ごろどうしていらっしゃるだろう」と、こう思い出すと、もういても立ってもいられなくなるような気がしました。何より早く家うちへ帰りたいとばかり思うようになりました。ですから、もうこの頃ころでは、歌うたを聞いても、踊おどりを見ても、面おも白しろくない顔かおをして、塞ふさぎ込こんでばかりいました。

    　その様よう子すを見ると、乙おと姫ひめ様は心しん配ぱいして、「……浦島さん、ご気き分ぶんでもお悪わるいのですか」とお聞ききになりました。浦島はもじもじしながら、「……いいえ、そうではありません。実は家うちへ帰りたくなったものですから」と言いますと、乙おと姫ひめ様は、急に大たい層そうがっかりした様よう子すをなさいました。「……まあ、それは残ざん念ねんでございますこと。でもあなたのお顔かおを拝見いたしますと、この上うえお引ひきとめ申もうしても、無む駄だのように思われます。では致いたし方かたございません、行っていらっしゃいまし」と、こう悲かなしそうに言って、乙おと姫ひめ様は、奥おくから綺き麗れいな宝ほう石せきで飾かざった箱はこを持っておいでになって、「……これは玉たま手て箱ばこと言って、中なかには、人間の一番大事な宝たからが籠こめてございます。これをお別わかれのしるしに差し上げますから、お持ち帰りくださいまし。ですが、あなたがもう一度龍りゅう宮ぐうへ帰って来たいと思おぼし召めすなら、どんなことがあっても、決してこの箱はこを開けてご覧らんになってはいけません」と、くれぐれも念を押して、玉たま手て箱ばこをお渡わたしになりました。浦島は、「……ええ、ええ、決して開けません」と言って、玉たま手て箱ばこを小こ脇わきに抱かかえたまま、龍りゅう宮ぐうの門を出ますと、乙おと姫ひめ様は、また大勢の腰こし元もとを連つれて、門の外そとまでお見送おくりになりました。

    　

    　　七、再び、故ふる郷さとへと

    　

    　さて、もうそこには例の亀かめが来て待っていました。浦島は嬉うれしいのと悲かなしいのとで、胸むねが一いっ杯ぱいになっていました。そして亀かめの背せ中なかに乗りますと、亀かめはすぐ波なみを切って上がって行って、まもなく元の浜はま辺べに着きました。「……では浦島さん、ごきげんよろしゅう」と、亀かめは言って、また水の中なかに潜もぐって行きました。浦島はしばらく、亀かめの行ゆくえを見送っていました。

    　

    　　八、家に帰ってみると、

    　

    　浦島は、海ばたに立ったまま、しばらくそこらを見まわしました。春の日がぽかぽかあたって、一面に霞かすんだ海の上うえにどこからともなく賑にぎやかな舟ふな唄うたが聞きこえました。それは夢ゆめの中なかで見た故ふる郷さとの浜辺の景け色しきとちっとも違ちがったところはありませんでした。けれどよく見ると、そこらの様よう子すがなんとなく変わっていて、会う人も会う人も、一向に見知らない顔かおばかりで、向こうでも妙な顔かおをして、じろじろ見ながら言葉もかけずにすまして行ってしまいました。「……おかしなこともあるものだ。たった三年の間あいだに、みんなどこかへ行ってしまうはずはない。まあ、何でも早く家うちへ行ってみよう」。

    　こう独ひとり言ごとを言いながら、浦島は自分の家の方ほう角がくへ歩き出しました。ところが、そこと思うあたりには草くさや葦あしがぼうぼうと茂しげって、家なぞは影かげも形もありません。昔、家の立っていたらしい跡あとさえも残ってはいませんでした。一体、お父とうさんやお母かあさんはどうなったのでしょうか。浦島は、「……不思議だ。不思議だ」と繰くり返かえしながら、狐きつねにつままれたようなきょとんとした顔かおをしていました。

    　するとそこへ、よぼよぼのお婆ばあさんが一人、杖つえにすがってやって来ました。浦島はさっそく、「……もしもし、お婆ばあさん、浦島太郎の家うちはどこでしょう」と、声を掛かけますと、お婆ばあさんはけげんそうに、しょぼしょぼした目で、浦島の顔かおをながめながら、「……へえ、浦島太郎。そんな人は聞いたことがありませんよ」と言いました。浦島は躍やっ起きとなって、「……そんなはずはありません。確かにこの辺へんに住んでいたのです」と言いました。そう言われて、お婆ばあさんは、「……はてね」と、首くびを傾かしげながら、杖つえで背せ伸のびしてしばらく考かんがえ込んでいましたが、やがてぽんと膝ひざを叩たたいて、「……ああ、そうそう、浦島太郎さんと言うと、あれはもう三百年も前まえの人ですよ。何でも、わたしが子供の時じ分ふん聞いた話に、昔、昔、この水みずの江えの浜に、浦島太郎という人があって、ある日、舟ふねに乗って釣つりに出たまま、帰かえって来こなくなりました。多分、龍りゅう宮ぐうへでも行ったのだろうということです。なにしろ大おお昔むかしの話だからね」と、こう言って、また腰こしをかがめて、よぼよぼ歩いて行ってしまいました。

    　

    　　九、衝撃の事実を聞いて、

    　

    　浦島は、びっくりしてしまいました。「……はて、三百年、おかしなこともあるものだ。たった三年竜りゅう宮ぐうにいたつもりなのに、それが三百年とは。すると竜りゅう宮ぐうの三年は、人間の三百年にあたるのかしらん。それでは家いえもなくなるはずだし、お父とうさんやお母とうさんがいらっしゃらないのも不思議はない」。こう思うと、浦島は急に悲かなしくなって、寂さびしくなって、目の前まえが真まっ暗くらになりました。今さらに竜りゅう宮ぐうが恋こいしくてたまらなくなりました。

    　しおしおとまた浜はま辺べへ出て見ましたが、海の水みずは満々と湛たたえていて、どこが果はてとも知れません。もう亀かめも出て来ませんから、どうして龍りゅう宮ぐうへ渡ろう手て立だてもありませんでした。その時、浦島はふと抱かかえていた玉たま手て箱ばこに気が付ました。「……そうだ。この箱はこを開けてみたらば、分わかるかも知れない」と、こう思うと嬉うれしくなって、浦島は、うっかり乙おと姫ひめ様に言われたことは忘わすれて、箱はこのふたを取とりました。すると紫色の雲くもが中なかからむくむく立ち昇のぼって、それが顔かおにかかったかと思うと、すうっと消きえて行って箱はこの中なかには何にも残っていませんでした。その代わり、何時いつの間まにか顔かおじゅう皺しわになって、手も足も縮ちぢこまって、きれいな水みず際ぎわの水みずに映った影かげを見ると、髪かみも髭ひげも真まっ白しろなかわいいお爺じいさんになっていました。浦島は空からになった箱はこの中なかを覗のぞいて、「……なるほど、乙おと姫ひめ様が人間の一番大事な宝たからを入れておくと仰おつしやったあれは、人間の寿じゆ命みようだったのだな」と、残念そうに呟つぶやきました。

    　春の海うみはどこまでも遠とおく霞かすんでいました。何処どこからかいい声こえで舟ふな唄うたを歌うたうのが、また聞こえて来きました。浦島は、ぼんやりと昔むかしのことを思い出していました。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　金太郎

    　　金太郎

    　

    　　一、金太郎の生い立ち

    　

    　昔むかし、金太郎という強つよい子供がありました。相模国さがみのくに足あし柄がら山やまの山奥おくに生まれて、お母かあさんの山うば（山に棲すむ母親）と一いつ緒しよに暮らしていました。

    　金太郎は生まれた時ときからそれはそれは力が強つよくて、もう七つ八つの頃ころには、石いし臼うすや籾もみ糠ぬかの俵たわらぐらい、平へい気きで持ち上げました。大たい抵ていの大人おとなを相手に相すも撲うを取っても負まけませんでした。近きん所じょにもう相あい手てがいなくなると詰つまらなくなって、金太郎は、一いち日にち森の中なかを駆かけ回まわっていました。そしてお母かあさんにもらった大きなまさかりを担かついで歩いて、やたらに大きな杉すぎの木や松まつの木を切きり倒たおしては、木こりの真ま似ねをして面おも白しろがっていました。

    　

    　　二、動物たちを家来に……

    　

    　ある日、森の奥おくのずっと奥おくに入はいって、いつものように大きな木を切きっていると、のっそり大きな熊くまが出て来きました。熊くまは目を光ひからせながら、「……誰だれだ、おれの森を荒あらすのは」と言って、飛びかかって来きました。すると金太郎は、「……何だ、熊くまのくせに。金太郎を知らないか」と言いながら、まさかりを放ほうり出だして、いきなり熊くまに組くみつきました。そして足がらをかけて、どしんと地じべたに投なげつけました。熊くまは閉へい口こう（降参）して、両手をついて謝あやまって、金太郎の家け来らいになりました。森の中なかで大将分の熊くまが閉へい口こう（降参）して金太郎の家け来らいになったのを見て、そのあとから兎うさぎだの、猿さるだの、鹿しかだのがぞろぞろ付ついて来て、「……金太郎さん、どうぞわたしも御ご家け来らいにしてください」と言うので、金太郎は、「……よし、よし」と頷うなずいて、みんな家け来らいにしてやりました。

    　それからは金太郎は、毎朝、お母かあさんにたくさんお結むすびを拵こしらえてもらい、森の中なかへ出かけて行きました。金太郎が口くち笛ぶえを吹いて、「……さあ、みんな来い。みんな来い」と呼ぶと、熊くまを頭かしらに、鹿しかや猿さるや兎うさぎがのそのそ出て来きました。金太郎は、この家け来らいたちをお供ともに連つれて、一いち日にち山の中なかを歩きまわりました。ある日、方ほう々ぼう歩いて、やがてやわらかな草くさの生はえている所ところへ来ると、みんなは足あしを出してそこへごろごろ寝ね転ころびました。日がいい心持ちに当たっていました。金太郎が、「……さあ、みんな相すも撲うを取れ。ご褒ほう美びにはこのお結むすびをやるぞ」と言うと、熊くまがむくむくした手で地を掘ほって、土ど俵ひようをこしらえました。

    　

    　　三、お互い相すも撲うを取り合う

    　

    　最初に、猿さると兎うさぎが取り組んで、鹿しかが行ぎよう司じになりました。兎うさぎが猿さるのしっぽを掴つかまえて、土ど俵ひようの外そとへ持ち出そうとすると、猿さるが悔くやしがって、むちゃくちゃに兎うさぎの長い耳を掴つかんでひっぱりましたから、兎うさぎは痛いたがって手を離はなしました。それで勝負がつかなくなって、どちらもご褒ほう美びがもらえませんでした。（それはお互い「禁じ手」を使ったからです。）

    　今度は、兎うさぎが行ぎよう司じになって、鹿しかと熊くまが取り組みましたが、鹿しかはすぐ角つのごと熊くまにひっくり返かえされてしまいました。金太郎は、「……面おも白しろい、面おも白しろい」と言って、手を叩たたきました。とうとう一いち番ばん最後に金太郎が土ど俵ひようの真まん中なかにつっ立たって、「……さあ、みんなかかって来い」と言いながら、大おお手でを拡ひろげました。そこで兎うさぎと猿さると鹿しかと一いち番ばん最後に熊くまがかかって行きましたが、片かたっぱしからころころ転ころがされてしまいました。「……何だ。弱よわ虫むしだなあ。みんな一いっ遍ぺんにかかって来い」と、金太郎が言うと、悔くやしがって、兎うさぎが足を持つやら猿さるが首くびに手てをかけるやら、大騒さわぎになりました。そして鹿しかが腰こしを押して熊くまが胸むねに組くみついて、みんな総そうがかりでうんうん言いって、金太郎を倒たおそうとしましたが、どうしても倒たおすことが出来ませんでした。金太郎は仕し舞まいにじれったくなって、体からだを一ひと振ふりうんと振ふりますと、兎うさぎも猿さるも鹿しかも熊くまもみんな一いっ遍ぺんにごろごろごろごろ土ど俵ひようの外そとに転ころげ出だしてしまいました。「……ああ、痛いたい。ああ、痛いたい」とみんな口くち々ぐちに言って、腰こしを摩さすったり、肩かたを揉もんだりしていましたが、金太郎は、「……さあ、おれに負けて可か哀わい想そうだから、みんなに分わけてやろう」と言って、兎うさぎと猿さると鹿しかと熊くまをまわりにぐるりと並ならばせて、自分が真まん中なかに座すわって、お結むすびを分わけてみんなで食たべました。しばらくすると金太郎は、「……ああ、うまかった。さあ、もう帰ろう」と言って、またみんなを連つれて帰かえっていきました。

    　

    　　四、その帰り道で、

    　

    　さて、帰かえって行く道みち々みちも、森もりの中なかで駆かけっこ競くらべをしたり、岩いわの上で鬼おにごっこをしたりして遊あそび遊あそび行くうちに、大きな谷たに川かわのふちへ出でました。水みずはごうごうと音おとを立てて、激しい勢いきおいで流ながれて行きますが、あいにく橋はしが架かかっていませんでした。みんなは、「……どうしよう。あとへ引き返かえそうか」と言うと、金太郎は、一ひと人り平気な顔をして、「……なあにいいよ」と言いながら、そこらを見まわすと、ちょうど川の岸きしに二ふた抱かかえもあるような大きな杉すぎの木が立たっていました。金太郎は、まさかりを放ほうり出だして、いきなり杉すぎの木に両りよう手てをかけました。そして二、三度どぐんぐん押おしたと思うと、めりめりとひどい音おとがして、木は川かわの上にどっさりと倒たおれかかって、立派な橋はしができました。金太郎はまたまさかりを肩かたに担かついで、先に立たって渡わたっていきました。みんなは顔かおを見み合あわせて、てんでんに、「……えらい力ちからだなあ」と囁ささやき合あいながら、付ついて行いきました。

    　

    　　五、一人の木こりの登場

    　

    　その時とき、向むこうの岩いわの上に木こりが一人隠かくれていて、この様よう子すを見ていました。金太郎が無む造ぞう作さに大きな木きを押し倒たおしたのを見て、目めを丸くしながら、「……どうも不ふ思し議ぎな子供だな。どこの子供だろう」と独ひとり言ごとを言うのでした。そして立ち上がって、そっと金太郎のあとについて行きました。兎うさぎや熊くまと別れると、金太郎は一ひと人りで、また身み軽がるにひょいひょいと谷たにを渡ったり、崖がけを伝つたわったりして、深ふかい深ふかい山やま奥おくの一軒家けんやに入はいっていきました。そこいらには白しろい雲くもがわき出していました。

    　木こりは、そのあとからやっと木の根ねをよじ（登のぼっ）たり、岩いわ角かどにつかまったりして、ついて行きました。やっと家うちの前まえまで来て、木こりが中なかを覗のぞきますと、金太郎はいろりの前まえに座すわって、お母かあさんの山うばに、熊くまや鹿しかと相すも撲うを取った話はなしをせっせとしていました。お母かあさんも面おも白しろそうに、にこにこ笑わらって聞いていました。その時、木こりは、出し抜けに窓まどから首くびをぬっと出だして、「……これこれ、坊ぼうや。今度はおじさんと相すも撲うを取ろう」と言いながら、のこのこ入はいって行きました。そしていきなり金太郎の前に毛けむくじゃらな手を出しました。山うばは、「おや」と思って不ふ思し議ぎそうな顔かお付つきをしましたけれど、金太郎は面おも白しろがって、「……ああ、取とろう」と、すぐむくむく肥ふとった可か愛わいらしい手てを出しました。そこで二ふた人りは、しばらく真まっ赤かな顔かおをして押おし合あいました。そのうち、木こりはふいと、「……もう止よそう。勝負がつかない」と言って、手を引っ込めてしまいました。それから改あらためて座すわり直なおして、山うばに向むかって、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、「……どうも、出し抜けに失しつ礼れいしました。実じつはさっき坊ぼつちゃんが、谷たに川かわのそばで大きな杉すぎの木きを押し倒たおしたところを見て、驚おどろいてここまでついて来きたのです。今また腕うで相撲を取とって、いよいよ大だい力りきなのに驚おどろきました。どうしてどうしてこの子こは今に偉えらい勇士になりますよ」と、こう言って、今度は金太郎に向むかって、「……どうだね、坊ぼうやは都みやこへ出てお侍さむらいにならないかい」と聞くと、金太郎は目めをくりくりさせて、「……ああ、お侍さむらいになれるといいなあ」と言うのでした。

    　

    　　七、木こりは、実は……

    　

    　この木こりと見せたのは、実は碓うす井い貞さだ光みつと言って、その時じ分ふん日本一の偉えらい大将で名高い源みなもとの頼光らいこうの家け来らいでした。そして御ご主しゆ人じんから強い侍さむらいを捜さがして来いという仰あおせを受けて、こんな風ふうをして日本の国くにじゅうをあちこちと歩あるきまわっているのでした。

    　山うばもそう聞きくと、たいそう喜よろこんで、「……実は、この子の亡なくなりました父ちちも、坂さか田たという立派な氏うじを持った侍さむらいでございました。訳わけがございまして、この通り山の中なかに埋うもれておりますものの、よい伝つ手てさえあれば、いつか都みやこへ出だして侍さむらいにして、家いえの名を継つがせてやりたいと思っておりました。そういうことでしたら、この通りの腕わん白ぱく者ものでございますが、どうぞよろしくお願ねがい申します」と、さも嬉うれしそうに言いました。

    　金太郎は、そばで二人の話はなしを聞いて、「……嬉うれしいな、嬉うれしいな。おれはお侍さむらいになるんだ」と言って、小こ踊おどりをしていました。そして、金太郎がいよいよ碓うす井い貞さだ光みつに連れられて都みやこへ上のぼるということを聞いて、熊くまも鹿しかも猿さるも兎うさぎもみんな連つれ立だってお別わかれを言いに来きました。金太郎は、みんなの頭あたまを代かわりばんこに撫なでてやって、「……みんな仲なかよく遊あそんでおくれ」と言いました。みんなは、「……金太郎さんがいなくなって寂さびしいなあ。早く偉えらい大将になって、また顔かおを見せておくれよ」と言って、名な残ごりり惜おしそうに帰かえっていきました。金太郎はお母かあさんの前まえに手をついて、「……お母かあさん、では行って参ります」と別れの挨あい拶さつをしてから、貞さだ光みつのあとについて、得とく意いらしく出て行きました。

    　

    　　七、その将来は……

    　

    　それから幾いく日にちも幾いく日にちもかかって、貞さだ光みつは金太郎を連れて都みやこへ帰りました。そして頼光らいこうのお屋や敷しきへ行って、「……足あし柄がら山やまの奥おくで、こんな子供を見つけて参りました」と、金太郎を頼光らいこうのお目めにかけました。「……ほう、これは珍めずらしい、強つよそうな子供だ」と頼光らいこうは言いながら、金太郎の頭あたまをさすりました。「……だが金太郎という名は侍さむらいにはおかしい。父親が坂さか田たというのなら、今から坂さか田たの金きん時ときと名な乗のるがいい」と言うのでした。

    　そこで金太郎は、坂さか田たの金きん時ときと名な乗のって、頼光らいこうの家け来らいになりました。そして大きくなると、偉えらいお侍さむらいになって、渡わたな辺べの綱つな、卜うら部べの季すえ武たけ、碓うす井い貞さだ光みつと一緒に、頼光らいこうの四天てん王のうと呼ばれるようになったのです。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　かちかち山

    　　かちかち山

    　

    　　一、狸たぬきの悪戯いたずら

    　

    　昔むかし々むかし、あるところにおじいさんとおばあさんがありました。おじいさんがいつも畑はたけに出て働はたらいていますと、裏うらの山から一疋ぴきの古ふる狸だぬきが出てきて、おじいさんがせっかく丹たん精せい込こめて拵こしらえた畑はたけのものを荒あらした上うえに、どんどん石いしころや土つち塊くれなどをおじいさんの後うしろから投なげつけました。おじいさんが怒おこって追おっかけますと、すばやく逃にげて行ってしまいますが、しばらくするとまたやって来て、相あい変かわらず悪戯いたずらをするのでした。おじいさんも困こまりきって、罠わなを仕し掛かけて置おきますと、ある日、狸たぬきはとうとうその罠わなに掛かかりました。

    　おじいさんは、躍おどり上あがって喜よろこびました。「……ああいい気き味みだ。とうとう捕つかまえてやった」と、こう言って、狸たぬきの四つ足を縛しばって、家うちへ担かついで帰りました。そして天てん井じょうの梁はりにぶら下げて、おばあさんに、「……逃にがさないように番ばんをして、晩ばんにわたしが帰るまでに狸たぬき汁じるを拵こしらえておいておくれ」と言い残のこして、また畑はたけへと出て行きました。

    　

    　　二、狸たぬきの悪わる知恵で

    　

    　狸たぬきが縛しばられてぶら下げられている下したで、おばあさんは臼うすを出して、とんとん麦むぎをついていました。そのうち、「……ああくたびれた」と、おばあさんは言って、汗あせを拭ふきました。するとその時ときまで、大人おとなしくぶら下がっていた狸たぬきが、上から声こえを掛かけました。「……もしもし、おばあさん、くたびれたら少すこしお手て伝つだいをいたしましょう。その代わり、この縄なわを解といて下さい」と。すると、「……どうしてどうして、お前まえなんぞに手て伝つだってもらえるものか。縄なわを解といてやったら、手て伝つだうどころか、すぐ逃にげて行ってしまうだろう」と言うので、「……いいえ、もうこうして捕つかまったのですもの、今さら逃にげるものですか。まあ、試ためしに下ろしてごらんなさい」と言うのでした。

    　あんまりしつっこく、殊しゅ勝しょうらしく頼たのむものですから、おばあさんもうかうか狸たぬきの言うことを本ほん当とうにして、縄なわを解といて下ろしてやりました。すると狸たぬきは、「……やれやれ」と縛しばられた手て足あしをさすりました。そして、「……どれ、わたしがついて上げましょう」と言いながら、おばあさんのきねを取り上げて、麦むぎをつく振ふりをして、いきなりおばあさんの脳のう天てんからきねを打うち下ろしますと、「きゃっ」という間まもなく、おばあさんは目をまわして、倒たおれて死んでしまいました。

    　狸たぬきは、さっそくおばあさんをお料りょう理りして、狸たぬき汁じるの代わりにばばあ汁じるを拵こしらえて、自分はおばあさんに化ばけて、澄すました顔かおをして炉ろの前に座すわって、おじいさんの帰かえりを待ち受けていました。――夕ゆう方がたになって、何なんにも知らないおじいさんは、「……晩は狸たぬき汁じるが食べられるな」と思って、一ひと人りでニコニコしながら急いそいで家うちへ帰って来ました。すると狸たぬきのおばあさんはさも待まちかねたというように、「……おや、おじいさん、お帰かえりなさい。さっきから狸たぬき汁じるを拵こしらえて待っていましたよ」と言うのでした。「……おやおや、そうか。それは有あり難がたいな」と言いながら、すぐにお膳ぜんの前に座すわりました。そして、狸たぬきのおばあさんのお給きゅう仕じで、「……これは美味おいしい、美味おいしい」と言って、舌したつづみを打って、ばばあ汁じるのお替かわりをして、夢中むちゅうになって食べていました。それを見てた狸たぬきのおばあさんは、思わず「ふふふ」と笑わらう拍子に狸たぬきの正しょう体たいを現あらわしました。

    　

    　　三、本当のことを知って

    　

    　さて、狸たぬきは、「……ばばあ食くったじじい、流ながしの下の骨ほねを見ろ」と言いながら、大きなしっぽを出して、裏うら口ぐちからついと逃にげて行きました。おじいさんは、びっくりして、がっくりと腰こしを抜ぬかしてしまいました。そして、流ながしの下のおばあさんの骨ほねを抱かかえて、おいおい泣ないていました。すると、「……おじいさん、おじいさん、どうしたのです」と言って、これも裏うらの山にいる白しろうさぎが入って来ました。「……ああ、うさぎさんか。よく来ておくれだ。まあ聞いておくれ。ひどい目に遇あったよ」と、おじいさんは言って、これこれこういうわけだとすっかり話はなしをしました。うさぎはたいそう気きの毒どくがって、「……まあ、それはとんだことでしたね。けれど敵かたきはわたしがきっと取とって上げますから、安あん心しんしていらっしゃい」と頼たのもしそうに言うのでした。おじいさんは、うれし涙なみだをこぼしながら、「……ああ、どうか頼たのみますよ。ほんとうにわたしは悔くやしくてたまらない」と言うので、「……大丈夫。明あ日すはさっそく狸たぬきを誘さそい出して、ひどい目めに遇あわせてやります。しばらく待まっていらっしゃい」と、うさぎは言って、帰って行くのでした。

    　

    　　四、狸たぬきはうさぎに騙だまされて

    　

    　さて、狸たぬきは、おじいさんの家うちを逃げ出してから、何だか恐こわいものですから、どこへも出ずに穴あなにばかり引ひっ込こんでいました。――すると、ある日、うさぎは釜かまを腰こしに差して、わざと狸たぬきの隠かくれている穴あなのそばへ行って、釜かまを出してしきりに芝しばを刈かっていました。そして芝しばを刈かりながら、袋ふくろへ入れて持って来きたかち栗ぐりを出して、ばりばり食べました。すると狸たぬきは、その音おとを聞きつけて、穴あなの中なかからのそのそ這はい出して来ました。「……うさぎさん、うさぎさん。何を美味おいしそうに食べているのだね」と聞くので、「……栗くりの実さ」と答えると、「……少しわたしにくれないか」と言うと、「……上げるから、この芝しばを半分向むこうの山やままでしょって行っておくれよ」と頼たのむのでした。

    　狸たぬきは、栗くりが欲ほしいものですから、仕し方かたなしに芝しばを背せ負おって、先さきに立って歩き出しました。向むこうの山やままで行くと、狸たぬきはふり返って、「……うさぎさん、うさぎさん。かち栗ぐりをくれないか」と言うと、「……ああ、上げるよ、もう一つ向むこうの山まで行ったら」と言うのでした。仕し方かたがないので、また狸たぬきはずんずん先さきに立って歩いて行きました。やがて、もう一つ向むこうの山やままで行くと、狸たぬきはふり返って、「……うさぎさん、うさぎさん。かち栗ぐりをくれないか」とせがむと、「……ああ、上げるけれど、ついでにもう一つ向むこうの山まで行っておくれよ。今度はきっと上げるから」と言うのでした。

    　

    　　五、狸たぬきの背せ中なかに火をつけて

    　

    　仕方がないので、狸たぬきはまた先さきに立って、今度は何なんとも早く向むこうの山まで行き着こうと思って、後うしろもふり向むかずにせっせと歩いて行きました。うさぎはその暇ひまに、懐ふところから火ひ打うち石を出だして、「かちかち」と火を切りました。狸たぬきは変に思って、「……うさぎさん、うさぎさん、かちかちいうのは何だろう」と聞くので、「……この山はかちかち山だからさ」と答えると、「……ああ、そうか」と言って、狸たぬきはまた歩き出しました。そのうちにうさぎの付つけた火が、狸たぬきの背せ中なかの芝しばに移って、ぼうぼう燃もえ出しました。狸たぬきはまた変に思って、「……うさぎさん、うさぎさん、ぼうぼういうのは何だろう」と聞くと、「……向むこうの山はぼうぼう山だからさ」と答えると、「……ああ、そうか」と、狸たぬきが言ううちに、もう火はずんずん背せ中なかに燃え広ひろがってしまいました。狸たぬきは、「……あつい、あつい、助たすけてくれ」と叫さけびながら、夢中で駆かけ出しますと、山やま風かぜが後うしろからどっと吹ふきつけて、よけい火が大きくなりました。狸たぬきは、ひいひい泣なき声ごえを上げて、苦くるしがって、転ころげまわって、やっとのことで燃える芝しばをふり落おとして、穴あなの中なかに駆かけ込みました。うさぎはわざと大きな声こえで、「……やあ、大たい変へん。火事だ。火事だ」と言いながら帰かえって行きました。

    　

    　　六、火傷やけどに唐とう辛がら子しを塗ぬりつける

    　

    　その翌あくる日、うさぎはお味み噌その中なかに唐とう辛がら子しをすり込んで膏こう薬やくを拵こしらえて、それを持って狸たぬきのところへお見舞いにやって来ました。狸たぬきは背せ中なかじゅう大おおやけどをして、うんうん唸うなりながら、真まっ暗くらな穴あなの中なかに転ころがっていました。「……狸たぬきさん、狸たぬきさん。本ほん当とうに昨日はひどい目めに遇あったねえ」と言うと、「……ああ、本ほん当とうにひどい目めに遇あったよ。この火傷やけどはどうしたら治なおるだろう」と聞くので、「……うん、それでね、あんまり気きの毒どくだから、わたしが火傷やけどにいちばん利きく膏こう薬やくを拵こしらえて持って来たのだよ」と言うと、「……そうかい。それは有あり難がたいな。さっそく塗ぬってもらおうか」と言うのでした。

    　こう言って、狸たぬきが火ぶくれになって、赤あか肌はだにただれている背せ中なかを出しますと、うさぎはその上に唐とう辛がら子しみそをところかまわずこてこて塗ぬりつけました。すると背せ中なかはまた火が付ついたように熱ねつくなって、「……痛いたい、痛いたい」と言いながら、狸たぬきは穴あなの中なかを転ころげまわっていました。うさぎはその様よう子すを見てニコニコしながら、「……なあに狸たぬきさん、ぴりぴりするのは初はじめのうちだけだよ。時じ期きに治なおるから、少しの間あいだ我が慢まんおし」と言って帰って行きました。

    　

    　　七、今度は、海うみへと

    　

    　それから四、五日経たちました。ある日、うさぎは、「……狸たぬきのやつどうしたろう。今度は一つ海うみに連れ出して、ひどい目に遇あわせてやろう」と独ひとり言ごとを言っているところへ、ひょっこり狸たぬきが訪たずねて来ました。「……おやおや、狸たぬきさん、もう火傷やけどは治なおったかい」と聞くと、「……ああ、お陰かげで大だい分ぶ良くなったよ」と答えるので、「……それはいいな。じゃあまたどこかへ出かけようか」と言うと、「……いやもう、山はこりごりだ」と言うのでした。そこで、「……それなら山はよして、今度は海うみへ行こうじゃないか、海うみはお魚さかなが捕とれるよ」と言うと、「……なるほど、海うみは面おも白しろそうだね」と言うのでした。

    　そこでうさぎと狸たぬきは連れだって海うみへ出かけました。うさぎが木の舟ふねを拵こしらえますと、狸たぬきは羨うらやましがって、真ま似ねをして土つちの舟ふねを拵こしらえました。舟ふねが出で来き上がると、うさぎは木の舟ふねに乗のりました。狸たぬきは土つちの舟ふねに乗りました。べつべつに舟ふねを漕こいで沖おきへ出ますと、「……いいお天気だねえ」と言うと、相手も、「……いい景け色しきだねえ」とてんでんに言いながら、珍めずらしそうに海うみを眺ながめていましたが、うさぎは、「……ここらにはまだお魚さかなはいないよ。もっと沖おきの方まで漕こいで行こう。さあ、どっちが早はやいか競きょう争そうしよう」と言うので、狸たぬきは、「……よし、よし、それは面おも白しろそうだ」と言うのでした。

    　そこで、一、二、三と掛かけ声ごえと同時に、漕こぎ出だしました。うさぎはかんかん船ふな端ばたを叩たたいて、「……どうだ、木の舟ふねは軽かるくって速はやかろう」と言いました。すると狸たぬきも負けん気になって、船ふな端ばたをこんこん叩たたいて、「……なあに、土つちの舟ふねは重おもくって丈じょう夫ぶだ」と言うのでした。そのうちにだんだん水みずがしみて土つちの舟ふねは崩くずれ出だしました。「……やあ、大たい変へん。舟ふねが壊こわれて来た」と、狸たぬきはびっくりして、大騒さわぎを始めました。「……ああ、沈しずむ、沈しずむ、助すけけてくれ！」と叫さけぶのでした。

    　うさぎは、狸たぬきの慌あわてる様よう子すを面おも白しろそうに眺ながめながら、「……ざまを見ろ。おばあさんを騙だまして殺ころして、おじいさんにばばあ汁じるを食くわせた報むくいだ」と言うと、狸たぬきはもうそんなことはしないから助たすけてくれと言って、うさぎを拝おがみました。そのうちどんどん舟ふねは崩くずれて、あっぷあっぷという間まもなく、狸たぬきは、とうとう沈しずんでしまいました。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　さるかに合戦

    　　さるかに合戦

    　

    　　一、お結むすびと柿かきの種たねとの交換

    　

    　昔むかし々むかし、あるところに猿さると蟹かにがありました。ある日、猿さると蟹かには、お天てん気きがいいので、連つれ立って遊あそびに出ました。その途と中ちゅう、山やま道みちで猿さるは「柿かきの種たね」を拾ひろいました。またしばらく行くと、今度は、川かわのそばで蟹かには「お結むすび」を拾ひろいました。蟹かには、「……こんないいものを拾ひろった」と言って、猿さるに見せると、猿さるも、「……わたしだってこんないいものを拾ひろった」と言って、柿かきの種たねを見せました。が、猿さるはほんとうはお結むすびが欲ほしくてならなかったので、蟹かにに向かって、「……どうだ、この柿かきの種たねと取り替かえっこをしないか」と言うのでした。すると、「……でもお結むすびの方ほうが大きいじゃないか」と蟹かにが言うと、「……でも柿かきの種たねは、蒔まけば芽めが出て木きになって、美味おいしい実が成なるよ」と、猿さるは言うのでした。そう言われると、蟹かにも種たねが欲ほしくなって、「……それもそうだなあ」と言いながら、とうとう大きなお結むすびと小さな柿かきの種たねとを取り替かえっこしてしまいました。猿さるはうまく蟹かにを騙だましてお結むすびをもらうと、見みせびらかしながら美味おいしそうにむしゃむしゃ食たべて、「……さようなら、蟹かにさん、ごちそうさま」と言って、のそのそ自分の家うちへ帰っていきました。

    　

    　　二、柿かきの種たねをせっせと育そだてる

    　

    　蟹かには、柿かきの種たねをさっそくお庭にわに蒔まきました。そして、「……早く芽めを出せ、柿かきの種たね。出さぬと、鋏はさみでちょん切るぞ」と言うのでした。すると、間まもなく、可か愛わらしい芽めがにょきんと出ました。蟹かにはその芽めに向かって毎まい日にち、「……早く木になれ、柿かきの芽めよ。ならぬと、鋏はさみでちょん切るぞ」と言うのでした。すると、柿かきの芽めはずんずん伸のびて、大きな木になって、枝えだが出て、葉はが茂しげって、やがて花はなが咲さきました。蟹かには今度はその木に向かって毎まい日にち、「……早く実が成なれ、柿かきの木よ。成ならぬと、鋏はさみでちょん切るぞ」と言うのでした。すると間まもなく柿かきの木にはたくさんの実みが成なって、ずんずん赤あかくなりました。それを下から蟹かには見上げて、「……うまそうだなあ。早く一つ食べてみたいな」と思って、手を伸のばしましたが、背せいが低ひくくて届とどきません。今度は木の上に登のぼろうとしましたが、横よこばいですから、いくら登のぼっても登のぼっても落おちてしまいます。とうとう蟹かにも諦あきらめて、それでも毎まい日にち、悔くやしそうに下したから柿かきをながめていました。

    　

    　　四、そこに猿さるがやって来る

    　

    　すると、ある日、猿さるが来て、鈴すず成なりになっている柿かきを見み上げて涎よだれをたらしました。そしてこんなに立りっ派ぱな実みが成なるなら、お結むすびと取とり替かえっこをするのじゃなかったと思いました。それを見て、蟹かには、「……猿さるさん、ながめていないで、登のぼって取ってくれないか。お礼れいに柿かきを少し上げるよ」と言うのでした。猿さるは、「……しめた」と言わんばかりの顔かおをして、「……よしよし、取って上げるから待っておいで」と言いながら、するすると木の上に登のぼって行きました。そして、枝えだと枝えだとの間あいだにゆっくり腰こしをかけて、まず一つ、うまそうな赤あかい柿かきをもいで、わざと「……これはどうも美味おいしい柿かきだなあ」と言い言い、むしゃむしゃ食べ始はじめました。蟹かには、羨うらやましそうに下で眺ながめていましたが、「……おい、おい、自分ばかり食べないで、早くここへも放ほうっておくれよ」と言うと、猿さるは、「……よし、よし」と言いながら、わざと青あおい柿かきをもいで放ほうり出だしました。蟹かには、あわてて拾ひろって食べてみると、それは渋しぶくて口くちが曲まがりそうでした。蟹かには、「……これじゃ、こんな渋しぶいのはだめだよ。もっと甘あまいのをおくれよ」と言うと、猿さるは、「……よし、よし」と言いながら、もっと青あおいのをもいで、放ほうりました。蟹かにが、「……今度もやっぱり渋しぶくってだめだ。ほんとうに甘あまいのをおくれよ」と言うと、猿さるはうるさそうに、「……よし、そんならこれをやる」と言いながら、いちばん青あおい硬かたいのをもいで、仰あお向むいて待まっている蟹かにの頭あたまを目めがけて力一いっ杯ぱい投げつけると、蟹かには、「あっ」と言ったなり、ひどく甲こう羅らを打うたれて、目をまわして死んでしまいました。猿さるは、「……ざまをみろ」と言いながら、今度こそ、甘あまい柿かきを一ひと人り占じめにして、お腹なかの破やぶれるほどたくさん食たべて、その上、両りょう手てに抱かかえきれないほど持って、後あとをも見ずにどんどん逃にげて行ってしまいました。

    　

    　　五、子こ蟹がにが帰って来ると

    　

    　猿さるが行ってしまった後あとへ、その時、ちょうど裏うらの小お川がわへ友だちと遊あそびに行っていた子こ蟹がにが帰って来ました。見ると柿かきの木きの下に親おや蟹がにが甲こう羅らを砕くだかれて死んでいます。子蟹がにはびっくりしておいおい泣なき出だしました。泣なきながら、「……一いっ体たい誰がこんな酷ひどいことをしたのだろう」と思ってよく見ますと、さっきまであれほど見事に成なっていた柿かきがきれいに無むくなって、青あおい青あおい渋しぶ柿がきばかりが残のこっていました。「……じゃあ、猿さるのやつが殺ころして、柿かきを取とって行ったのだな」と、蟹かには悔くやしがって、またおいおい泣なき出だしました。

    　すると、そこへ栗くりがぽんと跳はねて来て、「……蟹かにさん、蟹かにさん、なぜ泣なくの」と聞きました。子蟹がには、猿さるが親おや蟹がにを殺ころしたから、敵かたきを討うちたいと言うと、栗くりは、「……憎にくい猿さるだ。よしよし、おじさんが敵かたきを取ってやるから、お泣なきでない」と言うのでした。

    　それでも子蟹がには泣ないていると、今度は蜂はちがぶんと唸うなって来て、「……蟹かにさん、蟹かにさん、なぜ泣なくの」と聞きました。子蟹かには、猿さるが親おや蟹がにを殺ころしたから、敵かたきを討うちたいと言うと、蜂はちも、「……憎にくい猿さるだ。よしよし、おじさんが敵かたきを取ってやるから、お泣なきでない」と言うのでした。

    　それでも子蟹がにがまだ泣ないていると、今度は昆こん布ぶがのろのろ滑すべって来て、「……蟹かにさん、蟹かにさん、なぜ泣なくの」と聞きました。子蟹かには、猿さるが親おや蟹がにを殺ころしたから、敵かたきを討うちたいと言うと、昆こん布ぶも、「……憎にくい猿さるだ。よしよし、おじさんが敵かたきを取ってやるから、お泣なきでない」と言うのでした。それでも子蟹がにがまだ泣ないていると、今度は臼うすがころころ転ころがって来て、「……蟹かにさん、蟹かにさん、なぜ泣なくの」と聞きました。子蟹がには、猿さるが親おや蟹がにを殺ころしたから、敵かたきを討うちたいと言うので、臼うすも、「……憎にくい猿さるだ。よしよし、おじさんが敵かたきを取ってやるから、お泣なきでない」と言うのでした。

    　子蟹がには、これですっかり泣き止やみました。栗くりと蜂はちと昆こん布ぶと臼うすとは、みんな寄って、敵かたき討うちの相談を始はじめました。

    　

    　　六、猿の家うちの中なかで、

    　

    　相談がやっと纏まとまると、臼うすと昆こん布ぶと蜂はちと栗くりは、子蟹がにを連れて猿さるの家うちへと出かけて行きました。猿さるはたんと柿かきを食べて、お腹なかがきつくなって、お腹なかごなしに山へでも遊あそびに行ったのだろうと見えて、家うちにはいませんでした。「……丁ちょう度どいい。この間あいだにみんなで家うちの中に隠かくれて待っていよう」と、臼うすが言うと、みんなは賛さん成せいして、一番に栗くりが、「……わたしはここに隠かくれよう」と言って、炉ろの灰はいの中なかにもぐり込みました。「……わたしはここだよ」と言いながら、蜂はちは水瓶がめの陰かげに隠かくれました。「……わたしはここさ」と、昆こん布ぶは敷しき居いの上に長なが々ながと寝ねそべりました。「……じゃあ、わたしはここに乗のっていよう」と臼うすは言って、鴨かも居いの上に這はい上がりました。

    　夕ゆう方がたになって、猿さるは草くた臥びれて、外そとから帰って来きました。そして炉ろばたにどっかり座すわり込んで、「……ああ、喉のどが渇かわいた」と言いながら、いきなりやかんに手をかけると、灰はいの中なかに隠かくれていた栗くりがぽんと跳はね出して、飛とび上がって、猿さるの鼻はな面づらを力ちからまかせに蹴けりつけました。「……熱ねつい」と、猿さるは叫さけんで慌あわてて鼻はな面づらを押さえて、台だい所どころへ駆かけ出しました。そして火傷やけどを冷ひやそうと思って、水瓶がめの上に顔かおを出しますと、陰かげから蜂はちがぶんと飛び出して、猿さるの目の上うえをいやというほど刺さしました。「……痛いたい」と、猿さるは叫さけんで、また慌あわてて表おもてへ逃げ出しました。逃げ出す拍子に、敷しき居いの上に寝ねていた昆こん布ぶでつるりと滑すべって、腹はらんばいに倒たおれました。その上に臼うすが、どさりと転ころげ落おちて、うんとこしょと重おもしになってしまいました。

    　猿さるは、赤あかい顔かおをありったけ赤あかくして苦くるしがって、うんうん唸うなりながら、手て足あしをばたばたやっていました。その時、お庭にわの隅すみから子蟹がにがちょろちょろ這はい出してきて、「……親の敵かたき、覚おぼえたか」と言いながら、鋏はさみを振ふり上げて、猿さるの首くびをちょきんと鋏はさみで挟はさんでしまいました。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　舌切りすずめ

    　　舌切りすずめ

    　

    　　一、雀すずめが洗せん濯たく用の糊のりを……

    　

    　昔むかし々むかし、あるところにおじいさんとおばあさんがありました。子こ供どもがいないものですから、おじいさんは雀すずめの子を一いち羽わ、大事にして、籠かごに入れて飼かっておりました。

    　ある日、おじいさんは、いつものように山へ芝しば刈かりに行って、おばあさんは、井い戸ど端ばたで洗せん濯たくをしていました。その洗せん濯たくに使う糊のりをおばあさんが台だい所どころへ忘わすれていった留る守すに、雀すずめの子がちょろちょろ籠かごから歩あるき出して、糊のりを残のこらず舐なめてしまいました。

    　おばあさんは、糊のりを取とりに帰かえって来ると、お皿さらの中なかにはきれいに糊のりがありませんでした。その糊のりは、みんな雀すずめが舐なめてしまったことが分わかると、意い地じの悪いおばあさんは、大変に怒おこって、可か哀わい想そうに小さな雀すずめを捕つかまえて、無む理りに口を開ひらかせながら、「……この舌したがそんな悪わるさをしたのか」と言って、鋏はさみで舌したをちょん切ぎってしまいました。そして、「……さあ、どこへでも出でていけ」と言って放はなしました。雀すずめは悲かなしそうな声こえで、「……痛いたい、痛いたい」と鳴なきながら、飛とんで行きました。

    　

    　　二、山から帰かえって来ると

    　

    　夕ゆう方がたになって、おじいさんは、芝しばを背せ負おって山から帰かえって来て、「……ああ草くた臥びれた、雀すずめもお腹なかが空すいたろう。さあさあ、餌えさをやりましょう」と言い言い、籠かごの前まえへ行ってみると、中なかには雀すずめはいませんでした。おじいさんは、驚おどろいて、「……おばあさん、おばあさん、雀すずめはどこへ行ったろう」と聞くと、おばあさんは、「……雀すずめですか、あれはわたしの大事な糊のりを舐なめたから、舌したを切って追おい出してしまいましたよ」と、平気な顔かおをして言いました。「……まあ、可か哀わい想そうに。酷ひどいことをするなあ」と、おじいさんは言って、がっかりした顔かおをしていました。

    　

    　　三、雀すずめを探さがしに行く

    　

    　おじいさんは、雀すずめが舌したを切られて何所どこへ行ったか心しん配ぱいでたまりませんので、翌あくる日は、夜が開あけると、さっそく出で掛かけて行きました。おじいさんは、道みち々みち、杖つえをついて、「……舌切りすずめ、お宿やどはどこだ、チュウ、チュウ、チュウ」と呼よびながら、あてもなく尋たずねて歩あるきました。野のを越えて、山やまを越えて、また野のを越えて、山やまを越えて、大きな藪やぶのある所ところへ出ました。すると藪やぶの中なかから、「……舌切りすずめ、お宿やどはどこだ、チュウ、チュウ、チュウ」という声こえが聞こえました。おじいさんは、喜よろこんで、声こえのする方ほうへ歩あるいて行くと、やがて、藪やぶの陰かげに可か愛わいらしい赤あかいお家うちが見えて、舌したを切きられた雀すずめが門もんを開けて、お迎むかえに出ていました。「……まあ、おじいさん、よくいらっしゃいました」と言うので、「……おお、おお、無事でいたかい。あんまりお前まえが恋こいしいので、尋たずねて来ましたよ」と言うと、「……まあ、それはそれは、有あり難がとうございました。さあ、どうぞこちらへ」と、こう言って、雀すずめは、おじいさんの手てを取って、家うちの中なかへ案あん内ないしました。

    　

    　　四、雀すずめの宿やどでは、

    　

    　雀すずめは、おじいさんの前まえに手をついて、「……おじいさん、黙だまって大事な糊のりを舐なめて、申もうし訳わけございませんでした。それをお怒おこりもなさらずに、ようこそ尋たずねて下くださいました」と言うと、おじいさんも、「……何なんのわしがいなかったばかりに、とんだ可か哀わい想そうなことをしました。でも、こうしてまた会あえたので、ほんとうに嬉うれしいよ」と言うのでした。

    　雀すずめは、兄弟やお友ともだちの雀すずめも残らず集あつめて、おじいさんの好すきなものをたくさん御ご馳ち走そうをして、面おも白しろい歌うたに合あわせて、みんなで雀すずめ踊おどりなどを踊おどって見みせました。おじいさんはたいそう喜よろこんで、家うちへ帰るのも忘わすれていました。そのうちにだんだん暗くらくなって来きたものですから、おじいさんは、「……今日はお陰かげで一日にち面白かった。日の暮くれないうちに、どれ、お暇いとましましょう」と言って、立たちかけました。雀すずめは、「……まあ、こんなむさ苦くるしいところですけれど、今こん夜やはここへ泊とまっていらっしゃいましな」と言って、みんなで引ひき留とめました。が、「……せっかくだが、おばあさんも待まっているだろうから、今日は帰かえることにしましょう。また度たび々たび来ますよ」と言うのでした。

    　

    　　五、帰かえりにお土産みやげを……

    　

    　すると、雀すずめは、「……それは残ざん念ねんでございますこと、ではお土産みやげを差さし上げますから、しばらくお待まち下さいまし」と言って、雀すずめは、奥おくからつづらを二つ持もって来ました。そして、「……おじいさん、重おもいつづらに軽かるいつづらです。どちらでもよろしい方ほうをお持ち下ください」と言うのでした。「……どうも御ご馳ち走そうになった上うえ、お土産みやげまでもらっては済すまないが、せっかくだからもらって帰かえりましょう。だが、わしは年としを取とっているし、道みちも遠とおいから、軽かるい方ほうをもらって行いくことにしますよ」と、こう言っておじいさんは、軽かるいつづらを背せ負おわせてもらって、「……じゃあ、さようなら。また来きますよ」と言うと、「……お待ち申もうしております。どうか気きをつけてお帰かえり下さいまし」と言って、雀すずめは、門かど口ぐちまでおじいさんを送おくって出ました。

    　

    　　六、軽かるいつづらの中なか身み

    　

    　日が暮くれてもおじいさんがなかなか戻もどらないので、おばあさんは、「……どこへ出でかけたのだろう」とぶつぶつ言いっているところへ、お土産みやげのつづらを背せ負おって、おじいさんが帰かえって来ました。「……おじいさん、今頃ころまで何所どこに何をしていたんですね」と聞くと、「……まあ、そんなにお怒おこりでないよ。今日は雀すずめのお宿やどへ尋たずねて行って、たくさん御ご馳ち走そうになったり、雀すずめ踊おどりを見せてもらったりした上うえに、この通とおり立派なお土産みやげをもらって来きたのだよ」と、こう言って、つづらを下おろすと、おばあさんは急きゅうにニコニコしながら、「……まあ、それはようございましたねえ。一いっ体たい、何が入はいっているのでしょう」と言って、さっそくつづらの蓋ふたを開あけますと、中なかから目の覚さめるような金きん銀ぎん珊さん瑚ごや宝ほう珠しゅの玉たまが出てきました。それを見ると、おじいさんは、得とく意いらしい顔かおをしてこう言うのでした。

    　「……何なにね、雀すずめは重おもいつづらと軽かるいつづらと二つ出だして、どちらがいいと言うから、わしは年としは取っているし、道みちも遠とおいから、軽かるいつづらにしようと言ってもらって来きたのだが、こんなにいいものが入はいっていようとは思わなかった」と言うと、おばあさんは、急きゅうにまた膨ふくれっ面つらをして、「……馬ば鹿かなおじいさん。なぜ重おもい方ほうをもらって来こなかったのです。その方ほうがきっとたくさんいいものが入はいっていたでしょうに」と言うと、「……まあ、そう欲よく張ばるものではないよ。これだけいいものが入はいっていれば、たくさんではないか」と言うと、「……どうしてたくさんなものですか。よしよし、これから行って、わたしが重おもいつづらの方ほうももらって来きます」と言って、おじいさんが止とめるのも聞かず、翌あくる日の朝あさになるまで待まちきれずに、すぐに家うちを飛び出しました。……

    　

    　　七、おばあさんも雀すずめの宿やどへ

    　

    　もう外そとは真まっ暗くらになっていましたが、おばあさんは欲よく張ばりの一いっ心しんでむちゃくちゃに杖つえをつき立たてながら、「……舌切りすずめ、お宿やどはどこだ、チュウ、チュウ、チュウ」と言い言い尋たずねて行きました。野のを越え、山やまを越えて、また野のを越えて、山やまを越えて、大きな竹たけ藪やぶのある所ところへ来ると、藪やぶの中なかから、「……舌切りすずめ、お宿やどはどこだ、チュウ、チュウ、チュウ」という声こえがしました。おばあさんは、「しめた」と思って、声こえのする方ほうへ歩あるいて行くと、舌したを切きられた雀すずめが今度も門もんを開あけて出でて来ました。そして、やさしく、「……まあ、おばあさんでしたか。よくいらっしゃいました」と言って、家うちの中なかへ案あん内ないをしました。そして、「……さあ、どうぞお上あがり下くださいまし」と、おばあさんの手てを取とってお座ざ敷しきへ上あげようとしましたが、おばあさんは、何なんだか忙せわしそうにきょろきょろ見みまわしてばかりいて、落おち着ついて座すわろうともしませんでした。「……いいえ、お前まえさんの無事な顔かおを見ればそれで用ようは済すんだのだから、もう構かまっておくれでない。それよりか早はやくお土産みやげをもらって、お暇いとましましょう」と、いきなりお土産みやげの催さい促そくをされたので、雀すずめはまあ欲よくの深ふかいおばあさんだと呆あきれてしまいましたが、おばあさんは、平気な顔かおで、「……さあ、早はやくして下くださいよ」と、じれったそうに言うものですから、「……はい、はい、それではしばらくお待まち下くださいまし。今お土産みやげを持って参りますから」と言って、奥おくからつづらを二つ出だして来ました。「……さあ、それでは重おもい方ほうと軽かるい方ほうと二つありますから、どちらでもよろしい方ほうをお持もち下ください」と言うと、「……それはむろん、重おもい方ほうをもらって行いきますよ」と言うなり、おばあさんは、重おもいつづらを背せ中なかに背せ負おい上あげて挨あい拶さつもそこそこに出て行きました。

    　

    　　八、重おもいつづらの中なか身み

    　

    　おばあさんは、重おもいつづらを首しゅ尾びよくもらったものの、それでなくても重おもいつづらを背せ負おって歩あるいて行くうちに、どんどんどんどん重おもくなって、さすがに強ごう情じょうなおばあさんも、もう肩かたが抜ぬけて腰こしの骨ほねが折おれそうになりました。それでも、「……重おもいだけに宝たからが余計入はいっているのだから、本ほん当とうに楽たのしみだ。一いっ体たいどんなものが入はいっているのだろう。ここらでちょいと一ひと休やすみして、試ためしに少すこし開あけてみよう」と、こう独ひとり言ごとを言いながら、道みち端ばたの石いしの上に、「……どっこいしょ」と腰こしをかけてつづらを下おろし、急いそいで蓋ふたを開あけてみました。

    　するとどうでしょう、中なかに目めの眩くらむような金きん銀ぎん珊さん瑚ごと思おもいの外ほか、三みつ目め小こ僧ぞうだの、一ひとつ目め小こ僧ぞうだの、ガマ入にゅう道どうだの、いろいろなお化ばけがにょろにょろにょろにょろ飛とび出だして、「……この欲よくばり婆ばばあめ」と言いながら、恐こわい目めをして睨にらめつけるやら、気き味みの悪わるい舌したを出だして顔かおを舐なめるやらするので、もうおばあさんは、生いきた心ここ地ちはしませんでした。「……大たい変へんだ、大たい変へんだ。助たすけてくれ」と、おばあさんは、金かね切きり声ごえを上あげて、一いっ生しょう懸命逃にげ出だしました。そしてやっとのことで、半はん分ぶん死んだように真まっ青さおになって、家うちの中なかに駆かけ込こむと、おじいさんは、びっくりして、「……どうした、どうした」と言いました。おばあさんは、これこれの目めに遇あったと話はなしをして、「……ああ、もう、こりごりだ」と言うのでした。すると、おじいんは、気きの毒どくそうに、「……やれやれ、それは酷ひどい目めにあったな。だからあんまり無む慈じ悲ひなことをしたり、あんまり欲よく張ばったりするものではない」と言うのでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　こぶとり爺さん

    　　こぶとり爺さん

    　

    　　一、突然、山で嵐あらしに遭あって、

    　

    　昔むかし々むかし、あるところに一ひと人りのおじいさんがありました。右の頬ほほにぶらぶら大きな瘤こぶをぶら下さげて、始し終じゅうそれを邪じゃ魔まそうにしていました。

    　ある日、おじいさんは、山へ木を切きりに行きました。俄にわかにひどい大おお嵐あらしになって、稲いな光びかりがぴかぴか光ひかって、ごろごろ雷かみなりが鳴なり出しました。そのうち雨あめがざあざあ降ふって来て、家うちへ帰かえるにも帰かえれなくなり、どうしようかと思って見み回まわしますと、そこに大きな木の洞うろ（穴あな）を見みつけました。仕し方かたがないので、その木の洞うろ（穴あな）の中なかに入はいって、雨あめの小こやみになるのを待まっているうちに、いつか日ひはどっぷり暮くれてしまいました。

    　深ふかい山の中なかには、もう木こりの木を切きる音もしません。木の洞うろ（穴あな）の外そとは、一面めん真まっ暗くら闇やみの中なかに凄すさままじい嵐あらしが唸うなり声ごえを立たてて通って行いくだけです。おじいさんは、恐こわくて、恐こわくてたまらないので、夜よ通どおし目も合あわず（上下の瞼まぶたも合あわず）に、洞うろ（穴あな）の中なかに小さくなっておりました。

    　

    　　二、高い山やまから大おお勢ぜいの者たちが、

    　

    　夜よ中なかになって、雨あめがだんだん小こ降ぶりになり、やがて嵐あらしがぱったりと止やむと、遙はるか高い山の上うえから、何だか大おお勢ぜいががやがやと騒さわぎながら下したへ下おりて来る声こえがしました。

    　おじいさんは、今まで一ひと人りぼっちで寂さびしくってたまらなかったところですから、声こえを聞くとやっと生き返かえったような気きがしました。「……やれやれ、お連つれが出で来きて有あり難がたい」と言いながら、そっと木の洞うろ（穴あな）の中なかから顔かおを出して覗のぞいてみると、まあどうでしょう、それは人ひとではなくって、不思議な化ばけ物たちが何なん十人にんとなくぞろぞろ出でて来るのです。青あおい着き物ものを着きた赤あか鬼おにもいました。赤あかい着き物ものを着きた黒くろ鬼おにもいました。それが山やま猫ねこの目めのようにきらきら光ひかる明あかりを先さきに立たてて、どやどや下おりて来るのです。

    　おじいさんは、肝きもをつぶして、再び、木の洞うろ（穴あな）の中なかへ首くびを引っ込めてしまいました。そしてぶるぶる震ふるえながら、小ちいさくなって息いきを殺ころしていました。やがて、鬼おにどもは、おじいさんの居いる洞うろ（穴あな）の前まえまで来ると、がやがや言いながら、みんなそこに立たち止どまってしまいました。おじいさんは、「……おやおや」と思いながら、いよいよ小ちいさくなっていると、そのうちのお頭かしららしいのが真まん中なかに座すわって、その右みぎと左ひだりへ外ほかの鬼おにたちがずらりと二側ふたがわに並ならびました。よく見ると目めの一つしかないのや、口のまるでないのや、鼻はなの欠かけたのや、それはそれは何なんとも言えない気き味みの悪わるい顔かおをした、いろいろな化ばけ物ものたちが押おしくらをしておりました。

    　

    　　三、大おお勢ぜいの鬼おにたちは酒さか盛もりを

    　

    　そのうちお酒さけが出でますと、みんなお互たがいに土器かわらけ（素焼き）の杯さかずきを受けたり、差さしたり、まるで人にん間げんのする通とおりの楽たのしそうな酒さか盛もりが始はじまりました。そして、杯さかずきの数かずがだんだん重かさなるうちに、お頭かしららしい鬼おには、誰だれよりも余計に酔よって、さも面おも白しろそうに笑わらい崩くずれていました。すると下しも座ざの方ほうから、一ひと人りの若わかい鬼おにが立たって来て、お三さん方ぽうの上うえに食べ物を載のせて、恐る恐るお頭かしらの鬼おにの前まえへ持もって出ました。そして何なにかわけの分わからないことをしきりに言っているようです。お頭かしらの鬼おにも杯さかずきを左ひだりの手に持って、面おも白しろそうに笑わらいながら聞きいています。その様よう子すは少すこしも人にん間げんと違ちがったところはありません。

    　やがて、お頭かしらは、「……さあ、誰か歌うたを歌うたう者はないか。踊おどりを踊おどる者はないか」と言って、そこらを見み回まわしました。すると、お頭かしらのそばに座すわっていた鬼おにが、出だし抜ぬけに大きな声こえで歌うたを歌うたい出しました。するとさっきの若い鬼おにも、すその方から前まえへ飛び出して来きて、さんざん踊おどりを踊おどって引ひっ込こみました。それから代わる代わる下しも座ざの方ほうから、一ひと人り一ひと人り違ちがった鬼おにが立たって来て、同おなじように踊おどりを踊おどりました。中なかには上じょう手ずに踊おどって褒ほめられる者ものもあれば、不ぶ器き用ような踊おどり方かたをして、みんなに笑わらわれる者ものもありました。踊おどりが済すむたんびに、みんなはぱちぱち手を叩たたいて、「……よいよい」と囃はやしました。

    　

    　　四、連つられて踊おどり出す

    　

    　お頭かしらの鬼おには、その時、さも愉ゆ快かいそうに高笑たかわらいをして、「……あっは、あっは。面白い、面白い。今こん夜やのような愉ゆ快かいな宴えん会かいは初はじめてだ。だがついでに誰だれかもっと珍めずらしい踊おどりを踊おどって見みせる者ものはないか」と言うのでした。おじいさんは、さっきから木の洞うろ（穴あな）の中なかで体からだを屈こごめながら、それでも恐こわいもの見たさに、首くびだけ伸のばして外そとの様よう子すを覗のぞいていました。そのうちに、本ほん来らいひょうきんなおじいさんのことですから、いつか恐こわいのも何も忘わすれてしまって、見み世せ物ものでも見みている気きで、面おも白しろがって鬼おにの踊おどりを見けん物ぶつしていました。そうするうちに、自分もだんだん浮うかれ出だしてきて、今の頭かしらの鬼おにの言った言こと葉ばが耳に入ると、自分も一つ飛とび出だして、踊おどりを踊おどってみたくなりました。

    　しかし、うっかり飛とび出だしていって、一ひと口くちにあんぐりやられては大たい変へんだと一度は思い返かえして、一いっ生しょう懸けん命めいに我が慢まんしていましたが、そのうち鬼おにどもが面おも白しろそうに手を叩たたいて、拍ひょう子しを取とり出だすと、もうたまらなくなって、「……ええ、かまうものか。出て踊おどってやれ。食くわれて死しんだらそれまでだ」とすっかり度ど胸きょうを決めて、腰こしに木こりの斧おのを差さして、烏え帽ぼ子しをずるずるに鼻はなの頭あたままで被かぶったまま、「……よう、こりゃこりゃ」と言いながら、ひょっこりお頭かしらの鬼おにの鼻はな先さきへ飛とび出だしました。あんまり出だし抜ぬけだものですから、今度はおじいさんよりは、鬼おにの方ほうがびっくりしてしまいました。「……何なにだ。何なにだ」、「……人間の爺じじいじゃないか」と言いながら、みんなは総そう立だちになって騒さわぎました。

    　おじいさんは、もう澄すましたもので、一いっ生しょう懸けん命めいに伸のびたり縮ちぢんだり、縦たてになり横よこになり、左ひだりへ行き右みぎへ行き、くるりくるりと木き鼠ねずみのように、元げん気きよく跳はね回まわりながら、「……よう、こりゃこりゃ」と、お酒さけに酔よったような声こえを出して、さも面おも白しろそうに踊おどりました。すると、だんだんに鬼おにどももみんな釣つり込こまれて、一いっ緒しょに手て拍びょう子しを合あわせながら、「……うまいぞ、うまいぞ」、「……しっかりやれ」と、こんなことを言いながら、はちきれそうな大おお笑わらいをして、おじいさんの踊おどりに夢む中ちゅうになっていました。

    　

    　　五、また、明日来るようにと

    　

    　さて、踊おどりが済すむと、お頭かしらも感かん心しんして、おじいさんに、「……こんな面おも白しろい踊おどりは初はじめてだ。爺じいさん、明あ日すの晩ばんも来きて、踊おどりを踊おどるのだぞ」と言うので、おじいさんは、得とく意いになって、「……へえへえ、お言いい付つけがなくともきっと参まいりますよ。今こん晩ばんは何なにしろ急きゅうなことで、お稽けい古こをして来きませんでしたが、明あ日すの晩ばんまでには、ゆっくりおさらいをして参まいりましょう」と、こう言うと、その時、右みぎ手ての三番目に座すわっていた鬼おにが口を出して、「……いいや、ああは言っても、その場になると横おう着ちゃくを決めて出でてこないかも知れません。約やく束そくを違たがえさせないために、何なにか質しちに取とっておいてはどうでしょう」と言うのでした。お頭かしらも、「……なるほどそれはいい考えだ」と頷うなずきました。「……それでは何なにがいいだろう。何なにを取とり上あげておいたものだろう」と、鬼おにどもは、わいわい相そう談だんを始めました。「……烏え帽ぼ子しがいい」という考かんがえもありました。「……斧おのはどうだ」という者ものもありました。

    　お頭かしらは、みんなの騒さわぐのを止とめて、「……いや、何よりも一番あの爺じいさんの頬ほおの瘤こぶを取とるのがいいだろう。瘤こぶは福ふくのあるものだから、爺じいさんの一番大事なものに違いない」と言うのでした。おじいさんは、心の中なかでは、「しめた」と思いながら、わざとびっくりした風ふうをして、「……おやおや、とんでもないことを仰おっしゃいます。目め玉だまを抜ぬかれましても、鼻はなを切きられましても、この瘤こぶを取とることだけはどうかご勘かん弁べん下くださいまし。長なが年ねんの間あいだ、わたくしが宝たからのようにしてぶら下さげている、大だい事じな大だい事じな瘤こぶでございますから、これを取とり上あげられましては、ほんとうに困こまってしまいます」と言うのでした。

    　

    　　六、鬼に瘤こぶを取とられて

    　

    　鬼のお頭かしらは、これを聞きくと、「……それ見ろ。あの通り惜おしがっている瘤こぶだ。あれに限かぎる、取とり上あげておけ」と言うのでした。手て下したの鬼おにはすぐそばへ寄よってきて、「……それ、取とるぞ」と言いながら、ぽきりと瘤こぶをねじ切きってしまいました。でも少しも痛いたくはありませんでした。丁ちょう度ど、その時とき、夜が明あけて、鴉からすがカアカア鳴なきました。「……やあ、大たい変へんだ」と、鬼おにどもはびっくりして、立たち上あがりました。「……明あ日すの晩ばんはきっと来い、瘤こぶを返かえしてやるから」と、こう言いながら、みんな慌あわててどこかへ消きえていきました。

    　おじいさんは、その後あとで、そっと顔かおを撫なでてみました。そうすると、長年、邪じゃ魔まにしていた大きな瘤こぶがきれいに無むくなって、後あとは拭ふいて取とったようにつるつるしていました。「……これは有あり難がたい。不ふ思し議ぎなこともあるものだ」と、おじいさんは嬉うれしくてたまらないので、早くおばあさんに見せて喜よろこばしてやろうと、首を振ふり振ふり急いで家うちまで駆かけて帰りました。

    　おばあさんは、おじいさんの瘤こぶがきれいに取とれているのでびっくりして、「……おや、瘤こぶをどこへやったのです」と聞くと、おじいさんは、これこれこういうわけで鬼頭がしらが取って行ったのだと言うと、おばあさんは、「……まあ、まあ」と言って、目を丸くしておりました。

    　

    　　七、話を聞いた隣となりのおじいさんは、

    　

    　さて、このお隣となりの家うちにも、これは左ひだりの頬ほほに、やはり同じような瘤こぶのあるおじいさんがありました。おじいさんの瘤こぶのいつの間まにか無なくなったのを見て、不思議そうに、「……おじいさん、おじいさん、あなたの瘤こぶはどこへ行きました。誰だれか上じょう手ずなお医い者しゃ様さまに切きってもらったのですか。どこだかそのお医い者しゃ様さまの家うちを教おしえて下さい。わしも行って取とってもらいましょう」と、羨うらやましそうに尋たずねると、おじいさんは、「……なあに、これはお医い者しゃ様さまに切きってもらったのではありません。昨夜ゆうべ、山の中なかで鬼おにが取とって行ったのです」と言うと、お隣となりのおじいさんは、膝ひざを乗り出だして、「……それは一いっ体たいどういうわけです」と、びっくりした顔かおをするのでした。

    　そこでおじいさんは、こういうわけで踊おどりを踊おどったら、後あとで質しちに取とられたのだと、詳くわしく話はなしをしました。お隣となりのおじいさんは、「……これは、好よい事ことを聞いた。ではわしもさっそく行って踊おどりを踊おどりましょう。おじいさん、その鬼おにの来くる所ところがどこだか教おしえてください」と言うので、「……ああ、いいとも」と、おじいさんは言って、詳くわしく道を教おしえてやりました。

    　

    　　八、すぐに山へ出かけて行くと

    　

    　おじいさんは、大層喜よろこんで、あたふた山やまへ出て行いきました。そして教おそわった木の洞うろ（穴あな）の中なかへ入って、こわごわ鬼おにの来るのを待まっていました。――なるほど、話に聞いた通り、夜よ中なかになると、何なん十人にんとなく青あおい着き物ものを着た赤あか鬼おにや、赤あかい着き物ものを着た黒くろ鬼おにが、貂てん（動物）の目めのようにきらきら光ひかる明あかりをつけて、がやがや言いながら出でて来ました。

    　やがて、みんなは昨夜ゆうべのように木の洞うろ（穴あな）の前に座すわって、賑にぎやかな酒さか盛もりを始はじめました。その時とき、お頭かしらの鬼おにが、「……どうした。昨夜ゆうべの爺じいさんはまだ来こないか」と言うので、「……どうした、爺じじい、早く出てこい」と、手て下したの鬼おにどももわいわい言いました。お隣となりのおじいさんは、それを聞きいて、「……ここだ」と思って、こわごわ木の洞うろ（穴あな）の中なかから這はい出しました。すると、一人の鬼おにが目めばやく見つけて、「……やあ、来ました、来ました」と言うと、お頭かしらは、大おお喜よろこびで、「……おお、よく来きた。さあ、こっちへ出でて、踊おどれ、踊おどれ」と声こえを掛かけるのでした。

    　

    　　九、鬼おにたちの前まえで踊おどると

    　

    　おじいさんは、おっかなびっくり立たち上あがって、見みるからに不ぶ器き用ような手てつきをして、出で鱈たら目めな踊おどりを踊おどりました。お頭かしらの鬼おには不ふ機き嫌げんな顔かおをして、「……今きょ日うの踊おどりは何なにだ。まるでまずくって見みていられない。もういい。帰かえれ、帰かえれ。爺じじいに昨夜ゆうべの預あずかりものを返かえしてやれ」とかんしゃく声ごえで言いました。すると、下しも座ざの方ほうから若い鬼おにが預あずかっていた瘤こぶを持って出でて、「……それ、返かえすぞ」と喚わめきながら、瘤こぶのない右みぎの頬ほほへぽんと叩たたき付つけました。お隣となりのおじいさんは、「……あっ」と叫さけびましたが、もう追おっつきませんでした。両方の頬ほほへ二つ瘤こぶをぶら下げて、おいおい泣なきながら、山を下くだって行きました。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　桃太郎

    　　桃太郎

    　

    　　一、川かわから大きな桃ももが……

    　

    　昔むかし々むかし、あるところにおじいさんとおばあさんがありました。毎日、おじいさんは山へ芝しば刈かりに、おばあさんは川へ洗せん濯たくに行きました。――ある日、おばあさんが川のそばでせっせと洗せん濯たくをしていますと、川かわ上かみから大きな桃ももが一つ、「……ドンブラコッコ、ドンブラコ。ドンブラコッコ、ドンブラコ」と流ながれて来ました。「……おやおや、これは見事な桃ももだこと。おじいさんへのお土産みやげにどれどれ家うちへ持って帰りましょう」と、おばあさんは、そう言いながら、腰こしをかがめて桃ももを取ろうとしましたが、遠とおくて手が届とどきません。おばあさんは、そこで、「……あっちの水は、辛からいぞ。こっちの水は、甘あまいぞ。辛からい水は、よけて来い。甘あまい水に寄よって来い」と、歌いながら手を叩たたきました。すると、桃ももはまた、「……ドンブラコッコ、ドンブラコ。ドンブラコッコ、ドンブラコ」と言いながら、おばあさんの前まえへ流ながれて来ました。おばあさんは、ニコニコしながら、「……早くおじいさんと二ふた人りで分わけて食べましょう」と言って、桃ももを拾ひろい上あげて、洗せん濯たく物ものと一緒にたらいの中なかに入れて、えっちら、おっちらと抱かかえて、お家うちへと帰りました。

    　

    　　二、大きな桃ももの中なかから

    　

    　夕ゆう方がたになって、おじいさんは、やっと山やまから芝しばを背せ負おって帰かえって来ました。「……おばあさん、今帰かえったよ」と言うと、「……おや、おじいさん、お帰かえりなさい。待まっていましたよ。さあ、早くお上あがんなさい。いいものを上あげますから」と言うと、「……それは有あり難がたいな。何だね、そのいいものというのは」と、こう言いながら、おじいさんは草鞋わらじを脱ぬいで、上に上あがりました。その間あいだに、おばあさんは戸と棚だなの中なかからさっきの桃ももを重おもそうに抱かかえて来て、「……ほら、ごらんなさいこの桃ももを」と言うのでした。「……ほほう、これはこれは。どこからこんな見み事ごとな桃ももを買かって来た」と聞くと、「……いいえ、買かって来たのではありません。今日、川で拾ひろって来たのですよ」と言うと、「……え、なに川で拾ひろって来た。それはいよいよ珍めずらしい」と、こうおじいさんは言いながら、桃ももを両手にのせて、矯ためつ眇すがめつ（いろいろな方向から）眺ながめていると、だしぬけに、桃ももはぽんと中なかから二つに割われて、「……おぎゃあ、おぎゃあ」という勇いさましい産うぶ声ごえを上あげながら、可か愛わいらしい赤ちゃんが元気よく飛とび出だしました。

    　

    　　三、名を「桃もも太た郎ろう」と名な付づける

    　

    　さて、おじいさんもおばあさんも、「……おやおや、まあ」とびっくりして、二ふた人り一緒に声こえを立たてて、「……まあまあ、わしたちが平へい生ぜいどうかして子こ供どもが一ひと人り欲しい、欲しいと言っていたものだから、きっと神かみ様さまがこの子を授さずけて下くださったに違いない」と、おじいさんもおばあさんも、嬉うれしがってこう言いました。

    　そこで慌あわてておじいさんがお湯ゆを沸わかすやら、おばあさんがむつき（おむつ）を揃そろえるやら、大騒さわぎをして、赤あかちゃんを抱だき上あげて、うぶ湯ゆを使つかわせました。するといきなり、「……うん」と言いながら、赤あかちゃんは、抱だいているおばあさんの手てをはね除のけました。「……おやおや、何なんという元げん気きのいい子だろう」と、おじいさんとおばあさんは、こう言って顔かおを見み合あわせながら、「……あっは、あっは」と面おも白しろそうに笑わらいました。そして、桃ももの中なかから生うまれた子だというので、この子に「桃もも太た郎ろう」という名を付つけました。

    　

    　　四、桃太郎は成長して、

    　

    　おじいさんとおばあさんは、それはそれは大事にして桃太郎を育そだてました。桃太郎はだんだん成長するに連つれて、当あたり前まえの子供に比くらべては、ずっと体からだも大きいし、力ちからがばかに強つよくて、相すも撲うを取とっても近所の村むらという村むらで彼に敵かなうものは一ひと人りもいないくらいでしたが、そのくせ気き立だてはごく優やさしくて、おじいさんとおばあさんによく孝こう行こうをしました。そして、桃太郎は、十五になりました。もうその時じ分ふんには、日本の国じゅうで桃太郎ほど強つよいものはないようになりました。桃太郎は、どこか外国へ出かけて、腕うで一杯の力ちからだめしをしてみたくなりました。すると、その頃ころ、ほうぼう外国の島々をめぐって帰って来きた人があって、いろいろ珍めずらしい不思議な話はなしをした末すえに、「……もう何なん年ねんも何なん年ねんも船ふねを漕こいで行いくと、遠とおい遠とおい海うみの果はてに、鬼おにが島しまという所ところがあり、悪い鬼おにどもが厳いかめしいくろがねのお城しろの中なかに住すんで、ほうぼうの国くにから掠かすめ取った貴とうとい宝たから物ものなどを守まもっている」と言うのでした。

    　

    　　五、桃太郎は、鬼退治に

    　

    　桃太郎は、この話はなしを聞くと、その鬼おにが島しまへ行いってみたくなり、もう居いても立たってもいられなくなりました。そこで家うちへ帰るとさっそく、おじいさんの前まえへ出て、「……どうぞ、私わたくしにしばらくお暇いとまを下さい」と言うのでした。すると、おじいさんは、びっくりして、「……お前まえどこへ行くのだ」と聞くので、「……鬼おにが島しまへ鬼おに征せい伐ばつに行こうと思います」と、桃太郎は答えるのでした。「……ほう、それは勇いさましいことだ。じゃあ行っておいで」と、おじいさんは言い、おばあさんも、「……まあ、そんな遠えん方ぽうへ行くのでは、さぞやお腹なかがお空すきだろう。よしよし、お弁べん当とうを拵こしらえて上げましょう」と言うのでした。

    　そこで、おじいさんとおばあさんは、お庭にわの真まん中なかにえんやら、えんやらと大きな臼うすを持もち出だして、おじいさんがきねを取とると、おばあさんはこねどりをして、「……ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ。ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ」と、お弁べん当とうのきび団だん子ごをつき始はじめました。――きび団だん子ごがうまそうに出で来き上あがると、桃太郎の支し度たくもすっかり出で来き上あがりました。桃太郎は、お侍さむらいの着きるような陣じん羽ば織おりを着て、刀かたなを腰こしに差さして、きび団だん子ごの袋ふくろをぶら下さげました。そして、桃ももの絵えの描えがいてある軍ぐん扇せんを手に持って、「……では、おとうさんおかあさん、行って参まいります」と言って、丁てい寧ねいに頭あたまを下げました。「……じゃあ、立派に鬼おにを退治して来るがいい」と、おじいさんは言い、おばあさんも、「……気をつけて、怪け我がをしないようにおしよ」と言うのでした。「……なに大だい丈じょう夫ぶです、日本一のきび団だん子ごを持っているから」と、桃太郎は言って、「……では、ご機き嫌げんよう」と、元げん気きな声こえを残のこして出でて行きました。おじいさんとおばあさんは、門の外そとに立って、いつまでもいつまでも見送おくっていました。

    　

    　　六、三さん匹びきの動物と出で合あう

    　

    　桃太郎は、ずんずん歩あるいて行くと、大きな山やまの上に来ました。すると、草叢むらの中なかから、「……ワン、ワン」と声こえをかけながら、犬が一匹かけて来ました。桃太郎がふり返かえると、犬は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、「……桃太郎さん、桃太郎さん、どちらへおいでになります」と尋たずねるのでした。そこで、「……鬼おにが島しまへ、鬼おに征せい伐ばつに行くのだ」と言うと、「……お腰こしに下げたものは、何ですか」と聞くので、「……日本一のきび団だん子ごさ」と言うのでした。すると、「……一ひとつ下さい、お供ともしましょう」と言うので、「……よし、よし、やるから、ついて来い」と言い、犬いぬは、きび団だん子ごを一ひとつもらって、桃太郎の後あとからついて行きました。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　山を下おりてしばらく行くと、今度は森の中なかに入りました。すると木の上から、「……キャッ、キャッ」と叫さけびながら、猿さるが一匹、かけ下おりて来ました。桃太郎がふり返かえると、猿さるは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、「……桃太郎さん、桃太郎さん、どちらへおいでになります」と尋たずねるので、「……鬼おにが島しまへ鬼おに征せい伐ばつに行くのだ」と言うと、「……お腰こしに下げたものは、何ですか」と聞くので、「……日本一のきび団だん子ごさ」と言うと、「……一ひとつ下さい、お供ともしましょう」と言うのでした。「……よし、よし、やるから、ついて来い」と言うと、猿さるもきび団だん子ごを一ひとつもらって、後あとからついて行きました。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　山を下おりて、森を抜けて、こんどは広い野の原はらへ出ました。すると、空そらの上で、「……ケン、ケン」と鳴なく声がして、雉き子じが一羽飛とんで来ました。桃太郎がふり返かえると、雉き子じは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、「……桃太郎さん、桃太郎さん、どちらへおいでになります」と尋たずねるのでした。そこで、「……鬼おにが島しまへ鬼おに征せい伐ばつに行くのだ」と言うと、「……お腰こしに下げたものは、何ですか」と聞くので、「……日本一のきび団だん子ごさ」と言うと、「……一ひとつ下さい、お供ともしましょう」と言うので、「……よし、よし、やるから、ついて来い」と言い、雉き子じもきび団だん子ごを一ひとつもらって、桃太郎の後あとからついて行きました。

    　

    　　七、海を渡る

    　

    　さて、犬いぬと猿さると雉き子じとこれで三さん匹びきまでいい家け来らいが出で来きたので、桃太郎はいよいよ勇いさみ立って、また、ずんずん進すすんで行いきますと、やがて広い海うみ端ばたに出ました。そこには、ちょうどいい具ぐ合あいに船ふねが一艘そうつないでありました。桃太郎と三さん匹びきの家け来らいは、さっそく、この船ふねに乗り込こみますと、「……私わたしが漕こぎ手てになりましょう」と、こう言って犬いぬは船ふねを漕こぎ出だし、また、「……私わたしは舵かじを取とりましょう」と、こう言って猿さるが舵かじに座すわりました。そして、「……では、私は物もの見みを努つとめましょう」と、こう言って、雉き子じが舳へ先さきに立つのでした。

    　さて、穏おだやかないいお天気で、まっ青な海うみの上には、波なみ一つ立ちませんでした。稲いな妻ずまが走るようだと言おうか、矢を射いるようだと言おうか、目のまわるような速はやさで船ふねは走はしって行きました。ほんの一時間も走ったと思う頃ころ、舳へ先さきに立って向むこうを眺ながめていた雉き子じが、「……あれ、あれ、島しまが」と叫さけびながら、ぱたぱたと高い羽は音おとをさせて、空そらに飛とび上あがったと思うと、すうっと真まっ直すぐに風かぜを切って、飛とんで行きました。

    　

    　　八、鬼おにが島しまへと接近

    　

    　さて、桃太郎もすぐ雉き子じの立たったあとから向むこうを見みますと、なるほど、遠とおい遠とおい海うみの果はてに、ぼんやり雲くものような薄うす黒ぐろいものが見みえました。船ふねの進すすむに従したがって、雲くものように見みえていたものが、だんだんはっきりと島しまの形かたちになって現あらわれて来きました。「……ああ、見える、見える、鬼おにが島しまが見える」と、桃太郎がこう言うと、犬いぬも猿さるも声を揃そろえて、「……万ばん歳ざい、万ばん歳ざい」と叫さけぶのでした。

    　見る見る鬼おにが島しまが近くなって、もう硬かたい岩いわで畳たたんだ鬼おにのお城しろが見えました。厳いかめしいくろがねの門の前まえに見み張はりをしている鬼おにの兵隊の姿すがたも見えました。そのお城しろのいちばん高い屋や根ねの上に、雉き子じが止とまってこちらを見ていました。こうして何年も何年も漕こいで行かなければならないという鬼おにが島しまへ、ほんの目めをつぶっている間まに来たのでした。

    　

    　　九、門の中なかで鬼との戦い

    　

    　桃太郎は、犬いぬと猿さるを従えて、船ふねからひらりと陸おかの上に跳び上あがりました。見み張はりをしていた鬼おにの兵隊は、その見み慣なれない姿すがたを見ると、びっくりして、慌あわてて門の中なかに逃にげ込んで、くろがねの門を固かたく閉しめてしまいました。その時、犬いぬは門の前まえに立って、「……日本の桃太郎がお前まえたちを成せい敗ばいしにやって来たのだぞ。開けろ、開けろ」と怒鳴どなりながら、ドン、ドン、扉とびらを叩たたきました。鬼おには、その声こえを聞くと、震ふるえ上がって、余よ計けい一いっ生しょう懸命に中なかから押おさえていました。

    　すると、雉き子じが屋や根ねの上から飛とび下りて来きて、門を押おさえている鬼おにどもの目めを突つつき回まわりましたから、鬼おには閉へい口こうして逃げ出しました。その間あいだに、猿さるがするすると高い岩がん壁ぺきをよじ登のぼって行って、造ぞう作さなく門を中なかから開あけました。「……わあっ」と鬨ときの声こえを上げて、桃太郎の主しゅ従じゅうが、勇いさましくお城の中なかに攻せめ込こんで行きますと、鬼おにの大将も大勢の家け来らいを引き連つれて、一ひと人り一ひと人り、太い鉄てつの棒ぼうを振ふり回まわしながら、「……おう、おう」と叫さけんで、向むかって来るのでした。

    　けれども、体からだが大きいばっかりで、意い気く地じのない鬼おにどもは、さんざん雉き子じに目を突つつかれた上うえに、今度は犬いぬに向むこう脛ずねを食くいつかれたと言っては、痛いたい、痛いたいと逃げまわり、猿さるに顔かおを引ひっかかれたと言っては、おいおい泣なき出して、鉄てつの棒ぼうも何も放ほうり出して、降こう参さんしてしまいました。最後まで我が慢まんして戦たたかっていた鬼おにの大将も、とうとう桃太郎に組くみ伏ふせられてしまいました。桃太郎は大きな鬼おにの背せ中なかに馬乗りにまたがって、「……どうだ、これでも降こう参さんしないか」と言って、ぎゅうぎゅうぎゅうぎゅうと押おさえつけました。

    　鬼おにの大将は、桃太郎の大だい力りきで首くびを締しめられて、もう苦くるしくて堪たまりませんから、大おお粒つぶの涙なみだをぼろぼろ零こぼしながら、「……降こう参さんします、降こう参さんします。命いのちだけはお助け下さい。その代わりに宝たから物ものを残らず差さし上げます」と、こう言って、許ゆるしてもらるのでした。

    　鬼おにの大将は、約やく束そくの通とおり、お城しろから隠かくれ蓑みのや隠かくれ笠がさまた打うち出での小こ槌づちに如にょ意い宝ほう珠じゅ、その他、珊さん瑚ごだの、大たい枚まいだの、瑠る璃りだの、世せ界かいで一いち番ばん貴とうとい宝たから物ものを山のように車に積つんで出だしました。

    　

    　　十、宝たからを積つんで家うちへ帰る

    　

    　桃太郎は、沢たく山さんの宝たから物ものを残のこらず積つんで、三さん匹びきの家け来らいと一いっ緒しょにまた船ふねに乗りました。帰かえりは、行いきよりもまた一いつ層船ふねの走るのが速はやくて、間まもなく日に本ほんの国に着つきました。船ふねが陸に着つきますと、宝たから物ものを一いっ杯ぱいに積つんだ車を犬いぬが先さきに立って引ひき出し、雉き子じが綱つなを引き、そして、猿さるが後あとを押しました。「……えんやらさ、えんやらさ」と、三さん匹びきは重おもそうにかけ声ごえをかけかけ進すすんで行くのでした。

    　一方、家うちではおじいさんとおばあさんが代かわる代がわる、「……もう桃太郎が帰かえりそうなものだが」と言い言い、首くびを伸のばして待っていました。そこへ桃太郎が三さん匹びきの立派な家け来らいにぶんどりの宝たから物ものを引ひかせて、さも得とく意いらしい様よう子すをして帰かえって来ましたので、おじいさんもおばあさんも、目めも鼻はなもなくして喜よろこびました。「……えらいぞ、えらいぞ、それこそ日本一だ」と、おじいさんは言い、「……まあ、まあ、怪け我ががなくて何よりね」と、おばあさんもそう言って喜びました。

    　桃太郎は、その時、犬いぬと猿さると雉き子じの方を向いて、「……どうだ。鬼おに征せい伐ばつは面おも白しろかったな」と聞くと、犬いぬは、ワン、ワンと嬉うれしそうに吠ほえながら前まえ足あしで立ち、また、猿さるは、キャッ、キャッと笑わらいながら白しろい歯はをむき出だしにし、そして、雉き子じは、ケン、ケンと鳴なきながら、くるくると宙ちゅう返がえりをするのでした。

    　空そらは青あお々あおと晴はれ上あがった日に本ほん一いち晴ばれで、お庭にわには桜の花はなが咲さき乱みだれていました。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　一寸法師

    　　一寸法師

    　

    　　一、子供を明みょう神じん様に祈き願がんする

    　

    　昔むかし、摂せっ津つの国くにの難な波にわという所ところに、夫ふう婦ふ者ものが住すんでおりました。子こ供どもが一ひと人りも無むいものですから、住すみ吉よしの明みょう神じん様にお参まいりをしては、「……どうぞ子こ供どもを一ひと人りお授さずけ下くださいまし。それは指ゆびほどの小ちいさな子こでも宜よろしゅうございますから」と一いっ生しょう懸けん命めいにお願ねがい申もうしました。すると間まもなく、お上かみさんは身み持もちになりました。「……私どものお願ねがいが叶かなったのだ」と、夫ふう婦ふは喜よろこんで、子こ供どもの生うまれる日ひを、今日きょうか明あ日すかと待まち構かまえていました。

    　やがて、お上かみさんは、小ちいさな男おとこの赤あかちゃんを生うみましたが、それがまた小ちいさいと言って、本ほん当とうに指ゆびほどの大おおきさしかなく、「……指ゆびほどの大おおきさの子こ供どもと申もうし上あげたら、本ほん当とうに指ゆびほどの子こ供どもを明みょう神じん様が下くださった」と、夫ふう婦ふは笑わらいながら、この子こ供どもを大だい事じにして育そだてました。ところが、この子こは、いつまで経たってもやはり指ゆびより大おおきくはなりませんでした。夫ふう婦ふも諦あきらめて、その子こに「一いっ寸すん法ぼう師し」と名な前まえを付つけました。一いっ寸すん法ぼう師しは、五つになっても、七つになっても、そして、十とうを越こえても、やはり少すこしも大おおきくはならないで、一いっ寸すん法ぼう師しのままでした。そして、一いっ寸すん法ぼう師しが往おう来らいを歩あるいていると、近きん所じょの子こ供どもたちが集あつまって来きて、「……やあ、ちびが歩あるいている」、「……踏ふみ殺ころされるなよ」、「……摘つまんで咬かみ潰つぶしてやろうか」、「……ちびやい。ちびやい」と口くち々ぐちに言って、からかいました。一いっ寸すん法ぼう師しは、黙だまってニコニコしていました。

    　

    　　二、京に上のぼる決心をして

    　

    　さて、一いっ寸すん法ぼう師しは、十六になりました。ある日、一いっ寸すん法ぼう師しは、お父とうさんとお母かあさんの前まえへ出でて、「……どうか私わたくしにお暇ひまを下ください」と言うのでした。それを聞きいて、お父とうさんは、吃驚びっくりして、「……何故なぜそんなことを言うのだ」と聞くと、一いっ寸すん法ぼう師しは、得とく意いらしい顔かおをして、「……これから京きょう都とへ上のぼろうと思おもいます」と言うと、お父とうさんは、「……京きょう都とへ上のぼってどうするつもりだ」と聞くと、「……京きょう都とは天てん子し様さまのいらっしゃる日に本ほん一いちの都みやこですし、面おも白しろい仕し事ごとがたくさんあります。私わたくしはそこへ行いって、運うんだめしをしてみようと思うのです」と言うのでした。それを聞きくと、お父とうさんは、頷うなずいて、「……よしよし、それなら行いっておいで」と許ゆるして下くださいました。

    　一いっ寸すん法ぼう師しは、大変喜よろこんで、さっそく旅たびの支し度たくにかかりました。まずお母かあさんに縫ぬい針ばりを一いっ本ぽん頂いただいて、麦むぎ藁わらで「柄えと鞘さや」を拵こしらえて刀かたなにして腰こしに差さしました。それから新あたらしいおわんの舟ふねに、新あたらしいお箸はしの櫂かいを添そえて、住すみ吉よしの浜はまから舟ふね出でをしました。お父とうさんとお母かあさんが浜はま辺べまで見み送おくりに立たって下くださいました。「……お父とうさんお母かあさん、では行いって参ります」と、一いっ寸すん法ぼう師しは言いいながら舟ふねを漕こぎ出だしますと、お父とうさんとお母かあさんは、「……どうか達たっ者しゃで、出しゅっ世せしておくれ」と言うので、「……ええ、きっと出しゅっ世せをいたします」と、一いっ寸すん法ぼう師しは答えるのでした。

    　

    　　三、川を上のぼって行くと

    　

    　おわんの舟ふねは、毎日少すこしずつ淀よど川がわを上のぼって行いきました。しかし、舟ふねが小ちいさいので、少すこし風かぜが強つよく吹ふいたり、雨あめが降ふって水みずかさが増ましたりすると、舟ふねはたびたびひっくり返かえりそうになりました。そういう時ときには、仕し方かたがないので、石いし垣がきの間あいだや、橋はしぐいの陰かげに舟ふねを止とめて休やすみました。――こんな風ふうにして、一月ひとつきもかかって、やっとのことで、京きょう都とに近ちかい鳥と羽ばという所ところに着つきました。鳥と羽ばで舟ふねから岸きしに上あがると、もうすぐそこは京きょう都との町まちでした。五ご条じょう、四し条じょう、三さん条じょうと、賑にぎやかな町まちが続つづいて、引ひっ切きりなしに馬うまや車くるまが通とおって、おびただしい人ひとたちが出でていました。

    　

    　　四、大臣のお屋や敷しきを訪たずねる

    　

    　さて、一いっ寸すん法ぼう師しは、「……成なる程ほど、京きょう都ととは日に本ほん一いちの都みやこだけあって、賑にぎやかなものだなあ」と、往おう来らいの人の下げ駄たの歯はをよけて歩あるきながら、しきりに感かん心しんしていました。そして、三条まで来くると、たくさん立派なお屋や敷しきが立ち並んだ中なかに、一番目にたって立派な門構もんがまえのお屋や敷しきがありました。一いっ寸すん法ぼう師しは、「……何なんでも出世をするには、まず誰か偉えらい人の家け来らいになって、それから段だん々だんに仕し上あげなければならない。これこそ一いち番ばん偉えらい人ひとのお屋や敷しきに違ちがいない」と思って、のこのこ門の中なかに入って行いきました。広い砂じゃ利り道みちをさんざん歩いて、大きな玄げん関かんの前に立ちました。なるほどここは三条の宰さい相しょう殿どのと言って、羽ぶりのいい大臣のお屋や敷しきでした。

    　その時、一いっ寸すん法ぼう師しは、有ありっ丈たけの大きな声こえで、「……ごめん下さい」と怒鳴どなりました。でも聞きこえないとみえて、誰だれも出て来くる者がないので、今度は一いっ層そう大きな声こえを出して、「……ごめん下さい」と怒鳴どなりました。三度目に、一いっ寸すん法ぼう師しが、「……ごめん下さい」と怒鳴どなった時、丁度、何処どこかへお出でましになるつもりで玄げん関かんまでおいでになった宰さい相しょう殿どのが、その声こえを聞きつけて、出てごらんになりました。しかし、誰も玄げん関かんには居いませんでした。不思議に思って、そこらをお見み回まわしになると、靴くつぬぎに揃そろえてある足あし駄だの陰かげに、豆まめ粒つぶのような男が一ひと人り、反そり身みになって、つっ立たっていました。宰さい相しょう殿どのは、びっくりして、「……お前まえか、今呼よんだのは」と聞くと、「……はい、私わたしでございます」と言うのでした。すると、「……お前まえは何なに者ものだ」と聞くので、「……難な波にわから参りました一いっ寸すん法ぼう師しでございます」と言うのでした。「……成なる程ほど、一いっ寸すん法ぼう師しに違いない。それでわたしの屋や敷しきに来たのは何なんの用だ」と聞くと、「……私わたしは、出世がしたいと思って、京きょう都とへわざわざ上のぼって参りました。どうぞ一生懸命働はたらきますから、お屋や敷しきでお使いなさって下さいまし」と、一いっ寸すん法ぼう師しはこう言って、ぴょこんとお辞じ儀ぎをしました。宰さい相しょう殿どのは笑わらいながら、「……面白い小こ僧ぞうだ。よしよし使ってやろう」と仰おっしゃいまして、そのままお屋や敷しきに置いておやりになりました。

    　

    　　五、お姫ひめ様さまと一いっ寸すん法ぼう師し

    　

    　さて、一いっ寸すん法ぼう師しは、宰さい相しょう殿どののお屋や敷しきに使われるようになってから、体からだこそ小さくても、まめまめしくよく働はたらきました。大へん利り口こうで、気が利きいているものですから、みんなから、「……一いっ寸すん法ぼう師し、一いっ寸すん法ぼう師し」と言って、可か愛わいがられました。

    　このお屋や敷しきに十三になる可か愛わいらしいお姫ひめ様さまがありました。一いっ寸すん法ぼう師しは、このお姫ひめ様さまが大好きであり、お姫ひめ様さまも一いっ寸すん法ぼう師しが大そうお気きに入いりで、どこへお出でかけになるにも、「……一いっ寸すん法ぼう師しや。一いっ寸すん法ぼう師しや」と言って、お供ともにお連つれになりました。だんだん仲なかがよくなるうち、何と言っても、二ふた人りともまだ子こ供どもなものですから、いつかお友とも達だちのようになって、時とき々どきは喧けん嘩かをしたり悪戯いたずらをし合あって泣ないたり笑わらったりすることもありました。ある時また喧けん嘩かをして、一いっ寸すん法ぼう師しが負けました。悔くやしまぎれに一いっ寸すん法ぼう師しは、そっとお姫ひめ様さまが昼ひる寝ねをしておいでになる隙すきを窺うかがって、自分が殿との様さまから頂いただいたお菓か子しを残らず食たべてしまって、残った粉こなをお姫ひめ様さまの眠ねむっている口くちの端はたになすり付つけておきました。そして、自分は空からっぽになったお菓か子しの袋ふくろを手に持って、お庭にわの真まん中なかに出て、わざと大きな声こえでおいおい泣いておりました。その声こえを聞きつけて、殿との様さまが縁えん側がわへ出でていらっしゃって、「……一いっ寸すん法ぼう師し、どうした。どうした」とお聞きになりました。

    　

    　　六、一いっ寸すん法ぼう師しの一寸ちょっとした噓うそから

    　

    　すると、一いっ寸すん法ぼう師しは、さも悲かなしそうな声こえをして、「……お姫ひめ様さまが私わたしをぶって、殿との様さまから頂いただいたお菓か子しをみんな取とって食たべておしまいになりました」と言うのでした。殿との様さまはびっくりして、お姫ひめ様さまのお部へ屋やへ行ってご覧らんになりますと、お姫ひめ様さまは口の端はたに一杯お菓か子しの粉こなを付けて、眠ねむっておいでになりました。殿との様さまは大そうお怒いかりになって、お母かあさんを呼んで、「……何だって、姫ひめにあんな行儀の悪わるい真ま似ねをさせるのだ」と厳きびしくお叱しかりになりました。すると、このお母かあさんは、少し意い地じの悪い人（継母ままはは）だったものですから、お姫ひめ様さまのために自分が叱しかられたのを大そう悔くやしがりました。そして悔くやしまぎれに、ありもしないことをいろいろと拵こしらえて、お姫ひめ様さまが平へい生ぜい大臣のお娘むすめに似に合あわず、行儀の悪わるいことをさんざんに並ならべて、「……いくら止とめても、馬ば鹿かにして言うことをちっとも聴きかないのです」とお言い付けになったのでした。

    　

    　　七、海を漂ただよい鬼おにが島へ

    　

    　宰さい相しょう殿どのは、なおなおお怒いかりになって、一いっ寸すん法ぼう師しに言い付けて、お姫ひめ様さまをお屋や敷しきから追おい出だして、どこか遠とおい所ところへ捨すてさせました。――一いっ寸すん法ぼう師しは、とんだことを言い出して、お姫ひめ様さまが追おい出だされるようになったので、すっかり気きの毒どくになってしまいました。そこでどこまでもお姫ひめ様さまのお供ともをして行くつもりで、まず難な波にわのお父とうさんの家うちへお連つれしようと思って、鳥と羽ばから舟ふねに乗りました。すると間まもなく、ひどい時し化けになって、舟ふねはずんずん川かわを下くだって海うみの方ほうへ流ながされました。それから風かぜのまにまに吹ふき流ながされて、とうとう三日三晩波なみの上で暮くらして、四よっ日か目めに一つの島しまに着きました。

    　その島しまには今まで話に聞いたこともないような不思議な花や木がたくさんあって、いったい人ひとが住んでいるのかいないのか、いっこうに人ひとらしいものの姿すがたは見えませんでした。一いっ寸すん法ぼう師しは、お姫ひめ様さまを連つれて島しまに上がって、きょろきょろしながら歩いて行きますと、いつどこから出て来たともなく、二人の鬼おにがそこへひょっこり飛とび出して来きました。そしていきなりお姫ひめ様さまに飛びかかって、ただ一ひと口くちに食べようとしました。お姫ひめ様さまはびっくりして、気きが遠とおくなってしまいました。それを見ると、一いっ寸すん法ぼう師しは、例の縫ぬい針ばりの刀かたなをきらりと引ひき抜ぬいて、ぴょこんと鬼おにの前へ飛とび出でました。そしてありったけの大きな声こえを振ふり立てて、「……これこれ、このお方かたを誰だれだと思う。三条の宰さい相しょう殿どのの姫ひめ君ぎみだぞ。うっかり失礼な真ま似ねをすると、この一いっ寸すん法ぼう師しが承知しないぞ」と怒鳴どなるのでした。

    　

    　　八、鬼おにとの戦たたかいの末

    　

    　二人の鬼おには、この声こえに驚いて、よく見ますと、足元に豆まめっ粒つぶのような小こ男おとこが威張り返かえってつッ立たっていました。鬼おにはからからと笑いました。「……何だ。こんな豆まめっ粒つぶか。面めん倒どうくさい、飲んでしまえ」と言うが早いか、一人の鬼おには、一いっ寸すん法ぼう師しをつまみ上げて、ぱっくり一ひと口くちに飲んでしまいました。一いっ寸すん法ぼう師しは、刀かたなを持ったままするすると鬼おにのお腹なかの中なかへ滑すべり込んで行いきました。入はいるとお腹なかの中なかをやたらに駆かけずり回まわりながら、ちくりちくりと刀かたなでついて回まわりました。鬼おには苦しがって、「……あっ、痛いたい。あっ、痛いたい。こりゃ堪たまらん」と地べたを転ころげ回まわりました。そして苦くるしまぎれにかっと息いきをする弾はずみに、一いっ寸すん法ぼう師しはまたぴょこりと口から外そとへ飛び出しました。そして刀かたなを振ふり上げて、また鬼おにに切ってかかりました。するともう一人の鬼おにが、「……生なま意い気きなちびだ」と言って、また一いっ寸すん法ぼう師しをつかまえて、あんぐり飲んでしまいました。飲まれながら一いっ寸すん法ぼう師しは、今度は素早く躍おどり上がって、喉のどの穴あなから鼻はなの穴あなへ抜けて、それから眼のうしろへはい上がって、さんざん鬼おにの目玉を突つっつきました。すると鬼おには思わず、「痛いたい」と叫さけんで、飛とび上がったはずみに、一いっ寸すん法ぼう師しは、目の中なかからひょいと地べたに飛とび下りました。鬼おには目玉が抜け出したかと思って、吃驚びっくりして、「……大たい変へんだ、大たい変へん」と、後あとをも見ずに逃にげ出しました。するともう一人の鬼おにも、「……こりゃかなわん。逃にげろ、逃にげろ」と後あとを追って行きました。「……はっは、弱よわ虫むしめ」と、一いっ寸すん法ぼう師しは、逃にげて行く鬼おにの後うしろ姿すがたを気き味みよさそうにながめて、「……やれやれ、とんだことでした」と言いながら、そこに倒たおれているお姫ひめ様さまを抱だき起おこして、親切に介かい抱ほうするのでした。

    　

    　　九、打うち出での小こ槌づちで

    　

    　さて、お姫ひめ様さまがすっかり正気がついて立たち上がろうとしますと、すそからころころと小さな槌つちが転ころげ落ちました。「……おや、ここにこんなものが」と、お姫ひめ様さまがそれを拾ひろってお見せになりました。一いっ寸すん法ぼう師しは、その槌つちを手に持って、「……これは鬼おにの忘れて行った打うち出での小こ槌づちです。これを振ふれば、何なんでも欲ほしいと思うものが出てきます。ごらんなさい、今ここでわたしの背せいを打ち出してお目めにかけますから」と、こう言って、一いっ寸すん法ぼう師しは、打うち出での小こ槌づちを振ふり上げて、「……一いっ寸すん法ぼう師しよ、大きくなれ。あたり前の背せいになれ」と言いながら、一度振ふりますと背せいが一尺伸び、二度振ふりますと三尺じゃく伸び、三度目には六尺に近い立派な大男になりました。お姫ひめ様さまはそのたんびに目を丸まるくして、「……まあ、まあ」と言っておいでになりました。

    　一いっ寸すん法ぼう師しは、大きくなったので、もう嬉うれしくて嬉うれしくて、立ったりしゃがんだり、後うしろを振ふり向いたり前まえを見たり、自分で自分の体からだを珍めずらしそうにながめていましたが、一通りながめてしまうと、急に三みっ日か三み晩ばん何にも食たべないで、お腹はらの減へっていることを思い出しました。そこでさっそく打うち出での小こ槌づちを振ふって、そこへ食たべきれないほどの御ご馳ち走そうを振ふり出して、お姫ひめ様さまと二人で仲なかよく食べました。そして、御ご馳ち走そうを食べてしまうと、今度は金きん銀ぎん、珊さん瑚ご、瑠る璃り、瑪め瑙のうと、いろいろの宝たからを打うち出しました。そして一番最後に、大きな舟ふねを打うち出して、宝たから物ものを残らずそれに積つみ込んで、お姫ひめ様さまと二人、また舟ふねに乗って、間まもなく日に本ほんの国へ帰かえって来ました。

    　

    　　八、その後の一いっ寸すん法ぼう師しは……

    　

    　一いっ寸すん法ぼう師しが宰さい相しょう殿どののお姫ひめ様さまを連つれて、鬼おにが島から宝たから物ものを取って、めでたく帰かえって来たという噂うわさが、すぐに世せ間けんに広ひろまって、やがて天てん子し様のお耳みみにまで入はいりました。そこで、天てん子し様は、ある時とき、一いっ寸すん法ぼう師しをお召めしになってご覧らんになりますと、なるほど気高い様よう子すをした立派な若わか者ものでしたから、これはただ者ものではあるまいと、よくよく先祖をお調しらべさせになりました。それで一いっ寸すん法ぼう師しのお祖父じいさんが、堀ほり河かわの中ちゅう納な言ごんという偉えらい人ひとで、無実の罪つみで田舎いなかに追おわれて出で来きた子が、一いっ寸すん法ぼう師しのお父とうさんで、それからお母かあさんという人も、やはりもとは伏ふし見みの少しょう将しょうと言った、これも偉えらい人ひとの種たねだということが分わかりました。

    　天てん子し様はさっそく、一いっ寸すん法ぼう師しに位くらいをお授さずけになって、堀ほり河かわの少しょう将しょうとお呼ばせになりました。堀ほり河かわの少しょう将しょうは、改めて三条宰さい相しょう殿どののお許ゆるしを受けて、お姫ひめ様さまをお嫁さんにもらいました。そして摂せっ津つの国くにの難な波にわから、お父とうさんやお母かあさんも呼び寄せて、家うちの中なかみんな集あつまって、楽しく世よの中なかを過ごされたのでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　一寸法師（現代版）

    　

    　　一、生い立ち

    　

    　昔むかし々むかし、あるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました。二人には子供がいなかったので、おじいさんとおばあさんは神様に願かけをしました。「……神様、親指くらいの小さな子供でも結構ですから、どうか私たちに子供を授さずけてください」と。すると、やがてほんとうに小さな子供が生まれたのです。それは、実に小さなまさに親指ほどの男の子でした。そこで、二人は、その子に「一いっ寸すん法ぼう師し」という名前を付けて、大事に育てましたが、何年経たっても、その子は少しも大きくはならなかったのです。

    　

    　　二、或る決心を

    　

    　ある日、一寸法師は、おじいさんとおばあさんを前にして、まじめな表情で、「……私は都へ上のぼって立派な武士になりたいのです。どうか行かせて下さい」と真剣に頼むと、両親は、最初はそれに賛成しかねていましたが、一寸法師の「決心」の固かたいのを見て、それならばと、おじいさんは、一本の針で一寸法師に丁度よい大きさの刀をつくってやり、一方、おばあさんは、おわんを川に浮かベて、一寸法師の乗る舟をつくってやりました。そして、「……さあ、このおはしで舟をこいでおいで」と言うと、一寸法師は、「……はい。では行って参ります」と、両親に別れの挨あい拶さつをしてから、一寸法師は、上手におわんの舟を漕こぎながら、都へと旅立って行くのでした。

    　

    　　三、都に上のぼる

    　

    　さて、都に着くと、一寸法師は、あちらこちらと歩きまわっているうちに、非常に大きな立派な家の前に出ました。そこで、一寸法師はその家の門を入って玄関の前に立つと、大きな声で、「……頼たのもう、頼たのもう」と言いました。すると、家の人は外で妙な声がするので、誰だろうと思いながら玄関へと出て見ると、そこには誰も見えない。すると、「……ここだよ、ここ」と声がするので、その方を見ると、何と下げ駄たの下に小さな人間が立っているのを見つけて、「……小こ僧ぞう、今、頼たのもうと言ったのはお前か」と聞くと、「……そうだ、私は、一寸法師と言って、武士になるために都に出て来たのだ、どうかお邸やしきにおいて下さい」と頼むのでした。すると、家でも元気で面おも白しろそうなやつだと思い、おいてやることになりました。一寸法師は、体からだこそ小さいが、なかなか智ち慧えがあり、また、何をさせても気が利きいていたので、みんなから「……一寸法師、一寸法師」とかわいがられましたが、その中なかでも、お姫ひめ様は、一寸法師が特にお気に入りで、いつもお側そばにお供ともさせていたのでした。

    　

    　　四、寺の参拝の帰りに……

    　

    　ある日、一寸法師は、お姫ひめ様のお供ともをして清水寺にお参りに行きました。すると、その帰り道、突然、二匹の鬼が現われたのです。「……おお、これは綺き麗れいで可愛い女の子だ。もらっていこうか」と、鬼は、お姫ひめ様を見ると、すぐにも連つれ去さろうとしました。すると、「……待て！」と、一寸法師は叫び、「……おれを誰だと思う、お姫ひめ様をお守りしている一寸法師だ」と大きな声で怒ど鳴なるのでした。

    　すると、鬼は、ハハハと笑って、「……何だ、この小ちっこい奴やつは、お前なんぞ、こうしてくれるわ」と、一寸法師をひょいとつまみ上げては、ぱくりとひと飲みにしてしまいました。その鬼のお腹なかの中なかはまっ暗くらでしたが、一寸法師は、針はりの刀かたなを振ふり回まわしてはお腹なかの中なかを刺さしてまわったので、さすがの鬼もこれには参まいって、「……あっ、痛いててて！」と声を上げて、あわてて一寸法師を吐き出しました。すると、「……よし、今度はおれがひねりつぶしてやるわ！」と、もう一匹の鬼が意気込むと、一寸法師は、今度はその鬼の目を狙ねらって針の刀で何度も突つついてまわったので、鬼は悲鳴を上げて、「……ああ、痛いたた、助けてくれ！」と、二匹の鬼は、泣きながら慌あわてて逃げて行くのでした。

    　

    　　五、打うち出での小こ槌づちで……

    　

    　さて、鬼が逃げ去った後あとに、何か見慣れぬ不思議な物が落ちていました。一寸法師は、「……おや、これは何だろう？　お姫ひめ様」と聞くと、「……まあ、これは打うち出での小こ槌づちという物よ。これを振ると、何でも好きな物が出てくるのよ」と言うので、そこで一寸法師は、お姫ひめ様に頼んで、「……私の背せいが伸びるように『大きくなれ、大きくなれ』と、そう言って振ってください」と言うと、お姫ひめ様は喜んで、打ち出の小こ槌づちを振りました。「……一寸法師よ。大きくなれ、大きくなれ」と打つと、一寸法師の背せいは、振れば振るだけぐんぐんと伸びて、やがて誰にも負けない背せ丈たけの立派な男の武士になりました。そして、一寸法師とお姫ひめ様は結婚をして、大変幸せに暮らし出世したということです。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　花咲かじいさん

    　　花咲かじいさん

    　

    　　一、ここ掘れ、ワン、ワン

    　

    　昔むかし々むかし、あるところにおじいさんとおばあさんがありました。正直な人のいいおじいさんとおばあさん夫ふう婦ふでしたが、子供がないので、飼かい犬いぬの「白しろ」をほんとうの子供のようにかわいがっていました。白しろもおじいさんとおばあさんにそれはよく懐なついていました。一方、お隣となりにもおじいさんとおばあさんがありましたが、この方は、いけない欲よくばりのおじいさんとおばあさんでした。ですから、お隣となりの白しろを憎にくらしいと思ったり、汚きたならしがって、いつも意い地じの悪いことばかりしていました。

    　ある日、正直おじいさんが、いつものようにくわをかついで、畑を掘り返していますと、白しろも一緒について来て、そこらをくんくん嗅かぎまわっていましたが、ふと、おじいさんのすそをくわえて、畑のすみの大きな榎えのきの木の下まで連れて行って、前足で土をかき立てながら、「……ここ掘れ、ワン、ワン。ここ掘れ、ワン、ワン」と鳴きました。すると、「……何だな、何だな」と、おじいさんは言いながら、くわを入れてみますと、かちりと音がして、穴の底そこできらきら光ひかるものがありました。ずんずん掘って行くと、小判がたくさん出てきました。おじいさんはびっくりして、大きな声でおばあさんを呼び立てて、えんやら、えんやら、小判を家うちのなかへ運び込みました。それによって、正直なおじいさんとおばあさんは、急にお金持ちになりました。

    　

    　　二、白しろを借りて畑を掘る

    　

    　すると、お隣となりの欲よくばりおじいさんが、それを聞いて大へん羨うらやましがって、さっそく白しろを借りに来ました。正直おじいさんは、人がいいものですから、うっかり白しろを貸してやりますと、欲よくばりおじいさんは、いやがる白しろの首になわをつけて、ぐんぐん畑の方へひっぱって行きました。「……おれの畑にも小判がうまっているはずだ。さあ、どこだ、どこだ」と言いながら、余よ計けい強く引っ張りますと、白しろは苦しがって、やたらにそこらの土を引っかきました。欲よくばりおじいさんは、「……うん、ここか。しめたぞ、しめたぞ」と言いながら、掘り始はじめましたが、掘っても、掘っても出てくるものは、石ころやかわらのかけらばかりでした。それでもかまわず、やたらに掘って行きますと、ぷんと臭くさいにおいがして、汚きたないものがうじゃうじゃ出てきました。欲よくばりおじいさんは、「臭くさい」と叫んで、鼻を抑えました。そうして、腹立ちまぎれにいきなりくわをふり上げて、白しろの頭から打ちおろしますと、可か哀わい想そうに白しろは、ひと声こえ、「きゃん」と鳴いたなり、死んでしまいました。

    　

    　　三、臼うすでお米をつく

    　

    　正直おじいさんとおばあさんは、あとでどんなに悲しがったでしょう。けれども死んでしまったものは仕し方かたがありませんから、涙をこぼしながら、白しろの死骸を引きとって、お庭のすみに穴を掘って、丁寧に埋うめてやって、お墓の代りに小さい松の木を一本その上に植えました。すると、その松がみるみる育って行って、やがて立派な大木になりました。「……これは白しろの形見だ」と、こうおじいさんは言って、その松を切って、臼うすを拵こしらえました。そうして、「……白しろはお餅もちが好きだったから」と言って、臼うすの中なかにお米を入れて、おばあさんと二人で、「……ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ」と、つき始めますと、不思議なことにはいくらついてもついても、あとからあとからお米が増えて、見る見る臼うすに溢あふれては、外そとにこぼれ出して、やがて、台所一いっ杯ぱいお米になってしまいました。

    　

    　　四、臼うすを借りて米をつく

    　

    　すると、今度もお隣となりの欲よくばりおじいさんとおばあさんが、それを知って羨うらやましがって、また図々ずうずうしく臼うすを借りに来ました。人のいいおじいさんとおばあさんは、今度もうっかり臼うすを貸してやりました。臼うすを借りると、さっそく欲よくばりおじいさんは、臼うすの中なかにお米を入れて、おばあさんを相手に、「……ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ」と、つき始めましたが、どうしてお米が湧わき出すどころか、今度もぷんと嫌いやな臭においがして、中からうじゃうじゃ汚きたないものが出てきて、臼うすに溢あふれては、外そとにこぼれ出して、やがて、台所一杯汚きたないものだらけになりました。

    　

    　　五、枯れ木に灰がかかると

    　

    　欲よくばりおじいさんは、また癇かん癪しゃくを起こして、臼うすを叩たたき壊こわして、薪まきにして燃やしてしまいました。正直おじいさんは、臼うすを返かえしてもらいに行きますと、灰になっていましたからびっくりしました。でも、燃やしてしまったものは仕し方かたがありませんから、がっかりしながら、ざるの中なかに「残った灰」をかき集めて、しおしおうちへ帰りました。「……おばあさん、白しろの松の木が灰になってしまったよ」と、こう言っておじいさんは、お庭のすみの白しろのお墓はかのところまで灰を抱かかえて行くと、どこからかすうすう暖あたたかい風かぜが吹いてきて、ぱっと灰をお庭一いっ杯ぱいに吹き散ちらしました。するとどうでしょう、そこらに枯れ木のまま立っていた梅うめの木や桜の木が、灰をかぶると、見る見るそれが花になって、よそはまだ冬の最さ中なかなのに、おじいさんのお庭ばかりは、すっかり春はる景色になってしまいました。おじいさんは、手を叩たたいて喜びました。「……これは面白い。ついでにいっそほうぼうの木に花を咲かせてやりましょう」と言うのでした。

    　

    　　六、お殿との様さまが偶然通とおる

    　

    　そこで、おじいさんは、ざるに残のこった灰を抱かかえて、「……花咲かじじい、花咲かじじい、日本一の花咲かじじい、枯れ木に花を咲かせましょう」と、往来をそう言って歩きました。すると、向むこうからお殿との様さまが馬に乗って、大勢の家け来らいを連れて、狩かりから帰ってきました。お殿との様さまは、おじいさんを呼よんで、「……ほう、珍しいじじいだ。ではそこの桜さくらの枯れ木に、花を咲かせて見せよ」と言いつけました。おじいさんは、さっそくざるを抱かかえて、桜の木に上がって、「……金のさくら、さらさら。銀のさくら、さらさら」と言いながら、灰を摑つかんで振ふりまくと、見る見る花はなが咲き出して、やがて一面、桜の花はな盛ざかりになりました。お殿との様さまは吃驚びっくりして、「……これは見み事ごとだ。これは不ふ思し議ぎだ」と言って、おじいさんを褒ほめて、沢たく山さんのご褒ほう美びを下くださいました。

    　

    　　七、灰をまねて振ふりまくと

    　

    　するとまた、お隣となりの欲よくばりおじいさんが、それを聞いて羨うらやましがって、残っている灰をかき集めてざるに入れて、正直おじいさんの真ま似ねをして、「……花咲かじじい、花咲かじじい、日本一の花咲かじじい、枯れ木に花を咲かせましょう」と、往来を怒ど鳴なって歩きました。すると、今度もお殿との様さまが通りかかって、「……こないだの花咲かじじいが来たな。また花を咲かせて見せよ」と言いました。欲よくばりおじいさんは、得とく意いらしい顔をしながら、灰を入れたざるを抱かかえて、さくらの木に上がって同じように、「……金のさくら、さらさら。銀のさくら、さらさら」と唱となえながら、やたらに灰を振ふりまきましたが、一向に花はなは咲きません。そうするうちに、どっとひどい風かぜが吹いてきて、灰は遠慮なしに四方八方へばらばらばらばら散って、殿との様さまやご家来の目や鼻の中へ入りました。すると、そこでもここでも目をこするやらくしゃみをするやら頭の毛を払うやら大変な騒さわぎになりました。殿との様さまは大そうお腹はら立だちになって、「……偽にせ物ものの花咲かじじいに違いない。不ふ届とどきなやつだ」と言って、欲よくばりおじいさんを縛しばらせてしまいました。おじいさんは、「……ごめんなさい。ごめんなさい」と言いましたが、とうとう牢ろう屋やへ連れて行かれました。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　笠かさ地蔵

    　　笠かさ地蔵

    　

    　　一、ある年の大おお晦みそ日か……

    　

    　昔むかし々むかし、雪深ふかいところに、おじいさんとおばあさんが住んでいました。おじいさんは、笠かさを拵こしらえては、それを売うって暮くらしていましたが、生活は非常に苦くるしく、その日その日を送おくるのがやっとでした。そして、ある年の大おお晦みそ日か、今年もこのままでは正月のお餅もちさえ買えないということで、今日も自分で拵こしらえた「笠かさ」を背負って町の年とし越こし市いちへと売りに行くのでした。おじいさんは、「……それじゃあ、ばあさん行ってくるよ」と言うと、おばあさんは、「……ええ、ええ、道どう中ちゅうくれぐれも気きを付つけて下くださいな」と言うのでした。

    　

    　　二、町で笠かさを売る

    　

    　さて、年とし越こし市いちで賑にぎやかな町まちへと来ると、おじいさんは、さっそく、元気に、「……笠かさや、笠かさや、笠かさはいらんかね」と、こう言って、上かみ町ちょうから下しも町ちょうへ、下しも町ちょうから上かみ町ちょうへと、一日中じゅう、何度も売り歩あるきましたが、誰一ひと人りとして笠かさを買う者ものはありませんでした。というのも、町の賑にぎやかな年とし越こし市いちでは、魚さかなや米こめその他の年とし越こしに必要なものなら、飛とぶように売うれていても、おじいさんの笠かさなど見み向むきもされなかったのです。やがて、日が暮くれて来きたので、仕し方かたなく、おじいさんは、（ばあさまもさぞかしがっかりするだろうなと思いながら）、とぼとぼと沈しずんだ気き持もちで家いえ路じへと向むかうのでした。

    　

    　　三、帰る途と中ちゅうで地蔵に……

    　

    　さて、その帰かえり道みち、途と中ちゅうからちらちらと雪ゆきが降りはじめ、峠とうげに差しかかった頃ころには、もうすっかり吹ふ雪ぶきになっていました。ふと見ると、道みち端ばたにお地じ蔵ぞうさんが六体並なみんで立っていました。「……おうおう、こんな吹ふ雪ぶきの中なか、裸はだか地じ蔵ぞうのままではさぞ寒さむかろう。さあ、せめてこの笠かさで少すこしでも雪ゆきを凌しのいで下くだされ」と、おじいさんはそう言ってお地じ蔵ぞうさんの頭あたまの雪を払はらい笠かさを順に被かぶせてやるのでした。ところが、お地じ蔵ぞうさんは、六体、笠かさは、五つしかありませんでした。そこで、おじいさんは、仕し方かたなく、一つ残った地じ蔵ぞうさんの頭あたまの雪を払はらってから自分が被かぶっていた手拭てぬぐいを丁てい寧ねいに地じ蔵ぞうさんの頭あたまにまいてやるのでした。そうすると、笠かさは一つも売れませんでしたが、何かとてもいい気持ちになって、おじいさんは家うちへと帰って行くのでした。

    　

    　　四、家うちへと帰る

    　

    　さて、暗くらくなってから手ぶらで家うちに帰ると、おばあさんは、「……お帰りなさい。さぞ寒さむかったでしょう。さあ、早く温あたたまってください。ところで、笠かさはどうでした」と聞くので、「……ばあさんすまない。笠かさは一つも売れんかった。その笠かさは、帰かえり道みち、吹ふ雪ぶきの中なかでお地じ蔵ぞうさんが六体寒さむそうに立たっていたので、余りに気きの毒どくじゃと思うて、笠かさを地じ蔵ぞうさんの頭あたまに一つ一つ被かぶせて来た」と言うと、おばあさんは、「……まあ、まあ、それはよいことをしましたね。そのまま笠かさを家うちに持ち帰っても、それよりもお地じ蔵ぞうさんの役に少しでも立ったなら、その方ほうがずっとよいことですよ」と言って、おじいさんとおばあさんは、その晩ばんはそのまま床とこに就つくのでした。

    　

    　　五、夜中、外そとに何やら物もの音おとが

    　

    　さて、その夜よる、おじいさんとおばあさんが寝ねていると何やら物もの音おとで目を覚さましました。はて、何だろうと思って、耳を澄すましていると、「……えいやさっさどっと、えいやさっさどっと」と、何か物ものを曳ひいて来くるようなかけ声ごえが聞こえて来ました。しかも、それは、だんだんとこちらに近づいて来るような感じで、やがて、戸と口ぐちでどさっと何か重おもたい物ものを置いたような音おとがしました。さて、何だろうと思って、おじいさんとおばあさんが戸を開けてみると、そこには何と米俵をはじめ、魚や野菜など年越しの材料やお金などがたくさん置いてありました。「……これは一体どうしたことだ」と、まわりを見てみると、雪道を遠く引き返かえしていく六人のお地じ蔵ぞうさんの姿すがたが見えました。おじいさんは、「……ああ、お地じ蔵ぞうさんたちが昨日きのうのお礼にと来きてくれたのか」と言うと、おばあさんは、「……おじいさん、これでよい正月が迎むかえられますね」と言って、おじいさんとおばあさんは、立ち去っていくお地じ蔵ぞうさんたちの姿すがたをずっと見み送おくりながら、いつまでも手を合わせるのでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　鶴の恩返がえし

    　　鶴の恩返がえし

    　

    　　一、一羽の鶴つるを助ける

    　

    　昔むかし々むかし、あるところに、おじいさんとおばあさんが住んでいました。ある寒い冬の日、おじいさんは町へたきぎを売りに出かけました。すると途中の田んぼの中で、一羽のツルがワナにかかっているのを見かけました。そこで、「……おお、おお、可愛そうに」と、おじいさんはそう思って、ツルを逃にがしてやりました。すると、ツルは、「……カウ、カウ、カウ」と、さもうれしそうに鳴ないて、飛んで行きました。

    　

    　　二、その夜、一ひと人りの娘が

    　

    　その夜、日暮ぐれ頃ごろから降り始はじめた雪が、コンコンと積つもって大雪になりました。おじいさんがおばあさんにツルを助けた話をしていると、表おもての戸とをトントン、トントンと叩たたく音がしました。「……ごめんください。開けてくださいまし」と、若い女の人の声でした。おばあさんが戸とを開けると、頭から雪をかぶった娘が立っていました。

    　おばあさんは驚いて、「……まあ、まあ、寒かったでしょう。さあ、早くお入り」と、娘を家に入れてやりました。「……わたしは、この辺りに人を訪ねて来ましたが、どこを探さがしても見当あたらず、雪は降るし、日は暮れるし、やっとの事でここまで参りました。ご迷惑でしょうが、どうか一晩泊めてくださいまし」と、娘は丁てい寧ねいに、手をついて頼みました。「……それはそれは、さぞ、お困りじゃろう。こんなところでよかったら、どうぞ、お泊まりなさい」と言うと、娘は、「……ありがとうございます」と、お礼を言うのでした。

    　

    　　三、何日も大おお雪ゆきが続く

    　

    　あくる朝、おばあさんが目を覚さますと、娘はもう起きて働いていました。いろりには火が燃え、鍋なべからは湯気があがっています。そればかりか、家じゅうがきれいに掃除されているのです。「……まあ、まあ、ご飯ばかりか、お掃除までしてくれたのかね。ありがとう」と言うのでした。そして、次の日も、その次の日も大雪で戸とを開ける事も出来ません。娘は、おじいさんの肩かたも揉もんでくれました。「……おお、おお、何てよく働く娘さんじゃ。何てよく気のつく優やさしい娘さんじゃ。こんな娘が家にいてくれたら、どんなにうれしいじゃろう」と、おじいさんもおばあさんもそう言って顔を見合わせました。すると娘は、手をついて頼みました。「……身寄りのない娘です。どうぞ、この家においてくださいませ」と。すると、おじいさんもおばあさんも、「……おお、おお」、「……まあ、まあ」と言って、喜び、それからは三人貧まずしいながら、楽しい毎日を過ごしました。

    　

    　　四、娘は機はたを織り始める

    　

    　さて、ある日、娘は、機はたを織りたいので、糸を買って来てくださいと、おじいさんに頼みました。おじいさんは、町で糸を買ってくると、娘は、「……機はたを織っている間あいだは、決して中なかを覗のぞかないでください」と頼み、そして、娘は、部屋に閉じこもって機はたを織り始めました。それから、三日後、娘は、美しい「布」（織物）を持って、外に出て来ました。娘は、この「布」（織物）を町に持って行って売り、帰りにはまた、糸を買って来て下さいと言うのでした。おじいさんは、「……これは、素晴らしい」と言って、町へ売りに行くと、その美しい「布」（織物）は、高い値段で売れるのでした。

    　

    　　五、部屋を覗のぞいてしまう

    　

    　娘は、再び、部屋で機はたを織りはじめ、三日後に、また、美しい「布」（織物）を持って、外に出て来ました。その「布」（織物）は、町では評判となり、より高い値段で売れました。そして、また、娘は、部屋に閉じこもって機はたを織り始めると、おじいさんとおばんさんは、一体、どのように機はたを織っているのかという「好奇心」と、次第に痩せてきた娘を「心配」して、終に、覗いてはいけないと言われていた、その「部屋のなか」をそっと覗いてしまったのでした。すると、そこには、一人の娘ではなく、「……一羽のツルが長いくちばしで自分の羽毛を引き抜いては、糸にはさんで機はたを織っていた」のでした。娘は、「……わたしは、いつか助けられたツルでございます。正体を見られては、ここに留まることはできません。もうお別れです」と、 おじいさんとおばあさんが止めるのも聞かず、娘は、一羽のツルとなって空高くへと舞い上がって行くのでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　地方バージョン

    　

    　　　　一、笠かさ地蔵

    　

    　　　　二、鶴の恩返がえし

    　　　笠かさ地蔵（岩手県江え刺さし郡ぐんバージョン）

    　　笠かさ地蔵（岩手県江え刺さし郡ぐんバージョン）

    　

    　　一、大おお晦みそ日か、町へ出かける

    　

    　昔むかし、雪ゆき深い所ところに貧乏な夫婦がありました。大おお晦みそ日かが来きたというのに、晩の年とし越こしの支し度たくも出来ないので、女房は、「……今まで丹たん精せいして績うんだ苧お枷かせ玉を売って米に代かえよう」と言うのでした。そこで、男は苧お枷かせを持って町へ出かけて行きました。「……苧おかせや、苧おかせや、苧おかせはいらんかね」と、ふれながら上かみ町ちょうから下しも町ちょうへ、何度も行ったり来たりしましたが、この年とし越こし市いちに誰だれ一人苧おかせなぞに見向く者さえなかったのです。それでも男は、「……苧おかせや、苧おかせや、苧おかせはいらんかね」と、夕ゆう方がたまでふれながら町を歩いてみましたが、とうとう買い手もつかず、仕方がないので、ぶらりぶらりと表おもて町まちを戻もどって来ると、向こうから一人の笠かさ売うりの爺じいさんが、「……笠かさや、笠かさや、笠かさはいらんかね」と言って、やって来るのでした。

    　

    　　二、偶然出で合あった二人は、

    　

    　さて、お互たがいに、「……苧おかせや、苧おかせや」、「……笠かさや、笠かさや」と、こう言って、二人は、行きずりに互たがいの顔かおを見み合あわせました。笠かさ売うりの爺じいさまが小こ立だちして、「……どうだね、若いの、一いっ向こうに品しな物ものがさばけぬようじゃが」と言葉をかけると、「……どうにも思うようになり申さぬ」と、男は笑うのでした。「……なるほどな、大おお晦みそ日かの市いちには笠かさや苧おかせは向むかぬものと見えるのう。わしも朝あさからこうして声こえをからして歩いておるのだが、一向に売れそうもござらぬ」と、爺じいさまは渋面しぶつらをつくるのでした。男は、「……魚さかなや米などだとみんな欲ほしがるのだが」と言いながら、両側の小こ店だなで飛ぶように売れて行くいろいろな品しな物ものを好ましそうにながめて大笑いしました。すると、笠かさ売うりの爺じいさまは、「……笑いごとじゃない。だがのう若い人ひと、お前はどこの御ご仁じんか知らぬが、今夜、その売れない苧おかせを家に持ち帰っても始はじまるまい。どうだい、このわしの笠かさと取り替えっこしないか、実のところ、このわしも売れない笠かさを今夜家うちに持ち帰りたくはないのだよ」と言うのでした。

    　

    　　三、帰り道、地蔵に……

    　

    　若い男は、「……ほんとうにそれもそうだ」と、そう思って、自分の苧おかせと爺じいさまの笠かさとを取り替かえるのでした。それから、その笠かさを持ってとぼりとぼりと家うちに向かいましたが、その途中の広い野原にさしかかりますと、俄にわかに雪が降ふり出して、おまけに吹ふ雪ぶきさえ立って来ました。男は、何となく進まぬ足どりで歩いていると、もう野の中なかの裸はだか地じ蔵ぞうのところまで来ていました。「……この寒さむさに、雪の中なかに裸はだかで立っていたら、地じ蔵ぞう様さまもさぞ寒さむかろう」と独ひとり言ごとを言って、男は苧おかせと取り替かえた笠かさを、地じ蔵ぞう様さまの頭あたまにかぶせてやりました。そしてまた、とぼとぼと空から手てで家うちへと帰って行くのでした。

    　

    　　四、家に帰ると、

    　

    　さて、家では女房が今いまに夫が米を買って帰るだろうと思って、年とし取とりの支し度たくをして待っていました。暗くらくなってから、夫は手ぶらでぶらりと帰って来ました。そして、「……苧おかせはとうとう売れなかったよ。それで笠かさ売うりの爺じいさんの笠かさと取り替えっこをしたが、その笠かさは野の中なかの石いし地じ蔵ぞう様さまの頭あたまにかぶせて来た」と、詳くわしく話はなしをして聞きかせました。それを聞いて、女房は夫を責せめるようなことは何も言わずに、ただ、「……笠かさを持って帰って来たとて、今夜の何の足しにもならないのだから、せめて地じ蔵ぞう様さまに上げて来たことはよかったですね」と言って、夫を慰なぐさめるのでした。そう言いながら、起きていてもつまらないので、早く寝ねてしまいました。

    　

    　　五、真夜中、外そとに物音が……

    　

    　夫婦がふと目を覚さますと、外そとではひどい吹ふ雪ぶきの音がしていました。その吹ふ雪ぶきの音の絶え間絶え間から何か「よんさよんさ」と物を担かついで来る音が聞こえました。今頃ごろ、何だろうと、二人は寝物語をしながらその音を聞いていました。すると、だんだんとその音がこっちに近づいて来ました。どうやら自分たちの家の方へやって来る様子でした。「……はて、変だなあ」と思って、夫婦が頭あたまを上げると、「……昼ひる間まのことは過か分ぶんじゃった」と大きな声がして、誰かが戸と口ぐちのところにどさりと、何か重おもい物でも置くような音がしました。

    　夫婦が起きて見ると、戸と口ぐちに何だか大きな袋ふくろが置いてありました。吹ふ雪ぶきの中なかを大きな石いし地じ蔵ぞう様さまが向こうへ、のこのこと歩いて行くのが見えました。二人はその袋ふくろを開けて見ると、なかには大判小判が一いっ杯ぱい入っているのでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　鶴つる女房（新潟県バージョン）

    　　鶴つる女房

    　

    　　一、若者と鶴つるとの出合い

    　

    　昔むかし々むかし、山深ぶかい所ところに、一ひと人りの貧まずしい若者がありました。ある冬の寒さむい日のこと、若者が山へ柴しばを刈かりに行くと、鶴つるが一羽、パタバタと落ちるように降おりて来ました。そして、飛び上がろうとしてはよろめき、よろめいては羽ばたいて、若者の側そばへと来ました。力尽きて蹲うずくまった鶴つるをよくよく見ると、鶴つるは羽のつけ根に矢を射いられて苦しんでいるのでした。「……おお、可哀そうに。これでは飛ぶにも飛べないだろう」と、若者は周囲あたりを見渡わたしましたが、猟りょう師しの姿すがたは見えませんでした。そこで、急いで矢を抜いて、持っていた竹たけ筒づつの水で傷きず口ぐちを洗ってやり、「……ちょっと待っとれよ」と言って、とある草を探さがし見つけて、その草くさの葉の絞しぼり汁じるを傷きず口ぐちになすり付けてやりました。「……さあ、もう大丈夫だ。これからは猟りょう師しの近くへは近ちか寄よるんじゃないよ」と言って、離はなしてやると、鶴つるは、若者の頭あたまの上を三さん遍べん輪わを描えがくように飛んでから、「カウ」という一ひと声こえ残して、空そら高たかく飛とんで行くのでした。

    　

    　　二、ある晩、一ひと人りの娘が……

    　

    　しばらく経たったある晩ばん、若者の家いえの戸とをトントン、トントンと叩たたく者がありました。「……はて、こんな凍いてつく晩ばんに外そとを歩いている人ひとなんぞあるんかな。誰だい」と言いながら戸とを開けると、戸と口ぐちには見たこともないような美しい娘が一ひと人り立っていました。寒かん風ぷうがピューツと吹ふき込こんで、若者は思おもわず身を縮ちぢこめて、「……おお寒さむふ、そんなところへ立っていないで中なかへ入って」と、娘を引き入れて戸とを閉しめるのでした。「……あんたさん、どなたでしたか」と聞くと、娘は、「……すみませんが、今晩ひと晩泊とめて下さい」と言うのでした。若者は、旅の途と中ちゅうで行き暮くれた娘かなと思うて気の毒になり、泊とめてやるのでした。娘は次の日もその次の日になっても若者の家にいて、旅立つ気配がないのでした。

    　

    　　三、娘は、若者の嫁に

    　

    　一方、若者も、毎日、仕事から帰ってみると、夕ゆう食げが出来ているし、又、家の中なかはきれいに掃除されているし、別段、旅たび立ちを急せかせる気もなかったのです。そうして日が経たった、ある日、若者が柴しばを集めて山やまから帰って来ると、娘はニコリと微笑ほほえんで、「お疲れ様」と言ってやさしく迎え、「……わたしは、あなたの嫁よめでございます」と言うのでした。若者は、びっくりして、「……からかっては困こまる。おれは貧びん乏ぼうで己れ一ひと人りの口を養やしなうのが精一杯、今、嫁よめを迎むかえたりしたら、すぐにでも食たべるものに事こと欠かく有あり様さまなのです」と言うと、娘は、ちょっと小首を傾かしげて、「……それは心配入りません。私にいい思案があります」と言うのでした。「……そうか。そんならお前まえさえよかったら俺は有あり難がたいくらいだ」と、承知して、二人は夫婦になりました。

    　

    　　四、機はたを織り始はじめる

    　

    　次の朝あさになると嫁よめ御ごは、若者に、「……私に機はた織おり場ばを立たてて下さいませ」と頼たのむのでした。若者が立ててやると、嫁よめ御ごは、「……これから錦にしきを織りますが、どうか七日間、決して中なかを見ないで下さい」と言い、若者に堅かたく約束させるのでした。それからというもの、朝から晩まで、キッコバタン、キッコバタンと機はたを織るおさの音おとが鳴り続きました。若者は、嫁よめ御ごに約束した通とおりのぞき見みしませんでした。七日が過ぎ、キッコバタン、キッコバタンという音も止やみ、嫁よめ御ごが機はた織おり場ばから出て来ました。「……この錦にしきを明あ日すは殿との様さまのところへ持って行って、売って来て下さい。『この世に二つと無い錦にしき』と言えば、千両で売れるでしょう」と言うので、「……これが千両になるのか」と、若者は一両すら持ったことがないので吃驚びっくりするのでした。

    　

    　　五、殿との様さまのところへ

    　

    　次の日、殿との様さまのところへ行くと、嫁よめ御ごの言う通とおり、千両で買ってくれました。そして、「……もう一反いったん織おって参れ」と言い付つけたのでした。若者は、千両持って家うちに帰って来て、殿との様さまの御命令を嫁よめ御ごに伝えると、嫁よめ御ごは、「……もう一反いったん織おれますかどうか、でも、あなたの命いのちが危あぶないと言うのなら、もう一度、機はた織おり場ばに入ってみましょう。前と同じように、どうか七日間の間あいだ、決して中なかを覗のぞかないで下さい」と言い置おいて、また機はた織おり場ばに籠こもり、そしてまた、キッコバタン、キッコバタンという機はたを織るおさの音おとが鳴り続くのでした。

    　

    　　六、若者は、終ついに……

    　

    　さて、（最後の）七日目、若者は、「……いったいどうやってあんなきれいな錦にしきを織ることが出来るのだろう」と思うと、中なかを見たくて見たくてたまらなくなり、それでそおっと機はた織おり場ばの中なかを覗のぞいてみると、なんとそこには嫁よめ御ごの姿すがたはなく、一羽の鶴つるが己おのれの羽はねを一本抜ぬいては織おり込こみ、また一本抜ぬいては織おり込こんでいるのでした。もうほとんど抜ぬくべき羽はねもなく、全身赤あかむけだったのです。すると、「……ようやくこの錦にしきを織り上げました。ですが、あれだけ約やく束そくしたのにあなたは覗のぞいてしまいました。わたしの正体を見られたからには、もうここにはおられません。わたしは以前、あなたに助けてもらった鶴つるです。恩おん返がえしをしよう。優やさしいあなたのお側そばにいたい、二つの思おもいで人間に化け身しんしておりました。短い間あいだでしたが、たのしい毎日でした」と言うと、家の外そとへと出て行き、一ひと声こえ大きく「カウ」と鳴くと、どこからともなく、たくさんの鶴つるが飛んで来て、嫁よめ御ごを囲かこみ込むようにして空そらへ舞い上がり、遙はるか彼かな方たへと飛とび去って行いくのでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　一、鶴の恩返し（その基本形）

    　

    　むかしむかし、あるところに、おじいさんとおばあさんが住んでいました。ある寒い冬の日、おじいさんは町へたきぎを売りに出かけました。すると途中の田んぼの中で、一羽のツルがワナにかかっているのを見かけました。おじいさんは可哀想に思って、ツルを助けてやりました。するとツルは、「カウ、カウ、カウ」と、鳴いて、飛んで行きました。

    　その夜、雪の降る中、戸を叩く音がしました。戸を開けると、娘が一人立っていて、道に迷い、行くあてもなく、一晩泊めてください、と頼むのであった。老夫婦は、喜んで娘を泊めてやりました。翌日から、娘は、せっせと食事の手伝いや掃除などをしました。何日も外の大雪は降り止まず、娘は、やがて、この家においてくださいと頼むのであった。

    　そして、ある日、娘は、機はたを織りたいので、糸を買って来てくださいと、おじいさんに頼みました。おじいさんは、町で糸を買ってくると、娘は、「……機はたをおっている間は、決して中をのぞかないでください」と頼みました。三日後、娘は、美しい「布」（織物）を持って、外に出て来ました。娘は、この「布」（織物）を町に持って行って売り、帰りにはまた、糸を買って来て下さいと言うのでした。

    　娘は、再び、部屋で機はたを織りはじめ、三日後に、美しい「布」（織物）を持って、外に出て来ました。その「布」（織物）は、町では評判となり、より高い値段で売れました。そして、また、娘は、部屋に閉じこもって機はたを織り始めると、おじいさんとおばんさんは、一体、どのように機はたを織っているのかという「好奇心」と、次第に痩せてきた娘を「心配」して、終に、覗いてはいけないと言われていた、その「部屋のなか」をそっと覗いてしまったのでした。すると、そこには、一人の娘ではなく、「……一羽のツルが長いくちばしで自分の羽毛を引き抜いては、糸にはさんで機はたを織っていた」のでした。娘は、「……わたしは、いつか助けられたツルでございます。正体を見られては、ここに留まることはできません。もうお別れです」と、おじいさんとおばあさんが止めるのも聞かず、娘は、一羽のツルとなって空高くへと舞い上がって行くのでした。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、これが有名な『鶴の恩返し』の基本形であるが、これは、一体、何なのか？　それは、基本的には、やはり「因果応報」ということであり、「……善いことをすれば、善い結果がわが身に降りかかり、悪いことをすれば、悪い結果がわが身に降りかかる」ということである。――つまり、ツルを助けてやったからこそ、ツルは、その恩返しに来たのであり、一方、覗いてはいけないという約束を破ったから、ツルは、出て行ってしまったのである。

    　また、浦島太郎は、いじめられていたカメを助けたからこそ、カメは、その恩返しに竜宮城へと連れて行くのであり、一方、開けてはいけないという玉手箱を開けてしまったからこそ、浦島太郎は、「おじいさん」（現実の年齢に戻る）ことになるのである。

    　むろん、その他の「……舌切りすずめ、こぶとり爺さん、かちかち山、さるかに合戦、花咲かじいさん、笠かさ地蔵、その他」なども、基本的には、同じような「因果応報」に基づいた内容になっているかと思うが、それはまた、様々な「欲深さやいじわるな性格」などは、結果として、その人に「禍わざわい」を齎もたらすことが多く、一方、「貪どん欲よくでない心優やさしい性格」などは、結果として、その人に「福」を齎もたらすことが多いという内容にもなるのだろう。そして、「桃太郎」や「金太郎」それに「一寸法師」などは、例えば、鬼退治のような「勧かん善ぜん懲ちょう悪あく」やまた「立身出世」型などにもなっているのだろう。

    　それでは、その「……善いことをすれば、善い結果がわが身に降りかかり、悪いことをすれば、悪い結果がわが身に降りかかる」という「考え方」は、一体、どこから生じて来るのだろうかと敢えて問えば、それはもちろん、われわれ人間の「頭の中」（或いは「心の中」）からであるが、特にわれわれ人間の「理知的部分」（それは「知性＋理性＋母体のようなもの」から成る）からであり、その中なかでも、まさに「母体のようなもの」（その内に宿る「善のＤＮＡ」＝それは「良心」の源泉でもある）からということになるのだろう。

    　

    　　二、覗きとは

    　

    　さて、それでは、その「覗き」という問題を考えてみたいと思うが、まず、「覗き」というのは、一体、何かと敢えて問えば、それは、まさにわれわれ人間の「好奇心」そのものに他ならないのである。しかも、それは、堂々と見るというよりは、むしろ「こっそりと見る」ということであり、それでは、なぜ「こっそりと見る」のだろうか？　それは、自分の存在を気づかれないようにして、まさにできるだけ「対象」をそのまま（あるがまま）に見てみたいという「好奇心」に他ならないのである。

    　例えば、人間、動物、植物、自然、人工物、宇宙、その他、何であれ、まさにできるだけ対象をそのまま（あるがまま）に見てみたいという「好奇心」であり、その対象が「人間」であるような場合は、例えば、われわれ人間というのは、他人の前ではどうしても他人を意識した「姿」（言動）などになりやすい傾向があるかと思うが、それゆえ、そうではない他人を全く意識しない、その人の、まさに素のまま（あるがまま）の「姿」（言動）などを見てみたいという、そういう「一つの欲求」でもあるということである。

    　例えば、女性の部屋をはじめ、女性の風呂場、トイレ、更衣室、その他、そのようなところへの「覗き」も、極めて多いかと思うが、それらに加えて、他人の部屋、タンスや引出しの中、日記、手紙、写真、その他をはじめ、パソコン、ケータイ、スマホ、その他の中を覗いてみたり、また、何らかの「秘密の情報や極秘文書、その他」などを覗いてみたりと、その他、実に多種多様なものがあるかと思うが、それらを一言で言えば、ほんとうのことが知りたい、その「実体」（ほんとうのこと、ほんとうの姿、ほんとうの生態、ほんとうの事情、ほんとうの状況、ほんとうの心、その他）、ほんとうの何かがが知りたいという、そういう「好奇心」でもあるということである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　御お伽とぎ草ぞう子し

    　

    　　　　一、一寸法師

    　

    　　　　二、 浦島太郎

    　　一寸法師（原文）

    　

    　　一、生い立ち

    　

    　中ごろのことなるに、津の国難な波にはの里さとに、おほぢとうばと侍はべり。うば四十に及ぶまで、子のなきことを悲しみ、住すみ吉よしに参り、なき子を祈り申すに、大だい明みゃう神じんあはれとおぼしめして、四十一と申すに、ただならずなりぬれば、おほぢ喜び限りなし。やがて十と月つきと申すに、いつくしき男をの子こをまうけけり。

    　さりながら、生れおちてより後のち、背一寸いっすんありぬれば、やがて、その名を一いっ寸すん法ぼふ師しとぞ名づけられたり。年月としつきをふる程に、はや十二三になるまで育てぬれども背も人ならず。つくづくと思ひけるは、ただ者にてはあらざれ、ただ化ばけ物もの風ふ情ぜいにてこそ候へ、われらいかなる罪の報むくひにて、かやうの者をば、住すみ吉よしより給たまはりたるぞや、あさましさよと、見る目もふびんなり。夫婦思ひけるやうは、「あの一寸法師めを、何方いづかたヘもやらばやと思ひける」と申せば、やがて一寸法師此このよし承り、親にもかやうに思はるるも、口くち惜をしき次第かな、何方いづかたへも行かばやと思ひ、刀なくてはいかがと思ひ、針を一つうばに請こひ給へば、取り出いだし給たびにける。すなはち麦むぎわらにて柄つか鞘さやをこしらへ、都へ上のぼらばやと思ひしが、自し然ぜん船ふねなくてはいかがあるべきとて、又うばに、「御ご器きと箸はしと給たべ」と申しうけ、名な残ごり惜をしくとむれども、立ち出でにけり。住吉の浦より御器ごきを船としてうち乗りて、都へぞ上のぼりける。

    　　住みなれし難な波にはの浦うらを立ち出でて都みやこへ急ぐわが心かな（原文）

    　　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　そう遠とおくない昔むかしのことであるが、摂せっ津つの国難な波にわの里さとに、おじいさんとおばあさんがおりました。おばあさんは四十歳になるまで子供がいないことを悲しみ、住すみ吉よしにお参りをして、子供を授さずけて下くださるようお祈いのりすると、大だい明みょう神じんはそれを哀あわれとお思いになり、四十一歳というのに、何と妊娠したということであり、おじいさんの喜びようは大変なものでした。やがて十月とつきが経たって、可愛らしい男の子をもうけたのでした。

    　しかし、その男の子は生れ落ちてから後のちも背が一寸（約三㌢)しかなかったので、その名を「一いっ寸すん法ぼう師し」と名づけられたのでした。年月としつきを経て、はや十二、三歳になるまで（大事に）一寸法師を育ててみたが、背せいは人並みの大きさにはならず、つくづく思うことは、これは、ただ者ではなく、きっと化け物の類の子に違いない。われわれのいかなる罪の報むくいとして、このような子供を住吉大だい明みょう神じんから授さずかったのだろうか、実に情けないことだと、見るからに不ふ憫びんであり、夫婦が思っていることは、「……あの一寸法師めをどこかにやってしまうこと」、それを言うと、一寸法師はそれを素直に受け入れ、親にもこんな風に思われるとは何とも悔くやしいことであり、どこへでも行ってしまおうと思い、ただ刀なくては仕方ないと思い、針を一本おばあさんに下くださいとお願いすると、取り出して与えてくれたので、麦わらで針はりの刀の「柄つかと鞘さや」をこしらえて、都へ上のぼろうと思ったが、自然、船がなくてはどうしようもないと思い、又、おばあさんに、「……お椀わんと箸はしを下ください」と言って受け取り、名残り惜おしく感じつつも旅たび立だつのでした。一寸法師は、住すみ吉よしの浦うらからお椀わんを船として乗り込み、都へと上のぼって行ったのでした。

    　　住みなれた難な波にわの浦うらを旅立ちて、都みやこへと急いそぐわが心かな。

    　

    　　二、京へと上る

    　

    　かくて鳥と羽ばの津にも着きしかば、そこもとに乗り捨てて、都みやこに上り、ここやかしこと見る程ほどに、四し条でう五ご条でうの有様、心も言葉にも及およばれず。さて三さん条でうの宰さい相しゃう殿どのと申す人のもとに立ち寄りて、「物申さん」といひければ、宰さい相しゃう殿どのはきこしめし、おもしろき声と聞き、縁えんの端はなへ立ち出でて、御ご覧らんずれども人もなし。一寸法師、かくて人にも踏ふみ殺されんとて、有りつる足あし駄だの下にて、「物申さん」と申せば、宰さい相しゃう殿どの、不思議のことかな、人は見えずして、おもしろき声にて呼ばはる、出いでて見ばやとおぼしめし、そこなる足あし駄だはかんと召されければ、足あし駄だの下より、「人な踏ふませ給ひそ」と申す。不思議に思ひて見れば、一いっ興きょうなるものにて有りけり。宰さい相しゃう殿どの御覧じて、げにもおもしろき者なりとて、御笑ひなされけり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、一寸法師は、そうやって鳥と羽ばの津（港みなと）に到着すると、その港みなとに船を乗り捨てて、都みやこに上り、あちこちと見て歩くうちに、四条五条しじょうごじょう（通とおり）の様子は、心で想像することも言葉で言い表すことも出来ないほどの賑にぎやかなさでした。――さて、三条の宰さい相しょう殿どのという人の屋敷に立ち寄って、「もの申さん」と言うと、宰さい相しゃう殿どのはそれをお聞きになり、面白い声こえだと思い、縁えん側がわの先さきへと出て行って、御ご覧らんになったが人影もない。一寸法師は、このように人に踏ふみ殺されないようにと、置いてある足あし駄だ（高たか下げ駄た）の下から、「もの申さん」と言うと、宰さい相しょう殿どのは、不思議なことだ、人の姿すがたは見えないのに面白い声こえにて呼んでいる。出て行って見てみようとお思いになり、そこにある足あし駄だ（高たか下げ駄た）を履はこうとしたところ、その足あし駄だ（高たか下げ駄た）の下から、「……人をお踏みになさるな」と言う（声がする）。不思議に思って見ると、それは何とも風変わりなものであった。宰さい相しょう殿どのはそれを御ご覧らんになって、実に面白い者だと思い、お笑いになられたのでした。

    　

    　　三、一寸法師の或るはかりごと

    　

    　かくて年とし月つき送る程に、一寸法師十六になり、背はもとのままなり。さる程に宰さい相しゃう殿どのに、十三にならせ給たまふ姫君おはします。御おんかたちすぐれ候さうらへば、一寸法師姫君を見み奉たてまつりしより、思ひとなり、いかにもして案あんをめぐらし、わが女房にせばやと思ひ、ある時、みつものの打撒うちまき取り、茶ちゃ袋ぶくろに入れ、姫君の臥ふしておはしけるに、はかりごとをめぐらし、姫君の御口おんくちにぬり、さて茶ちゃ袋ぶくろばかリ持ちて泣き居ゐたり。宰さい相しゃう殿どの御覧じて、御お尋たづねありければ、「姫君の、童わらはがこの程取り集めて置き候うちまきを、取らせ給たまひ、御おん参り候ふ」と申せば、宰さい相しゃう殿どの大きに怒いからせ給たまひければ、案あんのごとく姫君の御口おんくちに付きてあり。「まことに偽いつはりならず。かかる者を都に置きて何かせん。いかにも失ふべし」とて、一寸法師に仰せつけらるる。一寸法師申しけるは、「童わらはが物を取らせ給ひて候さうらふ程に、とにかくにもはからひ候へとありける」とて、心のうちにうれしく思ふこと限りなし。姫君はただ夢の心ここ地ちして、あきれはててぞおはしける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　こうして年とし月つきを送るうちに、一寸法師は十六歳になりましたが、背せ丈たけは元のままでした。さて、宰さい相しょう殿どのには十三歳になられる姫ひめ君ぎみがおられ、その姿・形すがたかたちは実に美しく、一寸法師は、姫ひめ君ぎみを初めて見た時から一ひと目め惚ぼれに深く陥おちいり、何とかして自分の妻にしようと思案を巡めぐらしていたが、ある時、打撒うちまき（それは「神しん前ぜんに供そなえる米や散米」など）を取り、それを茶ちゃ袋ぶくろに入れて、姫君の昼ひる寝ねをしておられる時に、計略を実行して、その打撒うちまき（お米）を姫ひめ君ぎみのお口に塗り、茶ちゃ袋ぶくろだけを持って泣いているのでした。

    　宰さい相しょう殿どのは、これを見て、一寸法師にその訳わけを聞くと、一寸法師は、「……姫ひめ君ぎみが自分が取り集めて置いた打撒うちまきを取ってしまわれたのです」と言うので、宰さい相しょう殿どのは、非常にお怒いかりになり、見てみると、案の定、姫ひめ君ぎみのお口に付いていました。そこで、宰さい相しょう殿どのは、「……誠に偽いつわりないこと、このような者を都に置いておけようか。どのようにも始末せよ」と、一寸法師に始末（後始末）を言い付けるのでした。そこで一寸法師が姫ひめ君ぎみに言うことには、「……私の物をお盗みなされたということで、ともかく私に姫ひめ様さまの始末は任せると申された」と言って、心の中ではこの上もなく嬉うれしい気持ちになるのでしたが、姫ひめ君ぎみは、ただ夢のような心地で呆あきれ果てておられるのでした。

    　

    　　四、都を出て船に乗る

    　

    　一寸法師、とくとくとすすめ申せば、闇やみへ遠く行く風ふ情ぜいにて、都みやこを出でて、足に任せて歩み給たまふ。御おん心こころの中うち、推おしはからひてこそ候さうらへ。あらいたはしや一寸法師は、姫君を先に立ててぞ出でにけり、宰さい相しゃう殿どのはあはれ此この事ことをとどめ給たまひかしとおぼしけれども、継母ままははのことなれば、さしてとどめ給たまはず。女房たちも付き添ひ給たまはず。姫君あさましき事に思おぼしめして、かくて何方いづかたへも行くべきならねど、難な波にはの浦うらへ行かばやとて、鳥と羽ばの津より船に乗り給たまふ。折ふし風荒あらくして、きやうがる島しまへぞ着けにける。船より上あがり見れば、人住むとも見えざりけり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　一寸法師が早く早くとせき立てるので、まるで闇やみへと遠く行くような様子で、都を出て、足に任せて歩いていました。その心の中は、自然と推し量はかられるもので、何とも気の毒なことに、一寸法師は、姫ひめ君ぎみを先に立てて出て行きました。宰さい相しょう殿どのは可か哀わい想そうに思い、この事を引ひき止とめてほしいとお思いになるが、継母ままははであったので、さほど（強く）姫ひめ君ぎみをお止とめにはならなかったのです。しかも、お使いの女にょう房ぼうたちも付つき添そわず、姫ひめ君ぎみは驚き呆あきれた事だとお思いになるが、どこへ行ったらよいものかと、とにかく難な波にわの浦うらへ行ってみようと思って、鳥と羽ばの津（港みなと）から船に乗りました。その折おりに、海うみは強い暴ぼう風ふうで荒あれて、船は風変わりな島へと着きました。船から降りて見ると、人が住んでいるようにも見えませんでした。

    　

    　　五、島に上陸すると、

    　

    　かやうに風悪わろく吹きて、かの島へぞ吹き上げける、とやせんかくやせんと、思ひわづらひけれども、かひもなく、船より上あがり、一寸法師はここかしこと見めぐれば、いづくともなく鬼おに二人来きたりて、一人は打うち出での小こ槌づちを持ち、いま一人が申すやうは、「呑のみて、あの女房取り候さうらはん」と申す。口より呑のみ候さうらへば、目の中うちより出いでにけり。鬼おに申すやうは、「是これは曲くせ者ものかな。口をふさげば目より出いづる」。一寸法師は鬼に呑まれては、目より出いでて、とび歩あるきければ、鬼おにもおぢをののきて、「是はただ者ならず。ただ地ぢ獄ごくに乱らんこそ出いで来たれ。ただ逃げよ」といふままに、打うち出での小こ槌づち、杖つゑ、笞しもつ、何にいたるまでうち捨てて、極ごく楽らく浄じゃう土どの乾いぬゐの、いかにも暗き所へ、やうやう逃げにけり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　かように風は悪く吹いて、かの島へと吹き上げました。どうしょうかこうしょうかと思い迷まよっていたが、その甲斐かいもなく、船から上がり、一寸法師は、あちらこちらと見まわしていると、どこからともなく鬼が二人現われて、一人は手に打ち出の小こ槌づちを持ち、もう一人が言うには、「……（小さいやつは）呑んでしまい、あの女房を取ってしまおう」と言うのでした。そこで、口から呑み込んでみると、目から飛び出してしまう。鬼の言うことには、「……これは曲くせ者ものだ。口を塞ふさげば目から出て来てしまう」と。

    　一寸法師は、鬼に呑のまれると目から飛び出て、跳とんで動きまわるので、鬼たちも恐れ戦おののいて、「……これはただ者じゃない。地獄に反乱でも起きたのだ、ただ逃げよう」と言いながら、打ち出の小こ槌づちをはじめ、杖つえ、笞むち、その他、何から何までうち捨てて、極楽浄土の「北西」の方向、いかにも暗い所ところへと逃げて行きました。

    　

    　　六、鬼が残した打ち出の小こ槌づちで

    　

    　さて、一寸法師は是これを見て、まづ打うち出での小こ槌づちを濫妨らくばうし、「われわれが背せいを大きになれ」とぞ、どうど打ち候さうらへば、程ほどなく背せい大きになり、さて此この程ほど疲れにのぞみたることなれば、まづまづ飯めしを打ち出いだし、いかにもうまさうなる飯、いづくともなく出いでにけり。不思議なる仕し合あはせとなりにけり。

    　その後のち、黄こ金がね銀しろかね打ち出いだし、姫君ともに都へ上のぼり、五条あたりに宿をとり、十日ばかりありけるが、此この事こと隠れなければ、内だい裏りにきこしめされて、急ぎ一寸法師をぞ召めされけり。すなはち参さん内だいつかまつり、大だい王わう御ご覧らんじて、「まことにいつくしき童わらはにて侍はべる。いかさまこれはいやしからず」。先祖を尋たづね給ふ。おほぢは堀ほり河かはの中ちゅう納な言ごんと申す人の子なり。人の讒ざん言げんにより、流され人びととなり給ふ。田舎ゐなかにてまうけし子なり。うばは伏ふし見みの少せう将しゃうと申す人の子なり。幼き時より父母ちちははに後おくれ給ひ、かやうに心もいやしからざれば、殿てん上じゃうへ召めされ、堀ほり河かはの少せう将しゃうになし給たまふこそめでたけれ。父母をも呼び参らせ、もてなしかしづき給ふ事、世の常にてはなかりけり。

    　さる程に少将殿、中納言になり給ふ。心こころかたちはじめより、よろづ人にすぐれ給たまへば、御ご一いち門もんのおぼえいみじくおぼしける。宰さい相しゃう殿どのきこしめし、喜び給たまひける。その後のち、若わか君ぎみ三人出いできけり。めでたく栄え給たまひけり。

    　住すみ吉よしの御おん誓ちかひに、末すゑ繁はん昌じゃうに栄へ給たまふ、世のめでたき例ためし、これに過ぎたることはよもあらじとぞ申し侍はべりける。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、一寸法師はこれを見て、まず、打ち出の小こ槌づちを取って、「……われわれが背せいよ、大きくなれ」と、どんと打ったところ、間まもなく背せいが大きくなりました。さて、今回は疲れて（飢えて）いたので、ともかくも飯めしを打ち出すと、いかにも美味おいしそうな飯めしが、どこからともなく現われて、何とも不思議な幸せとなりました。

    　その後、一寸法師は金銀財ざい宝ほうを打ち出して、姫ひめ君ぎみと一緒に都みやこへと戻り、五ご条じょうあたりに宿やどを取って十日ばかり過ごしましたが、このことは隠かくしてはいなかったので、宮中に知られることとなり、急遽きょ、一寸法師が呼ばれることになりました。大王（帝みかど）は、一寸法師を御ご覧らんになって、「……誠に美しい少年である。きっとこれは賤いやしいものではない」と、一寸法師の先祖を調しらべさせました。すると、一寸法師の祖父は、堀ほり河かわの中ちゅう納な言ごんという人の子供であり、人の讒ざん言げん（噓うその告げ口）により田舎いなかに流され、そこで生まれた子供でした。祖母は、伏ふし見みの少しょう将しょうという人の子供であり、幼い時から父ふ母ぼに先立たれていたそうです。このように（素性も）心にも卑いやしいところがないので、殿てん上じょう（宮中）へと呼ばれ、堀ほり河かわの少将になられたことは、誠にめでたいことである。一寸法師は、（自分を嫌った）父母ちちははも都みやこに呼び、大切にもてなし世話なされたことは、世の常つねにはないほどでした。

    　そうこうしている内に、（一寸法師の）少しょう将しょう殿は、中ちゅう納な言ごんに出世なさいました。心も容姿も初めから、世間一般の人より優すぐれておられたので、御一門への帝みかどのおぼえもたいそうめでたくいらっしゃたのです。宰さい相しょう殿どのもそれをお聞きになり、たいそうお喜びになりました。その後、三人の若君（子供）が生まれて、めでたく栄えたと言うことです。

    　住すみ吉よしの御おん誓ちかひ（これは子宝の神、安産の神、立身出世の神の御ご利り益やく）通りに、めでたく立身出しゅっ世せなされて、末永く繁はん昌じょうし繁栄されたことは、世のめでたい例れいとしては、これ以上のものはないだろうと世間に申し伝えられているとか。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　一寸法師（解説）

    　

    　さて、この御お伽とぎ草そう紙しの『一寸法師』と今日の『一寸法師』の昔むかし話ばなしとの「大きな違い」の一つは、まさに次のようなところであり、それは、「……年月としつきを経て、はや十二、三歳になるまで（大事に）一寸法師を育ててみたが、背せいは人並みの大きさにはならず、つくづく思うことは、これは、ただ者ではなく、きっと化け物の類の子に違いない。われわれのいかなる罪の報むくいとして、このような子供を住吉大だい明みょう神じんから授さずかったのだろうか、実に情けないことだと、見るからに不ふ憫びんであり、夫婦が思っていることは、『……あの一寸法師めをどこかにやってしまうこと』、それを言うと、一寸法師はそれを素直に受け入れ、親にもこんな風に思われるとは何とも悔くやしいことであり、どこへでも行ってしまおうと思い」、そこで、都へと上のぼって行くのでした。むろん、この内容では、例えば、子供たちに読み聞かす「昔むかし話ばなし」としては、やはり「不向き」であり、それゆえ、今日のような『一寸法師』の内容へと変化しているのだろう。

    　そして、もう一つの「大きな違い」は、この御お伽とぎ草そう紙しの『一寸法師』では、「……宰さい相しょう殿どのには十三歳になる姫ひめ君ぎみがおられ、一寸法師は、その姫ひめ君ぎみを初めて見た時から一ひと目め惚ぼれに深く陥おちいり、何とかして自分の妻にしようと思い、ある時、姫君の昼ひる寝ねをしている時に、或る「策さく略りゃくを実行する」が、この「策さく略りゃくの実行」（いわば悪わる巧だくみ）が、一般には子供たちに読んで聞かせる「昔むかし話ばなし」としては、やはり「不向き」になるのだろう。その後、二人は、宰さい相しょう殿どのの怒いかりにふれて、都みやこを追い出され、船に乗って（一寸法師の故ふる郷さと）「難な波にわ」に行こうとするが、途中、海上で「激しい風」に吹かれて、何と「鬼が島」へと漂着してしまう。そして、その「鬼が島」に上陸すると、二人の「鬼」が現われて、二人に襲いかかるが、一寸法師は、その二人の「鬼」を追い払い、その時、一人の「鬼」が落として逃げた「打ち出の小こ槌づち」で、一寸法師の「背が大きくなる」という展開になる……。

    　一方、今日の『一寸法師』の場合では、いわゆる「鬼が島」に漂着するのではなく、お姫ひめ様と一寸法師が「清水寺に参拝に行った」、その帰りに、その頃ころ、世間を騒さわがしていた「鬼」が現われて、二人に襲いかかるが、一寸法師は、その「鬼」を追い払い、その「鬼」が逃げる時に落とした「打ち出の小こ槌づち」で、一寸法師は、「背が大きくなる」という展開になるかと思うが、この方が子供たちに読んで聞かせる「昔むかし話ばなし」としては、いわば「無難な展開」になるのだろう。……

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　浦島太郎（原文）

    　　浦島太郎（原本）

    　

    　　一、ある日、亀かめを釣り上げる

    　

    　昔丹たん後ごの国くにに、浦うら島しまといふもの侍はべりしに、その子に浦うら島しま太た郎ろうと申して、年の齢よわひ二十四五の男をとこ有りけり。明け暮れ海のうろくづ（魚）をとりて、父母ちちははを養ひけるが、ある日のつれづれに、釣つりをせんとて出でにけり。浦うら々うら島しま々じま、入江々々、至らぬ所もなく、釣つりをし、貝を拾ひ、みるめを刈りなどしける所に、ゑしまが磯いそといふ所にて、亀かめを一ひとつ釣り上げける。浦島太郎此この亀かめにいふやう、「汝なんじ、生しゃう有るものの中にも、鶴つるは千年、亀かめは万年とて、命久しきものなり。忽たちまちここにて命をたたん事、いたはしければ、助くるなり。常には此この恩おんを思ひ出いだすべし」とて、此この亀かめをもとの海にかへしける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　昔むかし、丹たん後ごの国くにに浦島という者ものがおりましたが、その子に浦島太郎という二十四、五歳の男がありました。朝から晩まで海で魚さかなを捕とって父母を養やしなっていたのですが、ある日、いつものように釣りをしようと出かけたのでした。海岸や島或いは入り江など行かない所もなく、あらゆる所で釣つりをし、貝を拾ひろい、海み松る布め（海藻）を刈かっていたところ、絵え島しまが磯いそという所で亀かめを一匹釣り上げました。浦島太郎がこの亀かめに言うには、「……お前は、命いのちあるものの中なかでも、鶴つるは千年、亀かめは万年といって、長寿の者である。それゆえ、突然、ここで命いのちを奪うばうのは余りに可か哀わい想そうだから、助けてやろう。常にこの恩を思い出すがよい」と言って、この亀かめを元の海へと帰したのでした。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、「原文」では、浦島太郎は、海の上うえで直接「亀かめ」を釣り上げるが、「……お前は、命いのちあるものの中なかでも、鶴つるは千年、亀かめは万年といって、長寿の者である。それゆえ、突然、ここで命いのちを奪うばうのは余りに可か哀わい想そうだから、助けてやろう。常にこの恩を思い出すがよい」と言って、この亀かめを元の海へと帰したとある。――これは、今日、われわれの誰もが知る、「……ある日、浦島太郎は、浜辺で子供たちが子こ亀がめを苛いじめている様子を見て、余りに可か哀わい想そうだと思い、そこで、浦島太郎は、その子こ亀がめを子供たちから助けて、元の海へと帰してやった」という展開とは違っているが、それは、結局、その時代時代その地域地域での実に様々な「内容」の派生（バリエーション）の変遷を経ては、今日の『浦島太郎』という昔話は、主に「子供たちに親しまれるような内容のバージョン」に変化しているのだろう。

    　

    　　二、一人の女性が小船に乗って、

    　

    　かくて浦島太郎、其日そのひは暮れて帰りぬ。又次つぐの日浦うらの方かたへ出でて、釣つりをせんと思ひ見ければ、はるかの海かい上しゃうに、小船せうせん一艘さう浮うかべり。怪しみやすらひ見れば、美しき女房只ただひとり波にゆられて、次第に太郎が立ちたる所へ着きにけり。浦島太郎が申しけるは、「御おん身みいかなる人にてましませば、かかる恐ろしき海かい上しゃうに、ただ一人乗りて御入り候やらん」と申しければ、女房いひけるは、「さればさる方かたへ便船申して候へば、折ふし浪なみ風かぜ荒くして、人あまた海の中へはね入れられしを、心ある人有りて、自みずからをば此このはし舟に乗せて放されけり。悲しく思ひ鬼おにの島へや行かんと、行方ゆきがた知らぬ折ふし、ただ今人に逢あひ参らせさぶらふ。此この世よならぬ御ご縁えんにてこそ候へ。されば虎狼とらおほかめも、人を縁とこそしさぶらへ」とて、さめざめと泣きにけり。浦島太郎も、さすが岩いは木きにあらざれば、あはれと思ひ、綱を取りて引き寄せにけり。さて女房申しけるは、「あはれわれらを本国へ送らせ給ひてたび候へかし。これにて捨てられ参らせば、わらはは何処いづくへ何となりさぶらふべき。捨て給ひ候はば、海かい上しゃうにての物思ひも、同じ事にてこそ候はめ」と、かきくどきさめざめと泣きければ、浦島太郎もあはれと思ひ、同じ船に乗り、沖の方かたへ漕こぎ出いだす。かの女房の教へに従ひて、はるか十日余りの船ふな路ぢを送り、故郷ふるさとへぞ着きにける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　こうして浦島太郎は、その日は、日が暮れたので（家うちに）帰りました。また、次の日、裏うらの方かた（海岸）の方へ出かけて釣りをしようと思って見ると、遙か遠とおくの海かい上じょうに、小さい船ふねが一艘そう浮かんでいました。不思議に思って佇たたずんで見ていると、美しい女性がただ一人波に揺ゆられながら、次第に太郎が立っている所ところへと近づいて漂着しました。そこで、浦島太郎が言うのには、「……あなたはどのような方であって、（なぜ）このような恐ろしい海かい上じょうにただ一ひと人り船に乗っておられるのですか」と尋たずねたところ、――女の人が言うことには、「……それは、ある所ところへ行くために船に乗っておりましたが、丁度その時に波なみ風かぜが荒れ狂くるって、多くの人たちが海の中なかへと投げ出されてしまったのを、心ある人（情ある）人がいて、私をこの小舟に乗せて放したのです。私は悲しく思って、鬼おにの島しまへと行くことにもなるのだろうかと、行き先も分からぬままに（不安のままに）漂ただよっていたところ、今、こうしてあなたにお会いいたしたのです。これもこの世ならぬあの世（前世）からの深い御ご縁えんあってのことでしょう。だから虎とらや狼おおかみのような獣けものでさえも、（犬や猫でも）、出会った人を縁と思うのです」と言って、さめざめと（しきりに涙なみだを流して）泣くのでした。

    　浦島太郎も、さすがに岩や木ではなく心を有する人間であるので、気の毒なことだと思い、綱を取って船ふねを引き寄せました。そこで女が言うには、「……ああ、どうか私を生国へ送り届とどける旅たびをして下くださいませ。ここでこのまま見み捨すてられては、私はもうどこへ行ってどうなるものかも分かりません。（もし）ここでお見捨てになるなら、海上で独ひとり物思いに沈んでいた時と何ら変わりません」と、くどくどと何度も言ってはさめざめと（しきりに涙なみだを流して）泣いたので、浦島太郎も気の毒だと思い、同じ船に乗って沖おきの方へと漕こぎ出しました。その女の教おしへ（指示）に従って、はるばる十日余りの船ふな旅たびを送って、女の故ふる郷さとへと到着するのでした。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、この場面の「原文」では「解釈」が二つに分かれている所ところがあり、それは、「……ある所ところへ行くために船に乗っておりましたが、丁度その時に波なみ風かぜが荒れ狂くるって、多くの人たちが海の中なかへと投げ出されてしまった」までは同じ解釈であるが、問題は、その次の「……心ある人有りて、自みずからをば此このはし舟に乗せて放されけり」という「原文」であり、一つの解釈は、「……情ある人がいて、その人が私をこの小舟に乗せて放してくれた」という解釈と、もう一つは、「……心ある人（智ち慧えある）人がいて、（嵐に遭遇したのは女を乗せたせいだと）私をこの小舟に乗せて流した」という解釈である。むろん、一般には、前者の「解釈」になるかと思うが、しかし、それは、どちらであれ、それほど重要なものではなく、というのも、この女の「話」は、すべて「作り話」であり、それというのも、この女の「願い」は、ただただ浦島太郎を次の所へと連れ出すことであり、それは、「……ああ、どうか私を生国へ送り届とどける旅たびをして下くださいませ。（中略）、ここでお見捨てになるなら、海上で独ひとり物思いに沈んでいた時と何ら変わりません」と、くどくどと何度も言ってはさめざめと（しきりに涙なみだを流して）泣いたので、浦島太郎も気の毒だと思い、同じ船に乗って沖おきの方へと漕こぎ出しました。その女の教おしへ（指示）に従って、はるばる十日余りの船ふな旅たびを送って、女の故ふる郷さと（まさにその目的地）へと到着するのである。

    　

    　　三、竜宮城で二人暮らす

    　

    　さて船より上あがり、いかなる所やらんと思へば、銀しろかねの築つい地ぢをつきて、金こがねの甍いらかをならべ、門もんをたて、いかならん天上の住居すまゐも、これにはいかで勝るべき。此この女房のすみ所、ことばにも及ばれず、中々申すもおろかなり。さて女房の申しけるは、「一樹いちじゅの蔭かげに宿り、一いち河がの流れを汲むことも、皆これ他た生しゃうの縁ぞかし。ましてや遥はるかの波なみ路ぢを、はるばると送らせ給ふ事、ひとへに他生の縁なれば、何かは苦しかるべき、わらはと夫ふう婦ふの契ちぎりをもなし給ひて、同じ所に明あかし暮くらし候はんや」と、こまごまと語りける。浦島太郎申しけるは、「ともかくも仰せに従ふべし」とぞ申しける。さて偕かい老らう同とう穴けつの語らひも浅からず。天にあらば比ひ翼よくの鳥、地にあらば連れん理りの枝とならんと、互たがひに鴛鴦ゑんあうの契ちぎり浅からずして、明あかし暮くらさせ給ふ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、船から上がり、どんな所ところだろうかと思えば、銀の築地ついじ（土ど塀べい）に囲まれ、金の甍いらか（瓦かわら屋や根ね）を並ならべて、立派な門を建てて、どんな天上の住居すまいも、これにはどうして勝かてるだろうか。この女の住む所ところは、言葉に言い表あらわせぬほどであり、あれこれ中途半端に褒ほめて言うのは、かえって愚おろかなことである。そして、女が言うことには、「……同じ樹きの陰かげに休やすみ、同じ河かわの水みずを汲くむのも、みなこれ前世の縁であり、ましてや遥か波なみ路じをはるばるとお送り下さったことは、ひとえに前世の縁なのですから、何を悩むことがありましょう。私と夫婦の契ちぎりを結んで、同じ場所で明あかし暮くらしましょう」と、切々と語るのでした。これに対して、浦島太郎が言うことには、「……ともかくも、お言葉に従いましょう」と言うのでした。そうして、偕かい老ろう同どう穴けつ（共に暮らして老い、死んだ後は同じ墓に入る）という生涯変わらぬ夫婦となる契ちぎりを固く結んだのです。それは、天にあっては比ひ翼よくの鳥となり、地にあっては連れん理りの枝えだとなろうと、互たがいに「鴛えん鴦おうの契ちぎり」（仲の良いおしどり夫婦）となって、日々をお暮らしになったのでした。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　例えば、今日の『浦島太郎』の昔むかし話ばなしであれば、その「竜りゅう宮ぐう城じょう」は、まさに「海うみの底そこ」にあり、その様よう子すは、「……青い青い水の底そこへ運はこばれて行くと、向こうに立りっ派ぱな門が見えて来て、その奥おくにきらきら光ひかって、目の眩くらむような金きん銀ぎんの甍いらかが高たかくそびえていたが、それがまさに『竜りゅう宮ぐう城じょう』であり、その御ご殿てんの中なかへ案内されて行くと、鯛たいや平ひら目めやカレイやいろいろのお魚さかなたちが、もの珍めずらしそうな目で見ている中なかを通って、乙おと姫ひめ様が大勢の腰こし元もとなどを連つれて、お迎むかえに出て来ると、『……浦島さん、ようこそお出いで下くださいました。先日は亀かめの命いのちをお助たすけ下くださいまして、誠まことに有あり難がとうございます。何にもお持もてなしはございませんが、どうぞごゆっくりお遊あそび下くださいまし』と言って、やがて、大小色いろ々いろなお魚さかなたちが珍めずらしい御ご馳ち走そうなどを山ほど運はこんで来て、鯛たいや平ひら目めやカレイなどの歌や踊おどりの賑にぎやかなお酒さか盛もりが始はじまるという誰だれにもお馴な染じみの展開になる」かと思う。

    　ところが、この御お伽とぎ草そう紙しの『浦島太郎』では、その「竜りゅう宮ぐう城じょう」は「海うみの底そこ」ではなく、むしろ海上に浮かぶ島（恐らく蓬ほう莱らいの山）にあり、それは、「……さて、船から上がり、どんな所ところだろうかと思えば、銀の築地ついじ（土ど塀べい）に囲まれ、金の甍いらか（瓦かわら屋や根ね）を並ならべて、立派な門を建てて、どんな天上の住居すまいも、これにはどうして勝かてるだろうか。この女の住む所ところは、言葉に言い表あらわせぬほどであり、あれこれ中途半端に褒ほめて言うのは、かえって愚おろかなことである」となっている。それゆえ、海の中なかにいる「……鯛たいや平ひら目めやカレイその他の大小色いろ々いろなお魚さかなたちは全く登場しない」のである。そして、この御お伽とぎ草そう紙しの『浦島太郎』では、何よりも「夫婦の契ちぎり」をひたすら語っているのであり、それは、「……偕かい老ろう同どう穴けつ（共に暮らして老い、死んだ後は同じ墓に入る）という生涯変わらぬ夫婦となる契ちぎりを固く結んだのです。それは、天にあっては比ひ翼よくの鳥となり、地にあっては連れん理りの枝えだとなろうと、互たがいに「鴛えん鴦おうの契ちぎり」（仲の良いおしどり夫婦）となって、日々をお暮らしになったのでした。

    　

    　　四、四季の景け色しき

    　

    　さて女房申しけるは、「これは竜りゅう宮ぐう城じゅうと申す所なり、此この所ところに四方に四季の草木さうもくをあらはせり。入いらせ給へ、見せ申さん」とて、引ひき具ぐして出でにけり。まづ東の戸をあけて見れば、春の景色と覚えて、梅うめや桜の咲き乱れ、柳やなぎの糸も春はる風かぜに、なびく霞かすみのうちよりも、鶯うぐひすの音ねも軒近く、いづれの木こ末ずゑも花なれや。南みなみ面おもてを見てあれば、夏の景色とうち見えて、春をへだつる垣かき穂ほには、卯うの花や、まづ咲きぬらん、池の蓮はちすは露かけて、汀みずは涼しきさざなみに、水みづ鳥とりあまた遊びけり。木々の梢こずゑも茂りつつ、空に鳴きぬる蝉せみの声、夕ゆふ立だち過ぐる雲間より、声たて通るほととぎす、鳴きて夏とや知らせけり。西は秋とうち見えて、四よ方もの梢こずえも紅葉もみぢして、籬ませの内なる白しら菊ぎくや、霧たちこむる野辺の末、真ま萩はぎが露を分わけ分わけて、声ものすごき鹿しかの音ねに、秋とのみこそ知られけれ。さて又北をながむれば、冬の景色とうち見えて、四よ方もの木こ末ずゑも冬がれて、枯かれ葉はに置ける初霜や、山々やただ白しろ妙たへの、雪に埋むもるる谷の戸に、心細くも炭すみ竈がまの煙けぶりにしるき賤しづがわざ、冬と知らする景け色しき哉かな。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、女が言うことには、「……ここは竜りゅう宮ぐう城じょうという所ところで、こちらには四方に四季（春夏秋冬）の風景を表あらわしております。さあ、お入りなさい、見せて上げましょう」と言って、浦島太郎の手を引いて行きました。

    　まず東の戸を開けてみると、春の景色と思われて、梅うめや桜が咲き乱みだれ、柳やなぎの糸も春はる風かぜに揺ゆれ、なびく霞かすみの中なかに鶯うぐいすの鳴く声こえも軒近く、どこの梢こずえも花が咲き誇ほこっているのです。また、南の方を見ると、夏の景色と見え、春との境さかいの垣かき根ねには、まず卯うの花が咲き、池の蓮はすには露つゆを置おいて、汀みずわ（水みず際ぎわ）に涼すずしきさざ波なみが寄せて、数多くの水みず鳥とりが遊んでいました。木々の梢こずえも茂しげって、空そらに響ひびきく蝉せみの声こえ、夕ゆう立だちが通り過すぎてゆく雲くも間まから、声こえを立てて飛とぶほととぎすが、鳴ないて夏を知らせていました。

    　西は秋と見えて、四方の梢こずえも紅こう葉ようし、籬ませ（低い垣かき根ね）の内に咲く白しら菊ぎく、霧きりが立ち籠こめる野の辺べの奥おくでは、露つゆに濡れた真ま萩はぎをふり分わけて、鳴なく鹿しかの声のもの凄い音ねに、これぞ秋と感じました。そして、北を眺ながめると、冬の景色と見えて、四方の梢こずえが冬ふゆ枯がれして、枯かれ葉はに置いた初はつ霜しも、山々の一面真まっ白しろな雪に埋うもれたその谷たにの戸に、心細く昇る炭すみ竈がまの煙には山の民たみの炭すみ焼やきの業わざがはっきり知られて、（いかにも）冬らしい景色でした。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、この場面では、日本の代表的な「四季」（春夏秋冬）の風景がいつでも見られるということであり、例えば、春の景色としては、「……梅うめや桜が咲き乱みだれ、柳やなぎの糸も春はる風かぜに揺ゆれ、なびく霞かすみの中なかに鶯うぐいすの鳴く声こえも軒近く、どこの梢こずえも花が咲き誇ほこっている」とあり、また、夏の景色としては、「……春との境さかいの垣かき根ねには、まず卯うの花が咲き、池の蓮はすには露つゆを置おいて、汀みずわ（水みず際ぎわ）に涼すずしきさざ波なみが寄せて、数多くの水みず鳥とりが遊んでいました。木々の梢こずえも茂しげって、空そらに響ひびきく蝉せみの声こえ、夕ゆう立だちが通り過すぎてゆく雲くも間まから、声こえを立てて飛とぶほととぎすが、鳴ないて夏を知らせていました」とある。

    　次に、秋の景色としては、「……四方の梢こずえも紅こう葉ようし、籬ませ（低い垣かき根ね）の内に咲く白しら菊ぎく、霧きりが立ち籠こめる野の辺べの奥おくでは、露つゆに濡れた真ま萩はぎをふり分わけて、鳴なく鹿しかの声のもの凄い音ねに、これぞ秋と感じました」とあり、そして、冬の景色としては、「……四方の梢こずえが冬ふゆ枯がれして、枯かれ葉はに置いた初はつ霜しも、山々の一面真まっ白しろな雪に埋うもれたその谷たにの戸に、心細く昇る炭すみ竈がまの煙には山の民たみの炭すみ焼やきの業わざがはっきり知られて、（いかにも）冬らしい景色でした」とある。

    　そして、今日の日本の代表的な「四季」（春夏秋冬）の風景として、もう少し書き加えるならば、例えば、春であれば、梅うめや桜が咲き乱みだれ、菜なの花はなも一いち面めんに咲いて蝶ちょう々ちょうなどが飛とび交かう。五月には多彩いろいろな躑躅ツツジや薔ば薇らや牡ぼ丹たん、六月は梅雨つゆ時の雨あめに匂におふ花はな菖しょう蒲ぶや紫陽花あじさいの花はな田んぼに蛙かわずの鳴なき声ごえ、夏には、様さま々ざまな蝉せみの声こえと朝あさ顔がおや大おおきな向日葵ひまわりの花はな、秋には、華はなやかな菊きくと野辺の秋桜コスモスの花色いろ々いろな虫むしの音ねと晩ばん秋しゅうの紅こう葉よう、そして、冬は、山々の雪ゆき景げ色しきと供ともに、冬ふゆの渡わたり鳥どり、その他等になるかと思う。

    　

    　　五、三年の歳月が流れて

    　

    　かくておもしろき事どもに、心を慰み、栄花に誇り、明あかし暮くらし、年とし月つきをふる程に、三み年とせになるは程もなし。浦島太郎申しけるは、「われに三十日の暇いとまをたび候へかし。故ふる郷さとの父母ちちははを見すて、かりそめに出でて、三み年とせを送り候へば、父母ちちははの御おん事ことを心もとなく候へば、あひ奉りて、心やすく参り候はん」と申しければ、女房仰せけるは、「三み年とせが程は、鴛鴦ゑんあうの衾ふすまの下に比ひ翼よくの契ちぎりをなし、片かた時とき見えさせ給はぬさへ、とやあらん、かくやあらんと心をつくし申せしに、今別れなば、又いつの世にか逢あひ参らせ候はんや。二世の縁えんと申せば、たとひ此この世よにてこそ夢ゆめ幻まぼろしの契ちぎりにてさぶらふとも、必ず来らい世せにては、一ひとつ蓮はちすの縁と生むまれさせおはしませ」とて、さめざめと泣き給ひけり。又女房申しけるは、「今は何をか包みさぶらふべき。自みずからは、この竜りゅう宮ぐう城じゅうの亀かめにて候が、ゑしまが磯いそにて、御身に命を助けられ参らせて候、その御恩報じ申さんとて、かく夫ふう婦ふとはなり参らして候。また是これは自らがかたみに御覧じ候へ」とて、左の脇よりいつくしき箱を一つ取り出いだし、「あひかまへてこの箱をあけさせ給ふな」とて渡しけり。会ゑ者しゃ定離ぢゃうりのならひとて、会あふものには必ず別わかるるとは知りながら、とどめ難がたくてかくなん、

    　　日ひ数かずへて重かさねし夜よ半はの旅たび衣ごろも立たち別れつついつかきて見ん

    　浦うら島しま返歌、

    　　別れ行く上うはの空なる唐から衣ころもちぎり深くは又もきて見ん

    　さて浦島太郎は、互たがひに名な残ごりを惜しみつつ、かくて有るべきことならねば、かたみの箱を取り持ちて、故ふる郷さとへこそ帰りけれ。忘れもやらぬ来こし方かた、行末ゆくすゑの事ども思ひ続けて、遥はるかの波路を帰るとて、浦島太郎かくなん、

    　　かりそめに契りし人のおもかげを忘れもやらぬ身をいかがせん（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　こうして、面おも白しろいことなどに心を慰なぐさめ、栄えい華がな環かん境きょうの中なかで明あかし暮くらして年とし月つきを過すごすうちに、あっという間まに三年が経たってしまいました。浦島太郎が言うことには、「……私に三十日の暇いとまを下ください。故ふる郷さとの父母ちちははを見み捨すて、ほんの少しの間まと思って出て来きて、三年もの年とし月つきを送おくってしまい、父母ちちははのことが気き掛がかりであり、両親に会って、安心したいのです」と言うと、女房が仰おっしゃることには、「……三年の間あいだは、鴛えん鴦おうの衾ふすま（これは夫婦が睦むつまじいようにと鴛鴦おしどりの模も様ようをつけた衾ふすま）の下もとで比ひ翼よくの契ちぎり（夜は一緒の寝ね床どこで過ごし）、ほんの少し姿すがたが見えないだけでも、どうしたのだろう、何かあったのかしらと心配の限かぎりを尽つくして来きましたが、今、お別わかれしたら、またいつの世にて逢あえるのでしょうか。夫婦の縁は『二世の縁えん』（この世とあの世で出で逢あう縁）と申しますが、たとえこの世の契ちぎりが夢ゆめ幻まぼろしの儚はかないものであったとしても、必ず来らい世せには一ひとつ蓮はすの縁えん（これは同じ浄じょう土どで再会できるように）生まれて来て下ください」と、さめざめと（しきりに涙を流して）泣くのでした。

    　また、女房の言うことには、「……今は何を包つつみ隠かくしましょう。私は、この竜りゅう宮ぐう城じょうの亀かめでございますが、絵え島しまが磯いそにて、あなた様にお命いのちを助けていただき、その恩おんに報むくいようと思って、このように夫ふう婦ふとなったのでございます。また、これは私の形かた見みと思うて下ください」と言って、左の脇わきから綺き麗れいな箱はこを一つ取とり出だしては、「……決してこの箱はこは開けないで下ください」と言って、渡わたすのでした。会え者しゃ定じょう離りはこの世の習ならいであり、会う者には必ず別わかれがあると知りながら、別わかれ難がたくて、このような歌を詠よむのでした。　　　　　

    　日ひ数かず経へて重ねた夜半（三年という長い年月共とも寝ねを重ねた夜）、それなのに、今、あなたは旅たび衣ごろも（旅たび姿すがた）で立ち別れて行き、いつまた会いに来てくれるのでしょうか。

    　浦島太郎の返歌は、

    　　別れ行く心は上うわの空そらの唐衣（空から心ごころ）夫婦の縁えん深ければまた来て（着て）みよう。

    　さて、浦島太郎は、互たがいに名な残ごりを惜しみつつも、いつまでもこのようにあるべきではないので、形かた見みの箱はこを手に持って、故ふる郷さとへと帰るのでした。忘れることも出来ないこれまでのこと、この先のことを考え続けて、遥はるかの波なみ路じを帰る、その浦島太郎の心境は、

    　　かりそめに契ちぎりし人の面おも影かげを忘れることもできぬこの身をどうしたらよいのだろう。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、毎日、面白く過すごしているうちに、あっという間まに三年の歳月が流れてしまい、浦島太郎が言うには、「……私に三十日の暇いとまを下ください。故ふる郷さとの父母ちちははを見み捨すて、ほんの少しの間まと思って出て来きて、三年もの年とし月つきを送おくってしまい、父母ちちははのことが気き掛がかりであり、両親に会って、安心したいのです」と言う。――浦島太郎は、毎日、魚さかなを釣つって「両親」を養やしなっていた。だとすれば、もっと早くから「このような思い」に襲おそわれても不思議はなかったが、それ程ほどまでに「竜りゅう宮ぐう城じょうでの生せい活かつ」は、何もかも忘わすれさせてしまうような「摩ま訶か不ふ思し議ぎな世界」だったのか。

    　一方、女房は、「……三年の間あいだは、鴛えん鴦おうの衾ふすまの下もとで比ひ翼よくの契ちぎり（夜は一緒の寝ね床どこで過ごし）、ほんの少し姿すがたが見えないだけでも、どうしたのだろう、何かあったのかしらと心配の限かぎりを尽つくして来きましたが、今、お別わかれしたら、またいつの世にて逢あえるのでしょうか。夫婦の縁は『二世の縁えん』（この世とあの世で出で逢あう縁）と申しますが、たとえこの世の契ちぎりが夢ゆめ幻まぼろしの儚はかないものであったとしても、必ず来らい世せには一ひとつ蓮はすの縁えんに生まれて来て下ください」と、さめざめと泣くのでした。――これは、浦島太郎が「この地」を離れて「故ふる郷さと」へと帰かえれば、再び、生きて「この世」で逢あうことはもう出で来きないと知っているからである。

    　そこで、女房は、自分の「身の上」を語かたるのである。それは、「……今は何を包つつみ隠かくしましょう。私は、この竜りゅう宮ぐう城じょうの亀かめでございますが、絵え島しまが磯いそにて、あなた様にお命いのちを助けていただき、その恩おんに報むくいようと思って、このように夫ふう婦ふとなったのでございます。また、これは私の形かた見みと思うて下ください」と言って、左の脇わきから綺き麗れいな箱はこを一つ取とり出だしては、「……決してこの箱はこは開けないで下ください」と言って、渡わたすのでした。

    　それでは、一体、なぜどうして「……決してこの箱はこは開けないで下ください」と言うのだろうか？　それは、もし「玉たま手て箱ばこ」を開けてしまえば、あっという間あに「老人」になって、やがて「死んでしまう」からである。それでは、なぜ、女房は、浦島太郎に「玉たま手て箱ばこ」を敢えて「私の形かた見み」として手渡したのだろうか？　それは、必ず「手渡さなければならないもの」だからである。というのも、その「玉たま手て箱ばこ」の中なかには「浦島太郎の寿じゅ命みょう」が閉とじ込こめられているのであり、もし、浦島太郎が「玉たま手て箱ばこ」を開けなければ、恐らく、竜りゅう宮ぐう城じょうの世界の「時間」で「千年生きられた」のであり、一方、その「玉たま手て箱ばこ」を開けてしまえば、人間界の「実年齢」に戻もどってしまい、あっという間あに「老人」になって、やがて「死んでしまう」のである。――さて、浦島太郎は、互たがいに名な残ごりを惜しみつつも、形かた見みの箱はこを手に持って、故ふる郷さとへと帰かえるのでした。

    　

    　　六、故ふる郷さとへ帰ると

    　

    　さて浦島は、故ふる郷さとへ帰り見てあれば、人じん跡せき絶えはてて、虎とらふす野辺となりにけり。浦島これを見て、こはいかなる事やらんと思ひ、ある傍かたはらを見れば、柴しばの庵いほりのありけるに立ち、「物いはん」といひければ、内より八十ばかりの翁おきな出であひ、「誰たれにてわたり候ぞ」と申せば、浦島申しけるは、「此この所ところに浦島の行ゆく方ゑは候はぬか」といひければ、翁申すやう、「いかなる人にて候へば、浦島の行ゆく方ゑをば御尋ね候やらん、不思議にこそ候へ。その浦島とやらんは、はや七百年以前の事と申し伝へて候」と申しければ、太郎大きに驚き、こはいかなる事ぞとて、そのいはれをありのままに語りければ、翁おきなも不思議の思ひをなし、涙を流し申しけるは、「あれに見えて候古き塚、古き石せき塔とふこそ、その人の廟べう所しょと申し伝へてこそ候へ」とて指をさして教へける。太郎は泣く泣く、草深く露しげき野辺を分け、古き塚に参り、涙を流しかくなん、

    　　かりそめに出でにし跡あとを来て見れば虎ふす野辺となるぞ悲しき

    　さて浦島太郎は、一本ひともとの松の木こ蔭かげに立ち寄り、呆れはててぞ居たりける。太郎思ふやう、亀かめが与へしかたみの箱、「あひかまへてあけさせ給ふな」といひけれども、今は何かせん、あけて見ばやと思ひ、見るこそくやしかりけれ。此この箱はこをあけて見れば、中より紫の雲三すぢ上のぼりけり。是これを見れば、二十四五の齢よはひも、忽たちまちに変りはてにける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、浦島は故ふる郷さとへ帰ってみると、人じん跡せき（人も家）も絶え果てて、虎とら伏ふす野辺（荒れ果てた野）になっていました。浦島は、これを見て、これはどうしたことだろうと思い、ふとある傍かたはらを見ると、そこに柴しばの庵いおり（粗末な小屋）があったのでそこに立ち、「……もしもし」と言うと、中から八十歳ぐらいの老人が出て来て、「……どなたですかな」と聞くので、浦島が言うには、「……この辺あたりに住んでいた浦島という人をご存知ありませんか」と聞くと、その老人が申すには、「……（あなたは）どなたでしょうかな。浦島の行ゆく方えをお尋たずねになるとは不思議なことです。その浦島という人が住んでいたのは、もう七百年も前のことだと伝つたえ聞いております」と答えたので、浦島太郎は非常に驚いて、「……これはどういうことだろうか」と思って、これまでのいきさつをありのままに語ったところ、老人も不思議なことだと思って、涙を流して言うことには、「……あそこに見えている古い墓、古い石塔が、その浦島の墓所だと伝つたえ聞いております」と言って、指をさして教えてくれるのでした。太郎は、泣く泣く、草くさも深く露つゆに繁しげく濡ぬれた野辺を掻かき分けて、古い墓はかに参り、涙を流して、このように（詠よむのでした。）

    　　かりそめに出いでにし跡あと（故郷ふるさと）に再び来て見れば虎ふす野辺となるぞ悲しき

    　さて、浦島太郎は、一本の松の木こ蔭かげに立ち寄って呆ぼう然ぜんとしていたが、太郎が思うには、「……亀かめが与えた形かた見みの箱はこ、それは『決して開けてはいけない』と言っていたが、今やそれが何になろう。開けてみよう」と思って、開けて見てしまったことこそ惜くやしいことであり、この箱はこを開けてみると、中から紫の雲が三み筋すじ立ち昇りました。これを見ると、二十四、五歳（の若い姿すがた）もたちまちに変わり果ててしまったのです。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、この有名な場面は、今日の『浦島太郎』の昔話の「内容」と、基本的にはそれほど変化していない部分であり、それは、「……浦島が故ふる郷さとへ帰ってみると、人も家も絶え果てて、荒れ果てた野になっていた。浦島は、これを見て、これはどうしたことだろうと思い、そこで人（老人）に会って、この辺あたりに住んでいた浦島という人をご存知ありませんかと聞くと、その人（老人）は、その浦島という人が住んでいたのは、もう七百年（昔話では三百年）も前のことだと言うので、浦島太郎は非常に驚いて、これはどういうことかと思い、これまでのいきさつをありのままに語ると、老人は、あそこに見えている古い墓、古い石塔が、その浦島の墓所だと教えてくれる。浦島太郎は、ただ呆ぼう然ぜんとしていたが、ふと自分の左の脇わきに持っていた『玉たま手て箱ばこ』に気づき、決して開けてはいけないと言われていたが、その箱はこを開けてしまうと、その箱はこの中なかから『煙けむり』が出て来て、あっという間まに浦島太郎は老人になってしまう」という展開であり、今日の『浦島太郎』の昔話は、ここで終わっているかと思うが、御お伽とぎ草そう紙しの『浦島太郎」の場合には、次のような「内容」がさらに書き記しるされているのである。

    　

    　　七、その後は……

    　

    　扨さて浦うら島しまは鶴つるになりて、虚こ空くうに飛び上あがりける。そもそも此この浦島が年を、亀かめがはからひとして、箱の中に畳たたみ入れにけり。さてこそ七百年の齢よはひを保ちける。あけて見るなと有りしを、あけにけるこそ由よしなけれ。

    　　君にあふ夜よは浦島が玉手箱あけてくやしきわが涙かな

    　と歌にもよまれてこそ候へ。生しゃう有る物、いづれも情なさけを知らぬといふことなし。いはんや人間の身として、恩おんをみて恩を知らぬは、木石にたとへたり。情なさけ深き夫ふう婦ふは、二世の契ちぎりと申すが、寔まことに有りがたき事どもかな。浦島は鶴になり、蓬ほう莱らいの山やまにあひをなす。亀かめは甲かふに三せきのいわゐをそなへ、万代よろづよを経へしと也。扨さてこそめでたき様ためしにも、鶴つる亀かめをこそ申し候へ。只ただ人には情なさけあれ、情の有る人は行末めでたき由申し伝へたり。其後そののち浦島太郎は、丹たん後ごの国くにに浦うら島しまの明みゃう神じんと顕あらはれ、衆しゅ生じゃう済さい度どし給へり。亀かめも同じ所に神とあらはれ、夫ふう婦ふの明神となり給ふ。めでたかりけるためしなり。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、浦島は、（死んで）鶴になって大空へ飛んで行きました。というのも、そもそもこの浦島の年（年齢）というのは、亀かめが取り計らって「箱の中なか」に畳たたみ入れていたのです。だからこそ、七百年もの間生きていられたのです。開けてはいけないと言われていたのを開けてしまったことが、いわば「実年齢」になった原因であったのです。

    　　君にあふ夜は（浦島が玉手箱のように）あっという間に開けて（夜が明けて）くやしきわが涙かな、と、歌にも詠よまれているのです。

    　命あるものは、みな情けを知らないということはない。ましてや人間の身であれば、恩を受けて恩を感じないのは、木や石に等しいものである。情じょう愛あいの深い夫ふう婦ふは、二世の契ちぎり（あの世でも夫婦になる）と申すが、誠に尊いことである。浦島は、鶴になって蓬ほう莱らいの山で（亀と）出逢あい（愛）を交わす。亀かめは甲こう羅らに「三つの祝い」を備えて、万年を生きたということである。だからこそ、めでたいものの「例」として「鶴つる・亀かめ」と申すようになったのである。とにかく、人には情けがあるべきで、情けのある人は、その将来もめでたいものだと（この浦島太郎物語は）言い伝えているのです。

    　その後、浦島太郎は、丹たん後ごの国くにに浦島の明神として顕あらわれ、衆しゅ生じょうを救済された。一方、亀かめも同じ所に神として顕あらわれ、夫婦の明神とおなりになった。実にめでたい事である。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、「……浦島は、（死んで）鶴になって大空へ飛んで行った」とある。これは、浦島太郎は、人間としての「寿じゅ命みょう」は尽きたので、本来であれば、そのまま「あの世」へと行くところであるが、浦島太郎の場合には、もう一つ、竜りゅう宮ぐう城じょうの世界の「寿命」も持っていて、浦島は、恐らく、「千年の寿命」であり、それゆえ、（人間としての）死後、今度は、「鶴の姿すがた」となって、残りの「三百年」を生きたことになるのである。それは、「……浦島は、鶴になって蓬ほう莱らいの山で（亀と）出逢あい（愛）を交わす」ことになるが、そこで「三百年」過ごした後あと、鶴の「千年の寿命」が尽きて、今度は、「…浦島太郎は、丹たん後ごの国くにに浦島の明神として顕あらわれ、衆しゅ生じょうを救済された。一方、亀かめも同じ所に（万年を生きた後のち）神として顕あらわれ、夫婦の明神とおなりになった」ということである。

    　そして、この御お伽とぎ草そう紙しの『浦島太郎』という作品が、最も強く主張（言いたがっているところ）は、まさに「……命あるものは、みな情けを知らないということはない。ましてや人間の身であれば、恩を受けて恩を感じないのは、木や石に等しいものである。情じょう愛あいの深い夫ふう婦ふは、二世の契ちぎり（あの世でも夫婦になる）と申すが、誠に尊いことである。浦島は、鶴になって蓬ほう莱らいの山で（亀と）出逢あい（愛）を交わし、亀かめは甲こう羅らに三つの祝いを備えて、万年を生きたということである。だからこそ、めでたいものの『例』として『鶴つる・亀かめ』と申すようになったのである。とにかく、人には情けがあるべきで、情けのある人は、その将来もめでたいものなのである」と語っているのである。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　竹取物語

    　　竹取物語

    　

    　　一、かぐや姫の生い立ち

    　

    　今は昔むかし、たけとりの翁おきなといふものありけり。野山にまじりて竹をとりつつ、よろづのことにつかひけり。名をば、さぬきのみやつことなむいひける。その竹の中に、もと光る竹なむ一ひとすぢありける。あやしがりて、寄りて見るに、筒つつの中なか光りたり。それを見れば、三寸ばかりなる人、いとうつくしうてゐたり。翁おきないふやう、「我われ朝ごと夕ごとに見る竹の中におはするにて知りぬ。子になりたまふべき人なめり」とて手にうち入れて、家へ持もちて来きぬ。妻めの嫗おうなにあづけてやしなはす。うつくしきこと、かぎりなし。いとおさなければ、籠こに入れてやしなふ。

    　たけとりの翁おきな、竹を取るに、この子を見つけて後のちに竹取るに、節ふしをへだてて、よごとに、黄こ金がねある竹を見つくることかさなりぬ。かくて、翁おきなやうやうゆたかになりゆく。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　今となっては昔のことであるが、竹取の翁おきなという者がありました。野山に分け入って竹を取っては、いろいろなことに使っていました。その名を讃さぬ岐きの造まやつこと言いました。――ある日、その竹の中に、根ね元もとが光る竹が一つありました。不思議に思って、近寄って見てみると、竹たけ筒づつの中が光っています。その筒つつの中を見ると、三寸（約九㌢）ぐらいの人が、たいそう可愛らしい様子でそこに居おりました。翁おきなが言うには、「……私が毎朝毎晩見る竹の中にいらっしゃるので解わかりました。あなたは私の子になられるはずの人です」と言って、手の平ひらに入れて、家うちへと持って帰り、妻の嫗おうなにあずけて育てさせました。かわいらしいこと、この上もありません。たいそう幼おさないので、籠かごの中に入れて育てました。

    　竹取の翁おきなは、竹を取るに、この子を見つけてのちに竹を取るに、節ふしと節ふしとの間あいだごとに、黄金こがねが入った竹を見つけることがたび重なりました。こうして、翁おきなは次第に裕福になっていきました。

    　

    　　二、かぐや姫の成長

    　

    　この児ちご、やしなふほどに、すくすくと大きになりまさる。三み月つきばかりになるほどに、よきほどなる人になりぬれば、髪あげなどとかくして髪あげさせ、裳も着きす。帳ちゃうの内うちよりもいださず、いつきやしなふ。この児ちごのかたちのきよらなること世よになく、屋やの内は暗き所なく光満みちたり。翁おきな、心ここ地ち悪あしく苦しき時も、この子を見れば苦しきこともやみぬ。腹はら立だたしきこともなぐさみけり。

    　翁おきな、竹を取ること、久ひさしくなりぬ。勢いきほひ、猛まうの者ものになりにけり。この子いと大きになりぬれば、名を、御み室むろ戸ど斎いむ部べの秋あき田たをよびて、つけさす。秋あき田た、なよ竹のかぐや姫と、つけつ。このほど三日、うちあげ遊あそぶ。よろづの遊びをぞしける。男をとこはうけきらはず招よび集つどへて、いとかしこく遊ぶ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　この幼児は、育てるうちに、どんどん大きく成長していく。三さんヶか月げつになる頃ころには、もう一人前の大きさの人になってしまったので、髪上げの祝いわいなどをあれこれとして、髪を結い上げさせ、裳もを着きせる。翁おきなは、この子を帳とばりの中からも一歩も外そとに出さずに、大切に養い育てました。この子の容貌の美しいことはこの世にたぐいなく、家の中なかは暗い所がなく光ひかりに満ちていました。翁おきなは気分が悪く苦しい時も、この子を見ると、苦しいこともなくなってしまい、腹はら立だたしいことも気が紛まぎれてしまうのです。

    　翁おきなは、（黄金の入った）竹を取ることが永ながく続きました。それゆえ、勢いきおいが盛んな者（富ふ豪ごう）になりました。この子がたいそう大きくなったので、御み室むろ戸ど斎いな部べの秋あき田たを呼んで、名前を付つけさせました。秋あき田たは、「なよ竹のかぐや姫」と名づけるのでした。この時、三日間、宴えん会かいを開き、管かん弦げんを奏かなでて、歌や舞いやお酒や料理その他あらゆることで楽しみました。男という男の誰だれでもかまわずに招まねき集めて、たいそう盛大に遊びました。

    　

    　　三、世の男たちと五人の貴公子

    　

    　世界の男をのこ、あてなるも、賤いやしきも、いかでこのかぐや姫を得てしがな見てしがなと、音おとに聞きめでて惑まとふ。そのあたりの垣かきにも、家の門とにも、をる人だにたはやすく見るまじきものを、夜よるは安きいも寝ねず闇やみの夜よにいでても、穴あなをくじり、垣かい間ま見み、惑まとひあへり。さる時よりなむ、「よばひ」とはいひける。

    　人の物ともせぬ所に惑まとひ歩ありけども、何なにのしるしあるべくも見えず。家の人どもに物をだにいはむとて、いひかくれども、ことともせず。あたりを離れぬ君きん達だち、夜を明あかし、日を暮くらす、多かり。おろかなる人は、「用ようなき歩ありきは、よしなかりけり」とて来こずなりにけり。

    　その中なかに、なほいひけるは、色いろ好ごのみといはるるかぎり五人、思ひやむ時なく、夜よる昼ひる来きけり。その名ども、石いし作つくりの皇み子こ、くらもちの皇み子こ、右大臣阿あ倍べの御み主う人し、大だい納な言ごん大おお伴とも御のみ幸ゆき、中納言石上麿足いそのかみまろたり、この人々なりけり。

    　世の中に多かる人をだに、すこしもかたちよしと聞きては、見みまほしうする人どもなりければ、かぐや姫を見まほしうて、物も食くはず思ひつつ、かの家に行いきて、たたずみ歩ありきけれど、甲斐かひあるべくもあらず。文ふみを書きて、やれども、返かへりごともせず。わび歌など書きておこすれども、甲斐かひなしと思へど、十一月しもつき・十二月しはすの降り凍こほり、六月みなづきの照てりはたたくにも、障さはらず来きたり。

    　この人々、在ある時は、たけとりを呼びいでて、「娘むすめを我に賜たべ」と、伏ふし拝をがみ、手をすりのたまへど、「おのが生なさぬ子なれば、心にもしたがはずなむある」といひて、月つき日ひすぐす。かかれば、この人々、家に帰りて、物を思ひ、祈いのりをし、願ぐわんを立つ。思ひ止やむべくもあらず。「さりとも、つひに男をとこあはせざらむやは」と思ひて頼たのみをかけたり。あながちに心ざしを見え歩ありく。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　世の中の男たちは、身分の高い者も、低い者も、どうにかしてかぐや姫を手に入れたい、妻にしてみたいと、噂うわさに聞いて恋い慕したい心悩なやますのです。そこら辺の垣かき根ね近くにいる人たちでも、家の門もんの近くにいる人たちでも、そう簡かん単たんには見ることが出来ないのに、夜は安眠もせず、見えるはずもない闇やみ夜よにさえ出かけて来て、垣かき根ねに穴を開けたりして、中を覗のぞき、うろうろしている。その時から、「よばい」とは言うようになったのです。

    　普通の人が近づかないような場所にまで心を惑まどわしつつ行ってみるが、何の効果もありそうにも見えない。家の人たちに何か言うだけでもと思って言葉をかけてみるが、相手は、問題にしない。それでも家の周辺を離はなれぬ貴公子たちは、相変わらずそこで夜を明かし、日を暮らす者も多い。しかし、一方、熱意のそれほどでもない人は、「……むだな行動は、つまらないことだよ」と思って、次第に来なくなったのです。

    　そんな中なかで、依然として言い寄っていたのは、当代の色いろ好ごのみと言われる者だけ五人であり、諦あきらめもせずに、夜となく昼となく通かよって来たのです。その名は、石いし作つくりの皇み子こ、くらもちの皇み子こ、右大臣阿あ倍べの御み主う人し、大だい納な言ごん大おお伴とも御のみ幸ゆき、そして、中納言石上麿足いそのかみまろたり、この人々だったのです。

    　この人たちは、世間にいくらでもいる程度の女でさえ、少しでも容よう貌ぼうがよいという噂うわさを聞くと、わが物にしたがる人たちであったので、かぐや姫の評判を聞いては、ただもうわが物にしたくて、食う物も食わず思いつづけ、彼女の家へ行って、歩き回ったりしたが、効果はありそうにもない。恋文を書いて送るのだが、返事もない。せつない恋心を歌に吐露して送るのだが、その甲斐かいもないと思うものの、十一月、十二月の雪が降り氷がはる時にも、六月の真夏の太陽が照り、雷が激しく轟とどろく時にも、休まずにやって来るのです。

    　この人々は、ある時は、竹取の翁おきなを呼び出して、「……娘を私に下さい」と、伏して拝み、手をすり合わせて懇こん願がんするが、翁おきなは、「……私が生んだ子ではないので、思う通りにはならないのです」と言って、そのまま月つき日ひは過ぎていく。そういうことで、この人々は、家に帰って物思いに耽ふけり、神しん仏ぶつに祈り願がんをかける。かぐや姫への思いは立ち切れそうにもない。「……そうは言っても一生涯結婚させないことがあろうか」と思い、やはり期待している。そして、ことさらにかぐや姫への切なる心を見せるようにして歩きまわるのでした。

    　

    　　四、翁おきなとかぐや姫との会話

    　

    　これを見つけて、翁おきな、かぐや姫にいふやう、「我わが子の仏ほとけ。変へん化げの人と申しながら、ここら大きさまでやしなひたてまつる心ざしおろかならず。翁おきなの申さむこと、聞きたまひてむや」といへば、かぐや姫、「何なに事ごとをか、のたまはむことは、うけたまはらざらむ。変へん化げの者にてはべりけむ身とも知らず、親とこそ思ひたてまつれ」といふ。翁おきな、「嬉うれしくものたまふものかな」といふ。

    　「翁おきな、年とし七十に余あまりぬ。今日けふとも明あ日すとも知らず。この世の人は、男は女にあふことをす。女は男にあふことをす。その後のちなむ門かど広くもなりはべる。いかでかさることなくてはおはせむ」。かぐや姫のいはく、「なんでふ、さることかしはべらむ」といへば、「変へん化げの人といふとも、女の身持もちたまへり。翁おきなの在あらむかぎりはかうてもいますがりなむかし。この人々の年月としつきを経へて、かうのみいましつつのたまふことを、思ひさだめて、一人一人にあひたてまつりたまひね」といへば、かぐや姫のいはく、「よくもあらぬかたちを、深き心も知らで、あだ心つきなば、後のちくやしきこともあるべきを、と思ふばかりなり。世のかしこき人なりとも、深き心ざしを知らでは、あひがたしとなむ思ふ」といふ。

    　翁おきなのいはく、「思ひのごとくものたまふかな。そもそも、いかやうなる心ざしあらむ人にかあはむと思おぼす。かばかり心ざしおろかならぬ人々にこそあめれ」。かぐや姫のいはく、「なにばかりの深きをか見むといはむ。いささかのことなり。人の心ざしひとしかんなり。いかでか、中におとりまさりは知らむ。五人の中に、ゆかしき物を見せたまへらむに、御心ざしまさりたりとて、仕つかうまつらむと、そのおはすらむ人々に申したまへ」といふ。「よきことなり」と受けつ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　これを見つけて、翁おきなは、かぐや姫に言うには、「……私の大切な人よ。変へん化げの人と申しても、このような大きさになるまで養い育て上げている私の気持ちは一通りではありません。この爺じいの申しますこと、なんとか聞いてくださいませんか」と言うと、かぐや姫は、「……おっしゃることは、どんなことでもうけたまわらないことがありましょうか。変へん化げの者であるという身のほどをも考えず、親とばかり思い申しておりますのに」と言う。翁おきなは、「……嬉うれしいことをおっしゃることよ」と言い、「……爺じいは、もう七十を越えて了しまいました。命いのちのほどは今日きょうとも明あ日すとも分かりません。この世の中なかの人は、男は女と結婚をし、また女は男と結婚をする。そうしたのちに、一族が繁栄するのです。どうして結婚をせずままにいてよいものでしょうか」と言う。かぐや姫の言うには、「……どうしてまた結婚などをするのでしょうか」と聞くと、「……変へん化げの人と言っても、あなたは女の身を持っていらっしゃる。もっとも、この爺じいのいる間は独身のままでもいられるでしょう。が、いまにどうにもならなくなります。この五人の人々が、長い間、いつもこのようにおいでになっておっしゃることをよく判断し、その中なかのお一人と結婚して差し上げなさい」と言うと、かぐや姫の言うには、「……容貌が美しいというわけでもないのに、相手の愛情の深ふかさを確かめもしないで結婚をして、あとで相手が浮気心を抱いだいたら、後悔するに違いないと思うだけなのです。この世の中で立派なお方であっても、愛情の深ふかさを確かめないでは結婚しにくいと思っています」と言う。翁おきなの言うには、「……私の考えと同じことをおっしゃる。しかし、一体、どんな愛情をお持ちの方と結婚しようとお思いか。どなたも並なみ大抵でない愛情をお持ちの方々だと思いますが」と。かぐや姫の言うには、「……どれほどの深い愛情を見たいと言いましょうか。ほんの少しのことなのです。この五人の方々の愛情は、同程度のようにうかがわれます。このままでどうして五人の中なかでの優劣が分かりましょうか。五人の中なかで、私が見たいと思う品物を目の前に見せてくださる方に、ご愛情が優まさっているとしてお仕つかえいたしましょうと、そう、そこにいらっしゃるらしい方々に申し上げてください」と言うと、翁おきなは、「……よいことだ」と承知するのでした。

    　

    　　五、五人の貴公子にそれぞれ難題を

    　

    　日暮るるほど、例れいの集あつまりぬ。あるいは笛を吹き、あるいは歌をうたひ、あるいは声しゃう歌がをし、あるいは嘯うそを吹き、扇あふぎを鳴らしなどするに、翁おきな、いでて、いはく、「かたじけなく、穢きたなげなる所に、年月を経へてものしたまふこと、きはまりたるかしこまり」と申す。

    　さて、「翁おきなの命いのち、今日きふ明あ日すとも知れぬを、かくのたまふ君達きんだちにも、よく思ひさだめて仕つかうまつれ」と申せば、「ことわりなり。いづれも劣おとり優まさりおはしまさねば、御心ざしのほどは見ゆべし。仕つかうまつらむことは、それになむさだむべき」といへば、「これよきことなり。人の御恨うらみもあるまじ」といふ。五人の人々も、「よきことなり」といへば、翁おきな入りていふ。

    　かぐや姫、「石いし作つくりの皇み子こには、仏ほとけの御み石いしの鉢はちといふ物あり。それを取りて賜たまへ」といふ。「くらもちの皇子みこには、東ひんがしの海に蓬ほう莱らいといふ山あるなり。それに、銀しろかねを根とし、金こがねを茎くきとし、白き玉を実みとして立てる木あり。それ一枝折をりて賜たまはらむ」といふ。「いま一人には、唐土もろこしにある火ひ鼠ねずみの皮かは衣ぎぬを賜へ」。大おお伴ともの大だい納な言ごんには、龍たつの頸くびに五ご色しきに光る玉あり。それを取りて賜へ。石いその上かみの中ちゅう納な言ごんには、「燕つばくらめの持もたる子こ安やすの貝かひ取りて賜へ」といふ。翁おきな、「難かたきことにこそあなれ。この国に在ある物にもあらず。かく難きことをば、いかに申さむ」といふ。かぐや姫、「なにか難からむ」といへば、翁おきな、「とまれかくまれ、申さむ」とて、いでて、「かくなむ。聞きこゆるやうに見せたまへ」といへば、皇み子こたち、上かん達だち部め聞きて、「おいらかに（素直に）、『あたりよりだにな歩ありきそ』とやはのたまはぬ」といひて、倦うんじて、皆みな帰りぬ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　日が暮れる頃ころに、いつものように例の五人が集まった。ある者は笛を吹き、ある者は歌を歌い、ある者は声しょう歌がをし、ある者は口くち笛ぶえを吹き、ある者は扇おうぎで拍ひょう子しをとりなどしている時に、翁おきなが出て来て言うことには、「……もったいなくも、この穢きたならしい所に、長い間お通かよいになること、この上なく恐きょう縮しゅくです」と申してから、「……爺じいの命は今日きょう明あ日すとも知れぬものだが、こうまで仰る若わか様さま方かたに、よく考えて決めてお仕つかえなさい」と申すと、「……もっともです。五人の方々はどなたも優劣がつけがたくていらっしゃるので、私の見たいものさえご用意くだされば、ご愛情のほどがはっきりするでしょう。お仕つかえするのは、その結果によって決めましょう」と言うので、私も、「……それはよいことだ。そうすれば、他ほかの人のお恨うらみもあるまいと言いました」と言う。五人の人々も、「結構だ」と言うので、翁おきなは中なかに入って、かぐや姫にその由よしを告げる。

    　かぐや姫は、「……石いし作つくりの皇み子こには、仏ほとけの石いしの鉢はちという物があります。これを取って来て下さい」と言う。「……くらもちの皇子みこには、東ひがしの海に蓬ほう莱らいという山があるということです。そこに銀しろがねを根とし、金こがねを茎くきとし、白しろい玉たまを実みとして立っている木があります。それを一ひと枝折おってきて頂いただきたい」と言う。「……いま一人には、唐土もろこしにある火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬを下ください。大おお伴ともの大だい納な言ごんには、龍たつの頸くびに五ご色しきに光る玉があります。それを取って来て下さい」と言う。石いその上かみの中ちゅう納な言ごんには、「……燕つばめの持っている子こ安やす貝がいを取って来て下さい」と言う。翁おきなは、「……どれもみな難しいことのようだな、この日本にあるものではない。こんな難しいことを（五人に）どうして申せましょう」と言うと、かぐや姫は、「……どうして難しいことがありましょう」と言うので、翁おきなは、「……とにかく、申しあげてみよう」と言って出てきて、「……このように申しております。娘の申すような（品物を）お見せください」と言うと、皇子みこや上かん達だち部めたちは、これを聞いて、「……素直に、この付近を通って歩くことさえ許さない」と仰って下さる方がまだよいのに」と言って、がっくりとなって、みな帰って行きました。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　五人の求婚者と五つの難題

    　

    　　　　一、石いし作つくりの皇み子こと仏ほとけの御み石いしの鉢はち

    　

    　　　　二、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ

    　

    　　　　三、阿あ倍べの右大臣と火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬ

    　

    　　　　四、大おお伴ともの大だい納な言ごんと龍の頸くびの玉

    　

    　　　　五、石上いそのかみの中納言と燕つばめの子こ安やす貝がい

    　

    　　　　　　　＊　　　　　　　＊

    　

    　　そして、六人目の求婚者が、まさに

    　

     　　　 六、帝みかどであり、

    　

    　　もし、かぐや姫が「月の都みやこの人」でなかったならば、

    　　恐らく、帝みかどと「結婚」（側室）になっていた可能性は

    　　極めて高いということであり、その根拠は、二人は、

    　　親しく「文ふみ」（恋文）を交かわしているのであり、一方、

    　　最初の色好みの五人に対しては、かぐや姫は、最初

    　　から全く問題にもしていなかったということである。

    　　六、石いし作つくりの皇み子こと仏ほとけの御み石いしの鉢はち

    　　六、石いし作つくりの皇み子こと仏ほとけの御み石いしの鉢はち

    　

    　なほ、この女見みでは世よにあるまじき心ここ地ちのしければ、「天てん竺ぢくに在ある物も持もて来こぬものかは」と思ひめぐらして、石いし作つくりの皇み子こは、心のしたくある人にて、天竺に二ふたつとなき鉢はちを、百千万里のほど行いきたりとも、いかでか取とるべきと思ひて、かぐや姫のもとには、「今日はふなむ、天竺に石の鉢取りにまかる」と聞かせて、三年ばかり、大和やまとの国くに十とを市ちの郡こほりにある山寺に賓びん頭盧づるの前なる鉢の、ひた黒ぐろに墨すみつきたるを取りて、錦にしきの袋ふくろに入れて、作り花の枝につけて、かぐや姫の家に持もて来きて、見せければ、かぐや姫あやしがりて見れば、鉢の中に文ふみあり。ひろげて見れば、

    　　海うみ山やまの道みちに心をつくしはてないしのはちの涙ながれき（皇み子この歌）

    　かぐや姫、光やあると見るに、蛍ほたるばかりの光だになし。

    　　置おく露つゆの光をだにもやどさまし小を倉ぐらの山やまにて何なにもとめけむ（姫の歌）

    　とて、返かへしいだす。鉢を門かどに捨すてて、この歌の返かへしをす。

    　　白しら山やまにあへば光の失うするかとはちを捨てても頼たのまるるかな（皇み子この歌）

    　とよみて、入れたり。かぐや姫、返かへしもせずなりぬ。耳にも聞き入れざりければ、いひかかづらひて帰りぬ。かの鉢はちを捨てて、またいひけるよりぞ、面おもなきことをば、「はぢをすつ」とはいひける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、そうは言っても、この女と結婚しないではこの世に生きていられないような気持がしたので、「……天てん竺じくにある物でも持って来られないことはないだろう」と、いろいろ考えて、石いし作つくりの皇み子こは、見通しの利きく人であったので、「……天てん竺じくに二つとない鉢はちを、百千万里りの距離を行ったところで、どうして取ることができようか」と思って、かぐや姫の所には、「……今日、天てん竺じくへ石の鉢はちを取りに出かけます」と知らせて、三年ほど後のちに、大和やまとの国くに十と市おちの郡こおりにある山寺の、賓びん頭盧ずるの前にある鉢はちの真黒に煤すす墨ずみのついたのを取って、錦にしきの袋ふくろに入れ、造花の枝につけて、かぐや姫の家に持って来て見せたので、かぐや姫があやしがりて見ると、鉢はちの中に手紙がある。広げてみると、

    　　海うみ山やまの道みちに心を尽つくし果はて、その果はてしない旅たびで泣いて、石の鉢はちを手に入れるためには、血の涙なみだまで流がしたのですよ。……

    　かぐや姫は、光はあるかしらと見ると、蛍ほたるほどの光すらない。

    　　せめて、お流しになった涙なみだの露ほどの光でもあればよいのに。ほの暗いだけのこんな品しな物ものでは、あなたは小倉山で一体何をお求めになったのでしょうか、と返事をして、その鉢はちを突き返かえした。――皇子みこはその鉢はちを門かど口ぐちに捨てて、この歌の返歌をする。

    　　白しら山やまのように光り輝く貴方あなたに会って、この鉢はちも光を失ったかとがっかりして鉢はちを捨てましたが、それでも、貴方あなたの色よいお返事を頼みにしていますよ、と詠んで、送り入れた。

    　かぐや姫は、もう返へん歌かもしなくなった。耳にも聞き入れなかったので、皇子みこは弁解、口実を口にしながら帰ってしまった。あの偽いつわりの鉢はちを捨ててからも、まだあつかましくも「頼みにしていますよ」などと言ったことが元になって、あつかましいことを「はぢを捨てる」と言うのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ　其の一（玉の枝の偽造）

    　

    　くらもちの皇み子こは、心たばかりある人にて、朝廷おほやけには、「筑つく紫しの国くにに湯ゆあみにまからむ」とて暇いとま申して、かぐや姫の家には、「玉の枝えだ取りになむまかる」といはせて、下くだりたまふに、仕つかうまつるべき人々、みな難な波にはまで御送おくりしける。皇み子こ、「いと忍びて」とのたまはせて、人もあまた率ゐておはしまさず。近う仕つかうまつるかぎりしていでたまひぬ。御送りの人々、見たてまつり送りて帰りぬ。「おはしましぬ」と人には見えたまひて、三日ばかりありて、漕こぎ帰りたまひぬ。

    　かねて、事ことみな仰おほせたりければ、その時、一いちの宝たからなりける鍛か冶ぢ工匠たくみ六人を召めしとりて、たはやすく人ひと寄より来くまじき家を作りて、竈かまどを三み重へにしこめて、工匠たくみらを入れたまひつつ、皇み子こも同じ所に籠こもりたまひて、領しらせたまひたるかぎり十六所そをかみに、蔵くらをあげて、玉の枝を作りたまふ。

    　かぐや姫ののたまふに違たがはず作りいでつ。いとかしこくたばかりて、難な波にはにみそかに持もていでぬ。「船に乗りて帰り来きにけり」と殿とのに告つげやりて、いといたく苦しがりたるさましてゐたまヘリ。迎むかへに人多く参りたり。玉の枝をば長なが櫃びつに入れて、物おほひて持もちて参る。いつか聞きけむ、「くらもちの皇み子こは優う曇どん華ぐゑの花持もちて上のぼりたまへり」とののしりけり。これをかぐや姫聞きて、我はこの皇み子こに負けぬべしと、胸つぶれて思ひけり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　くらもちの皇み子こは、策略に秀ひいでた人で、朝廷には、「……筑つく紫しの国に湯とう治じに参るつもりです」と言って、休暇を申し出て、かぐや姫の家には、「……玉の枝を取りに参ります」と、（使いの者に）言わせて、都みやこを下くだるのに、彼に仕えている人々は、みな難な波にわまでお見送りをしました。皇子みこは、「……できるだけ人目を避けて」とおっしゃって、人もそれほど多くは連れていかなかった。身近に使えるものだけを選んで出発した。見送りの人たちは、見送りが終わった後のち、京へ帰って行った。このように「出発なさった」と人には見られるようにしておいて、三日ほど経たってから、船で帰ってこられたのである。

    　かねてから、なすべきことはすべて命令しておかれたので、その時、その当時国宝級の鍛冶かじ工六人を招集して、簡単には人が寄りつけないような家を作り、竃かまどの周辺を三重に囲って、鍛冶かじ工たちをすべてその家に入れながら、皇み子こ自身も同じところに籠こもって、所領の荘園の十六カ所をはじめ、蔵くらの全財産を投じて「玉の枝」をお作りになった。

    　そのようにして、かぐや姫のおっしゃるのと寸分違たがわず作り上げてしまった。大変上手に計略をめぐらし、難な波にわの浦うら（港）へこっそりと持ち出した。「……船に乗って帰って来たよ」と自分の御ご殿てんに連絡をやり、とても苦しがっている風を装いすわっておられる。

    　お迎えに多くの人たちが来て、玉の枝は長なが櫃びつに入れ、覆おおいをかぶせて京へ持って帰る。いつ聞いたのか、人々は、「……くらもちの皇み子こは、優う曇どん華げの花はなを持って上京なされた」と騒ぎ合っている。これをかぐや姫が聞きつけて、「……この皇み子こには負けてしまうかも知れない」と、胸がつぶれるほどに思い悩むのであった。

    　

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ　其の二（かぐや姫邸ていに持参）

    　

    　かかるほどに、門かどを叩たたきて、「くらもちの皇み子こおはしたり」と告つぐ。「旅たびの御姿ながらおはしたり」といへば、あひたてまつる。皇み子こののたまはく、「命を捨ててかの玉の枝持もちて来きたるとて、かぐや姫に見せたてまつりたまへ」といへば、翁おきな持もちて入いりたり。この玉の枝に、文ふみぞつけたりける。

    　　いたづらに身はなしつとも玉の枝えを手折たをらでさらに帰らざらまし

    　これをもあはれとも見てをるに、たけとりの翁おきな、走り入いりていはく、「この皇み子こに申したまひし蓬ほう莱らいの玉の枝を、一ひとつの所あやまたず持もておはしませり。何をもちて、とかく申すべき。旅たびの御姿ながら、我わが御おほん家いへへも寄りたまはずしておはしましたり。はや、この皇み子こにあひ仕つかうまつりたまへ」といふに、物もいはず、頬つら杖づゑをつきて、いみじく嘆なげかしげに思ひたり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　こうしているうちに、（くらもちの従者）が門を叩たたいて、「……くらもちの皇み子こがいらっしゃいました」と、告げる。「……旅のお姿すがたのままおいでになりましたよ」と言うので、翁おきながお会い申し上げると、皇み子こは、「……命を捨てるほどの苦労をして、あの玉たまの枝えだを持って帰って来ました」と言い、「……かぐや姫にお見せください」と言うので、翁おきなは、それを持って、かぐや姫の部へ屋やに入ったが、その玉たまの枝えだには手紙が付つけてあった。

    　　この身はたとえむなしく成り果てても、玉たまの枝えだを手て折おらずに帰って来るようなことは、決してなかったでしょう。

    　この歌も（玉たまの枝えだ同様）趣おもむきあるものと思って見ていると、竹取の翁おきなが走り込んで来て言うには、「……この皇み子こに申し上げなさった蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだを、一点の違いもない形で持っていらっしゃったのです。今さらどんな理由をあれこれ申せましょうか。しかも、旅のお姿すがたのままでご自宅にも寄らずにいらっしゃったのです。早くこの皇み子こと結婚なされてお仕え申し上げなさい」と言うので、かぐや姫は、物も言わずに頬ほお杖づえをついて、たいそう嘆なげかわしそうに物思いに沈んでいるのでした。

    　

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬莱の玉たまの枝えだ　其の三（偽りの苦労談）

    　

    　この皇み子こ、「今さへ、なにかといふべからず」といふままに、縁えんに這はひのぼりたまひぬ。翁おきな、「理ことわりに思ふ。この国に見えぬ玉の枝なり。このたびは、いかでか辞いなびまうさむ。人ざまもよき人におはす」などいひゐたり。かぐや姫のいふやう、「親ののたまふことをひたぶるに辞いなびまうさむことのいとほしさに」と、取りがたき物を、かくあさましく持もて来くることを、ねたく思ふ。翁おきなは、閨ねやのうち、しつらひなどす。

    　翁おきな、皇み子こに申すやう、「いかなる所にかこの木はさぶらひけむ。あやしくうるはしくめでたき物にも」と申す。皇み子こ、答こたへてのたまはく、「一昨々さをと年としの二月きさらぎの十日頃に、難な波にはより船に乗りて、海の中にいでて、行いかむ方かたも知らずおぼえしかど、思ふこと成ならで世よの中に生きて何かせむと思ひしかば、ただ、むなしき風にまかせて歩ありく。命いのち死なばいかがはせむ、生きてあらむかぎりかく歩ありきて、蓬ほう莱らいといふらむ山にあふやと、海に漕こぎただよひ歩ありきて、我わが国のうちを離はなれて歩ありきまかりしに、ある時は、浪なみ荒あれつつ海の底にも入りぬべく、ある時には、風につけて知らぬ国に吹き寄せられて、鬼おにのやうなるものいで来きて、殺さむとしき。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　この皇み子こは、「……今さら、あれこれ言うべきではない」と言いながら、縁えん側がわに這い上がってしまわれた。翁おきなは、もっともだと思って、「……これは日本では見ることができない玉の枝です。もう今度はどうしてお断り申せましょうか。人ひと柄がらも良い方でいらっしゃる」などと翁おきなは言って、かぐや姫の前にすわって居いる。

    　かぐや姫の言うには、「……親がおっしゃることを、ひたすらにお断り申し上げることが気の毒ゆえ、あのように申しましたのに」と、取ることが難しいものであるのに、このように意外なほどにちゃんと持って来たことを忌いま々いましく思う。

    　翁おきなは、すっかりその気になって、寝室の中なかを片付け準備などしている。翁おきなが、皇み子こに申し上げるには、「……どんな所に、この木はございましたのでしょうか。不思議なほど麗うるわしく、すばらしい物でございますね」と申し上げる。皇み子こが答えておっしゃるには、「……一昨々年さきおととしの二月の十日頃に、難な波にわから船に乗って、海上に出て、目的とする方向すら分からぬまま心細く思ったが、自分の思うことが成就できないで、世の中に生きていても仕方がないと思ったので、ひたすらにどちらに吹くか分かりもしない風に任せて航行しました。命がなくなれば仕方ないが、生きている限りはこのように航海を続け、いつかは蓬ほう莱らいとかいう山に会うだろうと思い、海を漕こぎ漂ただよって、わが日本の領海を離れて行きましたところ、ある時は、浪なみが荒れ続つづいて海底に沈みそうになり、ある時は、風の方向のままに知らぬ国に吹き寄せられ、鬼のような怪物が目の前に立ち現われて、私を殺そうとしました。

    　

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ　其の四（海難と蓬ほう莱らい）

    　

    　ある時には、来きし方かた行ゆく末すゑも知らず、海にまぎれむとしき。ある時には、糧かてつきて、草の根を食物くひものとしき。ある時は、いはむ方かたなくむくつけげなる物もの来きて、食ひかからむとしき。ある時には、海の貝を取りて命いのちをつぐ。旅たびの空そらに、助けたまふべき人もなき所に、いろいろの病やまひをして、行ゆく方かた、空そらもおぼえず。船の行ゆくにまかせて、海に漂ただよひて、五百日といふ辰たつの時ばかりに、海のなかに、はつかに山見ゆ。船の楫かぢをなむ迫せめて見る。海の上にただよへる山、いと大おほきにてあり。その山のさま、高くうるはし。これや我わが求むる山ならむと思ひて、さすがに恐おそろしくおぼえて、山のめぐりをさしめぐらして、二三日ばかり、見歩ありくに、天てん人にんのよそほひしたる女、山の中よりいで来きて、銀しろかねの金鋺かなまるを持もちて、水を汲くみ歩ありく。これを見て、船より下おりて、『この山の名を何とか申す』と問ふ。女、答こたへていはく、『これは、蓬ほう莱らいの山なり』と答ふ。これを聞くに、嬉うれしきことかぎりなし。この女、かくのたまふは誰たれぞと問ふ、『我が名はうかんるり』といひて、ふと、山の中に入りぬ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　またある時には、海上で方向を見失って後あと先も分からなくなり、そのまま海で遭そう難なんしそうになりました。ある時には、食糧が尽き果て、偶然上陸した島で草の根を取って食糧にしました。またある時は、言いようもなく気味悪い妖よう怪かいが出現して、私に食いかかろうとしました。またある時は、海の貝かいを取って命いのちをつないだこともあります。旅先で、助けてくださる人もないような所で、種々の病気をして、行く方向すら定かではなくなりました。こんな調子で、ただ船の行くのにまかせて海上を漂流していましたが、海に出て五百日目という日の午前八時頃に、海上にかすかに山が見えます。船の楫かじを島に近づけるように操そう作さして、それを見ると、海上に漂っているその山はたいそう大きく、その山の様子は、高くうるわしい。これこそ私が求めている山であろうと思ったが、やはり恐ろしく思われて、山の周囲を漕こぎめぐらせて、二、三日ほど様子を見ながら航行させていると、天てん人にんの服装をした女が、山の中から出てきて、銀のお椀わんを持って水を汲くみ歩いている。これを見て、船から降りて、「……この山の名は何と申しますか」と尋たずねると、女が答えて言うには、『……これは蓬ほう莱らいの山です』と答える。これを聞いた時、嬉うれしさは限かぎりなく、『……このようにおっしゃるあなたは誰ですか』と問うと、この女は、『……私の名はうかんるり』と言って、すうっと山の中に入ってしまいました。

    　

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ　其の五（蓬ほう莱らいの山）

    　

    　その山、見るに、さらに登のぼるべきやうなし。その山のそばひらをめぐれば、世よの中になき花の木ども立てり。金こがね、銀しろかね、瑠る璃り色いろの水、山より流れいでたり。それには、色いろ々いろの玉の橋わたせり。そのあたりに照てり輝かがやく木ども立てり。その中に、この取りて持もちてまうで来きたりしはいとわろかりしかども、のたまひしに違たがはましかばとこの花を折をりてまうで来きたるなり。山はかぎりなくおもしろし。世にたとふべきにあらざりしかど、この枝を折りてしかば、さらに心もとなくて、船ふねに乗りて、追おい風かぜ吹きて、四百余日になむ、まうで来きにし。大だい願ぐわん力りきにや。難な波にはより、昨日きのふなむ都みやこにまうで来きつる。さらに、潮しほに濡ぬれたる衣きぬだに脱ぬぎかへなでなむ、こちまうで来きつる」とのたまへば、翁おきな、聞きて、うち嘆なげきてよめる、

    　　くれたけのよよのたけとり野山にもさやはわびしきふしをのみ見し

    　これを、皇み子こ聞ききて、「ここらの日ひ頃ごろ思ひわびはべりつる心は、今日けふなむ落おちゐぬる」とのたまひて、返し、「我わが袂たもと今日かわければわびしさの千ち種ぐさの数かずも忘られぬべし」とのたまふ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　その山は、見ると、全く登る手段がないほどに険けわしい。その山の崖がけ下したをめぐってゆくと、この世の物とも思えぬ花の木が多く立っている。金色、銀色、瑠る璃り色の水が、山から流れ出ている。その川には様々な色の玉（宝ほう玉ぎょく）で出来た橋が渡してあり、そのあたりに照り輝かがやく木々が立っている。その中なかで、ここにいま持じ参さんしたのは、たいそう劣おとっていたのですが、せっかくよいのを取ってきても、あなたのおっしゃたのにぴったりでなければ困るだろうと思いまして、この花を折って持じ参さんしたのです。

    　山は、限りなくすばらしい。世の中にたとえるものがないほどですが、この枝を折ってしまったので、ただもう落ち着かなく、船に乗って追い風が吹いて、四百余日で帰って参りました。ほんとうに仏の大だい願がん力りきのお陰かげでありましょうか。昨日、難な波にわから都へ帰って参りました。その上、潮で濡れた衣装をも着替えもしないで、こちらに直接参上しました」とおっしゃると、翁おきなは、これを聞いて、嘆息して歌を詠んだ。

    　　長い年とし月つき竹取りをして年とし老おいたこの竹取りですが、野山での竹を取る生活でこんなに苦しい目ばかりを見たことはございませんよ。

    　これを聞いて皇おう子じは、「……長い間苦しく思っていました心は、今日その言葉を聞いて、すっかり落ち着きました」とおっしゃって、返す歌は、「……今まで海水や涙で濡れていた私の袂たもとは、望みを叶えた今日、すっかり乾いたので、これまでの数々の辛苦も自然に忘れてしまうでしょう」とおっしゃるのでした。

    　

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ　其の六（工匠たくみの訴え）

    　

    　かかるほどに、男をとこども六人つらねて、庭にいで来きたり。一人の男をのこ、文挟ふんばさみに文ふみをはさみて、申す、「内匠たくみ寮づかさの工匠たくみ、あやべの内うち麻ま呂ろ申もうさく、玉の木を作り仕つかうまつりしこと、五ご穀こくを断たちて、千余日に力ちからをつくしたること、すくなからず。しかるに、禄ろくいまだ賜たまはらず。これを賜ひて、わろき家け子こに賜はせむ」といひて、ささげたり。たけとりの翁おきな、この工匠たくみらが申すことは何ごとぞとかたぶきをり。皇子みこは、我われにもあらぬ気け色しきにて、肝きも消えゐたまへり。これを、かぐや姫聞きて、「この奉たてまつる文ふみを取れ」といひて、見れば、文に申しけるよう、

    　「皇み子この君きみ、千日、いやしき工匠たくみらと、もろともに、同じ所に隠れゐたまひて、かしこき玉の枝を作らせたまひて、官つかさも賜はむと仰あほせたまひき。これをこの頃ごろ案あんずるに、御使つかひとおはしますべきかぐや姫の要えうじたまふべきなりけりとうけたまはりて。この宮みやより賜たまはらむ」と申して、「賜はるべきなり」といふを、聞きて、かぐや姫、暮るるままに思ひわびつる心ここ地ち、笑ひさかえて、翁おきなを呼よびとりていふやう、「まこと蓬ほう莱らいの木かとこそ思ひつれ。かくあさましきそらごとにてありければ、はや返かへしたまへ」といへば、翁おきな答こたふ、「さだかに作らせたる物と聞きつれば、返さむこと、いとやすし」と、うなづきをり。かぐや姫の心ゆきはてて、ありつる歌の返し、

    　　まことかと聞きて見つれば言ことの葉はをかざれる玉の枝にぞありける

    　といひて、玉の枝も返しつ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　こうしているうちに、男たち六人、連れ立って庭に現われた。一人の男が文ふみ挟ばさみに文を挟はさんで訴えるには、「……内匠たくみ寮づかさの工匠たくみ、漢あや部べの内うち麻ま呂ろが申し上げます。玉の木を作るのに、五ご穀こくを断たって千日余り力を尽くしたことは、並大抵のことではありません。ところが、未だに報酬をいただいておりません。報酬をいただいて、未熟な弟子に与えたいのです」と言って、文ふみ挟ばさみを捧ささげる。竹取りの翁おきなは、この工匠たくみたちの申すことは何事かと首を傾かしげている。皇み子こは、茫ぼう然ぜん自じ失しつのていで、肝を潰つぶして座すわっておられる。これをかぐや姫が聞いて、「……この工匠たくみが差し出している文ふみを取れ」と言って、取らせて、見ると、その文ふみで訴えていることは、「……皇子みこの君は、千日の間、身分の低い工匠たくみたちとご一緒に、同じ所に隠かくれ住み、立派な玉の枝えだを作らせなさって、でき上がったら官職を授けようとおっしゃいました。このことをこの頃ごろになって考えてみますと、御ご側そく室しつになられるはずのかぐや姫が御ご要よう望ぼうなされているとお聞きしましたので、このお邸やしきからいただきたいのです」と、文ふみに書いてあり、口でも、「……当然いただくべきものです」と言っているのを聞いて、かぐや姫は、日が暮れるにつれて、「……皇み子こと契ちぎらねばならぬのか」と思い悩み苦しんでいた心は晴れて、明るく笑って、翁おきなを呼び寄せて言うには、「……ほんとうに蓬ほう莱らいの木かと思っていましたが、このようなあきれた偽いつわりごとだったのですから、早くお返ししてください」と言うと、翁おきなが答えるには、「……確かに、作らせたものだとお聞きしましたので、お返しすることは、いとも簡単なことです」と頷うなずいておられる。かぐや姫の心はすっかり晴れて、さっきの皇み子この歌の返し歌として、

    　本当の玉の枝かと皇み子この話を聞いて見ておりましたが、言ことの葉で飾かざり立てた偽いつわりの玉の枝えだでございました、と言って、歌とともに玉の枝えだも返してしまわれた。

    　

    　　七、くらもちの皇み子こと蓬ほう莱らいの玉たまの枝えだ　其の七（皇み子このその後）

    　

    　たけとりの翁おきな、さばかり語かたらひつるが、さすがにおぼえて眠ねぶりをり。皇み子こは、立つもはした、ゐるもはしたにて、ゐたまへり。日の暮れぬれば、すべりいでたまひぬ。

    　かの愁うれ訴へせし工匠たくみをば、かぐや姫呼びすゑて、「嬉うれしき人どもなり」といひて、禄ろくいと多く取らせたまふ。工匠たくみらいみじくよろこびて、「思ひつるやうにもあるかな」といひて、帰る。道みちにて、くらもちの皇子みこ、血ちの流るるまで打ちゃうぜさせたまふ。禄得えし甲斐かひもなく、みな取り捨すてさせたまひてければ、逃にげうせにけり。

    　かくて、この皇み子こは、「一いっ生しゃうの恥はぢ、これに過すぐるはあらじ。女をんなを得ずなりぬるのみにあらず、天てん下かの人の、見思おもはむことのはづかしきこと」とのたまひて、ただ一ひと所ところ、深き山へ入いりたまひぬ。宮司みやつかさ、さぶらふ人々、みな手を分わかちて求めたてまつれども、御死おほんしにもやしたまひけむ、え見つけたてまつらずなりぬ。皇み子この、御おほん供ともに隠かくしたまはむとて、年とし頃ごろ見えたまはざりけるなり。これをなむ、「たまさかに」とはいひはじめける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　一方、竹取りの翁おきなは、あれほどまで皇み子こと意気投合していたことが、さすがに気まずく思われて、眠ったような顔をして座すわっている。当の皇み子こは、立つのも落ち着かず、座すわっているのも落ち着かない様子で座すわっておられる。そして、日が暮れたので、これ幸いと、こっそり抜け出してしまわれた。

    　あの訴えた工匠たくみを、かぐや姫が呼んで、庭に控ひかえさせ、「……嬉うれしい人たちだこと」と言って、ご褒ほう美びをたくさんお与えになる。工匠たくみどもはたいそう喜んで、「……期待していた通りだった」と言って、帰る。その帰り道で、くらもちの皇子みこが、工匠たくみたちを血が流れるまで打たさせる。工匠たくみたちは褒ほう美びを得た甲斐かいもなく、皇子みこがみな取り上げて、捨てさせなさったので、無一文になって逃げ失せてしまった。

    　さて、この皇子みこは、「……一生の恥はじ、これに勝るものはあるまい。女を自分のものに出来なかったばかりでなく、世間の人が自分を見、いろいろと思うのが恥ずかしくてならぬ」とおっしゃって、ただ一人で、深い山の中に入ってしまわれた。

    　お邸やしきの執しつ事じやお仕つかえしている人々が、みな手分けをして、お探さがし申し上げたが、お亡くなりにでもなったのだろうか、見つけ申し上げぬままになってしまった。それは、皇子みこがご家来の前から自分の姿すがたをお隠しになろうと思って、何年もの間あいだ、姿すがたをお見せにならなかったのです。このことから、「たまさかる」（魂が抜けたようにぼんやりとしてうつけもののような状態になること）とは言い始めたのです。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　八、阿あ倍べの右大臣と火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬ

    　　八、阿あ倍べの右大臣と火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬ　其の一（皮かわ衣ぎぬの入手方法）

    　

    　右大臣安あ倍べの御み主う人しは、財たから豊ゆたかに家いへ広ひろき人にておはしけり。その年来きたりける唐もろ土こし船ぶねの王わうけいと言ふ人のもとに文ふみを書きて、「火ひ鼠ねずみの皮かはといふなる物、買かひておこせよ」とて、仕つかうまつる人の中に、心こころ確たしかなるを選えらびて、小を野ののふさもりといふ人をつけてつかはす。持もて到いたりて、かの唐土もろこしにをる王わうけいに金かねをとらす。王わうけい、文ふみをひろげて見て、返かへりごと書かく。

    　「火ひ鼠ねずみの皮衣かはぎぬ、この国になき物なり。音おとには聞けども、いまだ見ぬ物なり。世よにある物ならば、この国にも持もてまうで来きなまし。いと難かたき交易あきなひなり。しかれども、もし、天てん竺ぢくに、たまさかに持もて渡わたりなば、もし長ちょゃう者じゃのあたりにとぶらひ求めむに。なきものならば、使つかひにそへて金かねをば返したてまつらむ」といへり。

    　かの唐もろこし船ぶね来きけり。小野のふさもりまうで来きて、まう上のぼるといふことを聞きて、歩あゆみ疾とうする馬をもちて走はしらせ迎むかへさせたまふ時に、馬に乗のりて、筑つく紫しよりただ七日にまうで来きたる。文ふみを見るに、いはく、

    　「火ひ鼠ねずみの皮衣かはぎぬ、からうじて人をいだして求めて奉たてまつる。今の世よにも昔の世にも、この皮は、たやすくなき物なりけり。昔、かしこき天てん竺ぢくの聖ひじり、この国に持もて渡りてはべりける、西にしの山寺にありと聞きおよびて、朝廷おほやけに申して、からうじて買ひ取りて奉る。価あたひの金かね少すくなしと、国こく司し、使つかひに申ししかば、王わうけいが物くはへて買ひたり。いま、金かね五十両賜たまはるべし。船の帰らむにつけて賜たび送れ。もし、金かね賜はぬものならば、かの衣ころもの質しち、返かへしたべ」といへることを見て、「なに仰おほす。いま、金かね少しにこそあなれ。嬉うれしくしておこせたるかな」とて、唐土もろこしの方かたに向むかひて、伏ふし拝をがみたまふ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　右大臣安あ倍べの御み主う人しは、財産が豊かで、一門が繁栄している人でありました。その年に日本にやって来た唐土もろこしの船の王おう慶けいという人のもとに手紙を書き、「……火ひ鼠ねずみの皮かわというものを買って送って下さい」と、仕つかえている人の中なかから考えのしっかりしている者を選んで、その小お野のの房ふさ守もりという人に手紙を持たせて派遣する。房ふさ守もりはその手紙を持って唐土もろこしに到着して、その唐土もろこしの王おう慶けいに手紙と供に金を受け取らせる。王おう慶けいは手紙を広げて見て、返事を書く。「……火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬは、唐土もろこし（唐）にはないものです。噂うわさには聞いていますが、まだ見たことがない物です。（もし）世の中に存在する物ならば、天てん竺じく（インド）の人たちがこの国（唐）にきっと持って参るでしょう。これは何とも難しい交易あきないです。しかし、（もし産地から）天てん竺じくにたまたま持って入国して来ることがあったら、もしかすると、長ちょう者じゃの家などを尋たずねて行って求もとめて見ましょう。もしこの世に無いものであれば、使いの者に金を持たせてお返し申し上げましょう」と手紙に書いてある。

    　その唐土もろこしの船がやって来た。小お野のの房ふさ守もりが日本へと帰国して、都へ上京するということを聞いて、右大臣は、使者を足の速い馬で走らせて迎えさせようとした時に、房ふさ守もりはその馬に乗って筑つく紫しから何と七日間でやって来た。持参した王おう慶けいからの手紙を見ると、次のように書いてある。「……火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬは、やっとのことで人を派遣して手に入れましたのでお届けします。今の世にも昔むかしの世にも、この皮は容易に手に入らぬ物だったのです。昔むかし、尊い天てん竺じくの聖者がこの国（唐）に持って渡って来られたものが、西の山やま寺でらにあると聞いて、朝廷に申して、やっとのことで買い取ってこのように持参するのです。『……代価の金額が少ない』と、（唐の）国こく司しが使いの者に申しましたので、この王おう慶けいの物（お金）を加えて買ったのです。ですから、もう五十両の金を頂いただかねばなりません。船が帰る時、その船に託たくしてお送り下さい。もし、金を頂いただけないのであれば、あの皮かわ衣ぎぬをお返かえし下さい」と書いてあるのを見て、右大臣は、「……何をおっしゃる。あと僅わずかな金のことだよ。嬉うれしいことによく送おくって来てくれたものだ」とおっしゃって、唐土もろこしの方に向かって伏し拝みなさる。

    　

    　　八、阿あ倍べの右大臣と火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬ　其の二（皮かわ衣ぎぬ入れたる箱）

    　

    　この皮衣かはぎぬ入れたる箱を見れば、くさぐさのうるはしき瑠る璃りを色いろへて作れり。皮衣かはぎぬを見れば、金こん青じゃうの色なり。毛の末すゑには、金こがねの光ひかりし輝かがやきたり。宝たからと見え、うるはしきこと、ならぶべき物なし。火に焼やけぬことよりも、きよらなることかぎりなし。「うべ、かぐや姫好このもしがりたまふにこそありけれ」とのたまひて、「あな、かしこ」とて、箱に入れたまひて、物の枝につけて、御身の化け粧さういといたくして、やがて泊とまりなむものぞとおぼして、歌よみくはへて、持もちていましたり。その歌は、

    　　かぎりなき思ひに焼やけぬ皮かは衣ごろも袂たもとかわきて今日けふこそは着きめ

    　といへり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　右大臣、この皮かわ衣ぎぬを入れてある箱を見ると、様々な美しい瑠る璃りを取り混ぜ彩さい色しきして作ってある。皮かわ衣ぎぬを見ると紺こん青じょうの色であり、毛の先さきには金きん色いろの光りが輝かがやいている。まさに宝たから物ものと見えて、他ほかに並なみぶべきものもない。火に焼けないということが特徴であるが、何より華か麗れいであることが最高である。右大臣は、「……なるほど、かぐや姫が欲しがりなさるほどの物だわい」とおっしゃって、「……ああ、もったいない」と言って、箱にお入れになって、何かの木の枝えだにつけ、ご自身の化粧も入念になさり、「……このまま婿むことしてかぐや姫邸ていに泊まり込むことになろうよ」とお思いになって、その木の枝に歌を添えて、お持ちになっている。その歌は、

    　　あなたを限りなく思う「思ひ」の火、その火にも焼けない皮かわ衣ごろもを手に入れ、今は涙に濡れた袂たもとも乾いて、今日こそ、着ていただけるでしょうねと書いてある。

    　

    　　八、阿あ倍べの右大臣と火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬ　其の三（かくや姫に見せる）

    　

    　家いへの門かどに持もて到いたりて、立てり。たけとりいで来きて、取り入れて、かぐや姫に見す。かぐや姫の、皮衣かはぎぬを見て、いはく、「うるはしき皮なめり。わきてまことの皮ならむとも知らず」。たけとり、答へていはく、「とまれかくまれ、まづ請しゃうじ入れたてまつらむ。世の中に見えぬ皮衣かはぎぬのさまなれば、これをと思ひたまひね。人ないたくわびさせたてまつらせたまひそ」といひて、呼よび据すゑたてまつれり。

    　かく呼び据ゑて、このたびはかならずあはむと媼おうなの心にも思ひをり。この翁おきなは、かぐや姫のやもめなるを嘆なげかしければ、よき人にあはせむと思ひはかれど、せちに、「否いな」といふことなれば、えしひねば、理ことわりなり。かぐや姫、翁おきなにいはく、「この皮衣かはぎぬは、火に焼かむに、焼けずはこそ、まことならめと思ひて、人のいふことにも負まけめ。『世よになき物なれば、それをまことと疑ひなく思はむ』とのたまふ。なほ、これを焼きて心みむ」といふ。翁おきな、「それ、さもいはれたり」といひて、大臣に、「かくなむ申す」といふ。大臣答こたへていはく、「この皮は、唐土もろこしにもなかりけるを、からうじて求め尋たづね得たるなり。なにの疑ひあらむ」。「さは申すとも、はや焼きて見たまへ」といへば、火の中にうちくべて焼かせたまふに、めらめらと焼けぬ。「さればこそ、異物ことものの皮なりけり」といふ。大臣、これを見たまひて、顔は草の葉の色にてゐたまへり。かぐや姫は、「あな、嬉うれし」とよろこびてゐたり。かのよみたまひける歌の返し、箱に入れて、返す。

    　　名な残ごりなく燃もゆと知りせば皮かは衣ごろも思ひのほかにおきて見ましを

    とぞありける。されば、帰りいましにけり。

    　世の人々、「安あ倍べの大臣、火ひ鼠ねずみの皮衣かきぎぬ持もていまして、かぐや姫にすみたまふとな。ここにやいます」など問とふ。ある人のいはく、「皮は、火にくべて焼きたりしかば、めらめらと焼けにしかば、かぐや姫あひたまはず」といひければ、これを聞きてぞ、とげなきものをば、「あへなし」といひける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　右大臣は、かぐや姫の家の門に、その宝たから物ものを持って行って立っていた。竹取の翁おきなが出てきて、その宝たから物ものを受け取って、かぐや姫に見せる。かぐや姫が、その皮かわ衣ぎぬを見て言うことには、「……立派な皮のようですね、でも、これが本物の火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬだという証拠は特にありません」。翁おきなが答えて言うには、「……ともかくも、まず大臣を招き入れて差し上げましょう。この世では見ることができない皮かわ衣ぎぬみたいですので、これを本物だと思いなされ。あの方をあまり困らせ申し上げなさいますな」と言って、右大臣を招き入れ、お席をお勧すすめなさる。

    　このように席に座すわらせて、「……今度は必ず結婚することになろう」と嫗おうなも、翁おきなと同じような心に思っている。この翁おきなは、かぐや姫が独り身でいるのを嘆なげかわしく思っており、立派な人と結婚させようと思いはかるが、強く「いやだ」と言うことなので、強いることが出来ずにいたので、（今度の）この期待も当然である。

    　かぐや姫が翁おきなに言うには、「……この皮かわ衣ぎぬを火で焼いても、焼けなければ、まさに本物だと思って、あの方のお言葉にも従いましょう。あなたは、『……この世にまたとない物だから、それを本物だと疑いなく思いなさい』とおっしゃるが、でも、やはり、これを焼いて、本物かどうか確かめてみたいと思うのです」と言う。

    　翁おきなは、「……それももっともなことだ」と言って、右大臣に、「……このように申しております」と言う。大臣が答えて言うには、「……この皮は唐土もろこしにもなかったものを、やっとの思いで求め、尋たずね歩いて手に入れたものです。何を疑うことがございましょう。そうは申しても、とにかく、早く焼いてごらんなさい」と言うので、火の中にくべてお焼きになると、めらめらと焼けてしまう。「……こうなったのですから、やはり偽にせ物ものの皮かわなのですね」と翁おきなは言う。大臣は、これを御ご覧らんになって、顔は草の葉のように青くなって座すわっておられ、かぐや姫は「……ああ、嬉うれしい」と喜んでおられる。

    　先刻、大臣がお詠よみになった歌への返歌を、その箱に入れて返す。

    　　あとかたもなく燃えると分かっていたなら、この皮かわ衣ごろもなど問題にせず、焼かずに火の外に置いて見ましたものをと書いてあった。そこで仕方なく大臣はお帰りになった。

    　世間の人々は、「……安あ倍べの大臣は、火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ぎぬを持っていらっしゃって、かぐや姫と結婚なさるということだな。ここにおいでになるのか」などと聞く。また、ある人が言うには、「……皮かわを火にくべて焼いたら、めらめらと焼けたので、かぐや姫は結婚なさらなかったのだ」と言うので、これを聞いてから、遂行できなくてがっかりという場合を、「安あ倍べ」にちなんで、「あへなし」と言うようになったのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　九、大おお伴ともの大だい納な言ごんと龍の頸くびの玉

    　　九、大おお伴ともの大だい納な言ごんと龍の頸くびの玉　其の一（家来に龍の玉取りを命令）

    　

    　大おお伴とも御のみ行ゆきの大だい納な言ごんは、我わが家にありとある人集めて、のたまはく、「龍たつの頸くびに、五ご色しきの光ある玉あなり。それを取りて奉たてまつりたらむ人には、願ねがはむことをかなへむ」とのたまふ。男をとこども、仰あほせのことをうけたまはりて申さく、「仰あほせのことは、いとも尊たふとし。ただし、この玉、たはやすくえ取らじを。いはんや、龍たつの頸くびに玉はいかが取らむ」と申しあへり。大納言ののたまふ、「君きみの使つかひといはむ者は、命いのちを捨すてても、おのが君の仰おほせごとをばかなへむとこそ思ふべけれ。この国になき、天てん竺ぢく・唐土もろこしの物にもあらず。この国の海山より、龍たつは下おり上のぼるものなり。いかに思ひてか、汝なんぢら難かたきものと申すべき」。男をとこども申すやう、「さらば、いかがはせむ。難きものなりとも、仰おほせごとに従ひて、求めにまからむ」と申すに、大だい納な言ごん、見み笑わらひて、「汝なんぢら、君きみの使つかひと名を流しつ。君の仰おほせごとをば、いかがはそむくべき」とのたまひて、龍たつの頸くびの玉取りにとて、いだし立てたまふ。この人々の道の糧かて、食物くひものに、殿とのの内うちの絹きぬ・綿わた・銭ぜになど、あるかぎり取りいでて、そへて、つかはす。「この人々ども帰るまで、斎いもひをして、我はをらむ。この玉取り得えでは、家に帰り来くな」とのたまはせけり。各おの々おの、仰あほせうけたまはりてまかりぬ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　大おお伴とも御のみ行ゆきの大だい納な言ごんは、自分の家にいるありったけの人を集めて、おっしゃるには、「……龍の頸くびには五ご色しきの光を放つ玉があるそうだ。それを取って献上する者には、願うことを叶かなえてやろう」とおっしゃる。家来たちは、おっしゃることを承って申すには、「……ご命令は、大変尊重すべきことですが、ただし、この玉は、簡単には取ることが出来ないものです。まして、龍の頸くびにある玉をどうして取れましょうか」と口々に申す。大だい納な言ごんのおっしゃるには、「……主君に仕つかえている者は、命いのちを捨ててでも、自分の主君の命令を叶かなえようと思うべきだ。この国（日本）にはなく、天てん竺じく（インド）や唐土もろこし（中国）のものでもない。この国（日本）の海や山から、龍は、昇り降りするものだ。お前たちは、どう思って、それを困難だと申すのか」。

    　家来たちが申すには、「……そうご命令とあらば、いたしかたありません。たとえ困難であっても、ご命令に従って探し求めに参りましょう」と申すので、大だい納な言ごんは、家来たちの様子を見ながら笑い、「……お前たちは主君の家来として、世間に知られている。その主君の命令にどうして背そむけようか」とおっしゃって、龍の頸くびの玉を取るために家来たちを出発させなさる。

    　この家来たちの道中の食べ物の他ほかにはお屋敷にある絹、綿めん、銭ぜになど、あるだけすべて取り出して持たせて遣つかわしになった。「……この連中が帰るまで、わしは斎さい戒かい沐もく浴よくしていよう。この玉を手に入れることが出来なければ、家に帰って来るな」とおっしゃって、家来たちは、各自、命令を承って、出発した。

    　

    　　九、大おお伴ともの大だい納な言ごんと龍の頸くびの玉　其の二（家来龍の玉取りに行かず）

    　

    　「龍たつの頸くびの玉とり得えずは帰り来くな」と、のたまへば、「いづちもいづちも、足の向むきたらむ方かたへ往いなむず」、「かかるすき事ごとをしたまふこと」とそしりあへり。賜たまはせたる物、各おの々おの、分わけつつ取る。あるいは己おのが家に籠こもりゐ、あるいは己おのが行ゆかまほしき所へ往いぬ。「親おや、君きみと申すとも、かくつきなきことを仰おほせたまふこと」と、事ゆかぬ物ゆゑ、大納言をそしりあひたり。

    　「かぐや姫据すゑむには、例れいのやうには見にくし」とのたまひて、うるはしき屋やを作りたまひて、漆うるしを塗ぬり、蒔まき絵ゑして壁かべしたまひて、屋の上には糸いとを染そめて色いろ々いろに葺ふかせて、内々うちうちのしつらひにはいふべきもあらぬ綾あや織おり物ものに絵ゑをかきて、間ま毎ごとに張はりたり。元もとの妻めどもは、かぐや姫をかならずあはむまうけして、ひとり明かし暮くらしたまふ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　ところで、実際は、「……龍の頸くびの玉を取ることが出来なければ帰って来るな」と命令されたので、（仕方なく）、「……どっちでもよい、足の向いた方向へ行ってしまおう」とか、「……こんな物好きなことをなさって」とか文句を言い合っていたのです……。

    　賜たまわったものは、各おの々おので分けて取る。ある者は、自分の家に籠こもってしまい、ある者は、自分が行きたいところへ行ってしまう。「……親や主君とは申しても、このような無理なことをご命令なさるとは」と、簡単に事は運ばぬゆえに、大だい納な言ごんを非難し合っていたのでした。一方、大だい納な言ごんは、「……かぐや姫を妻に据すえるには、いつものままでは見苦しい」とおっしゃって、立派な建たて物ものをお作りになって、漆うるしを塗り、蒔まき絵えをもって壁をお作りになり、建たて物ものの上には、糸を染そめて色いろ々いろな色彩に葺ふかせ、室内の装飾は、言葉で言い表あらわせないほどの豪華な綾あや織おり物ものに絵を描き柱と柱の間あいだ全体に張り、前からいた妻たちは、かぐや姫を必ず妻にする準備として離縁して、大だい納な言ごんは一人で生活しておられたのでした……。

    　

    　　九、大おお伴ともの大だい納な言ごんと龍の頸くびの玉　其の三（海難に遭あう）

    　

    　つかはしし人は、夜よる昼ひる待ちたまふに、年とし越こゆるまで、音おともせず。心もとながりて、いと忍びて、ただ舎人とねり二人、召継めしつぎとして、やつれたまひて、難な波にはの辺へんにおはしまして、問とひたまふことは、「大おほ伴ともの大納言殿どのの人や、船に乗りて、龍たつ殺ころして、そが頸くびの玉とれるとや聞く」と、問はするに、船ふね人びと、答へていはく、「あやしき言ことかな」と笑ひて、「さるわざする船もなし」と答ふるに、「をぢなきことする船ふね人びとにもあるかな。え知らで、かくいふ」と思おぼして、「わが弓の力は、龍たつあらば、ふと射い殺ころして、頸くびの玉は取りてむ。遅おそく来くる奴やつばらを待たじ」とのたまひて、船に乗りて、海ごとに歩ありきたまふに、いと遠くて、筑つく紫しの方かたの海に漕こぎいでたまひぬ。

    　いかがしけむ、疾はやき風吹きて、世せ界かい暗くらがりて、船を吹きもて歩ありく。いづれの方かたとも知らず、船を海中うみなかにまかり入いりぬべく吹き廻まはして、浪なみは船にうちかけつつ巻まき入いれ、雷かみは落ちかかるやうにひらめきかかるに、大だい納な言ごん心こころ惑まとひて、「まだ、かかるわびしき目め、見ず。いかならむとするぞ」とのたまふ。

    　梶かぢ取とり答こたへて申す、「ここら船に乗のりてまかり歩ありくに、まだかかるわびしき目めを見ず。御み船ふね海うみの底そこに入いらずは、雷かみ落ちかかりぬべし。もし、幸さいはひに神の助たすけあらば、南海に吹かれおはしぬべし。うたてある主ぬしの御み許もとに仕つかうまつりて、すずろなる死しにをすべかめるかな」と、梶かぢ取どり泣く。

    　大納言、これを聞きて、のたまはく、「船に乗りては、梶かぢ取とりの申すことをこそ、高き山と頼たのめ、など、かくたのもしげなく申すぞ」と、青あをへどをつきてのたまふ。梶かぢ取とり答へて申す、「神ならねば、何なにわざをか仕つかうまつらむ。風吹き、浪なみ激はげしけれども、雷かみさへ頂いただきに落ちかかるやうなるは、龍たつを殺さむと求めたまへばあるなり。疾風はやても、龍りゅうの吹かするなり。はや、神に祈りたまへ」といふ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、派遣した家来からの連絡を夜も昼も待っておられたが、その年を越えても何の連絡もない。大だい納な言ごんは待ち遠どおしくなって、たいそうこっそりと、たった二人の舎人とねりを召継めしつぎとして連つれて、粗そ末まつな身なりをして、難な波にわのあたりにお出かけになり、お尋たずねになることには、「……大おお伴ともの大だい納な言ごん殿どのの家来が、船に乗って、龍を殺し、その頸くびの玉を取ったという話は聞かないか」と問い合わせると、船ふね人びとが答えて言うには、「……不思議な話ですなあ」と笑って、「……そんな仕事をする船はありませんよ」と答えると、「……意気地のない船ふね人びとだな。何なんにも知らないで、あんなことを言うのだ」とお思いになって、「……私の弓の力は、龍がいたら、さっと射い殺ころして、頸くびの玉を取ってしまうだろう。遅れてやって来る家来などを待つまい」とおっしゃって、船に乗り、あちこちの海を漕こぎまわっているうちに、たいそう遠とおく、筑つく紫しの方の海にまで漕こぎ出てしまった。

    　ところが、どうしたことか、（突然）疾風が吹き出し、あたり一面暗くなって、船を翻ほん弄ろうする。どちらの方向ともわからず、船を海の中に沈めてしまうほどに風が吹きまわり、波は何度も船に打ちかかって海中に巻き込むばかりになり、雷かみなりは、今にも落ちそうに閃ひらめきかかるので、大だい納な言ごんは当惑して、「……今までにこんなに苦しい目にあったことなどない。どうなるのだ」とおっしゃるのでした。

    　船頭が答えて申すには、「……長い間、ここらあたりを船に乗ってあちこち動き回っていますが、まだこんなに苦しい目に遭あったことはありません。この船が海の底に沈まなければ、雷かみなりが落ちかかるに違いありません。もし幸いに神の助けがあるならば、風に吹かれて南の海に漂着することでしょう。情けない主人にお仕え申し上げて、何とも思いがけない死に方をしそうです」と泣くのでした。

    　大だい納な言ごんがこれを聞いて、おっしゃるには、「……船に乗ったら、船頭の申すことだけを高い山を仰あおぐように頼たよりにするものなのに、どうしてそんな頼たよりないことを言うのか」と、青あおへどを吐きつつおっしゃる。船頭が答えて申すには、「……私は神ではないのだから、どんなことをして差し上げられましょうか。風吹き、浪なみ激しく、その上、雷かみなりまで頭の上に落ちかかるようなことは、龍を殺そうと探さがし求めておられるから、こうなるのです。疾風も龍が吹かせているのです。早く神様にお祈りなさってくだされ」と言うのでした。

    　

    　　九、大おお伴ともの大だい納な言ごんと龍の頸くびの玉　其の四（帰航へ）

    　

    　大納言、「よきことなり」とて、「梶かぢ取とりの御神聞きこしめせ。をぢなく、心幼をさなく、龍たつを殺さむと思ひけり。今より後のちは、毛の一ひと筋すぢをだに動かしたてまつらじ」と、よごとをはなちて、立ち、居ゐ、泣なく泣く呼よばひたまふこと、千ち度たびばかり申したまふ験げんにやあらむ。やうやう雷かみ鳴なりやみぬ。少し光りて、風は、なほ疾はやく吹く。梶かぢ取とりのいはく、「これは、龍たつのしわざにこそありけれ。この吹く風は、よき方かたの風なり。悪あしき方の風にはあらず。よき方に面おも向むきて吹くなり」といへども、大納言は、これを聞き入いれたまはず。

    　三四日吹きて、吹き返し寄せたり。浜はまを見れば、播はり磨まの明あか石しの浜なりけり。大だい納な言ごん、南海の浜に吹き寄せられたるにやあらむと思ひて、息づき臥ふしたまへり。船にある男をとこども、国くにに告つげたれども、国くにの司つかさまうでとぶらふにも、え起きあがりたまはで、船底ふなぞこに臥したまへり。松原に御おほん筵むしろ敷きて、おろしたてまつる。その時にぞ、南海にあらざりけりと思ひて、からうじて起きあがりたまへるを見れば、風かぜいと重おもき人にて、腹はらいとふくれ、こなたかなたの目には、李すももを二つつけたるやうなり。これを見たてまつりてぞ、国くにの司つかさも、ほほゑみたる。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　大だい納な言ごんは「……それはよいことだ」とおっしゃって、「……船頭がお祭りする神様、お聞き下さい。愚おろかにも、大人おとなげなくも龍を殺そうと思いました。今から後のちは、龍の毛一本すら動かし申すことはありますまい」と、誓せい願がんの詞ことばを放って、立ったり座すわったり、泣く泣く神様に呼びかけなさることを、千度ほども申し上げなさったからであろうか、やっとのことで雷かみなりが鳴り止やんだ。しかし、まだ少し光って、風はなお早く吹いている。船頭が言うには、「……やはりこれは龍の仕し業わざであった。いま吹いている風は、よい方向に吹く風だ。悪い方向へ吹く風ではなく、よい方向に向かって吹いているようだ」と言うけれども、大だい納な言ごんは、その言葉もお耳に入らないような様子である。

    　三、四日、順風が吹いて、船を陸地に吹き返し寄せた。浜を見ると、それは播はり磨まの明あか石しの浜であった。大だい納な言ごんは、これは南海の浜に吹き寄せられたのであろうと思い、息も荒く、伏ふせておられる。船に乗っていた家来たちが国こく府ふに報告をしたが、国こく司しが参上してお見舞いするにも、起き上がることもお出来にならず、船ふな底ぞこにべったりと伏ふせておられる。

    　松原に御おむしろを敷いて、船から下おろし申し上げる。その時になって、「……南海ではなかったのだ」と思い、やっとのことで起き上がりなさったのを見ると、風邪かぜに酷ひどくかかっった人のようになり、腹はたいそう膨ふくれ、こちらあちらの目には、李すももを二つ付けたように真っ赤になっている。これを拝見して、国こく司しもさすがににやにやしていたのです。

    　

    　　九、大おお伴ともの大だい納な言ごんと龍の頸くびの玉　其の五（邸やしきへ帰る）

    　

    　国に仰おほせたまひて、手て輿ごし作らせたまひて、によふによふ荷になはれて、家に入いりたまひぬるを、いかでか聞きけむ、つかはしし男をとこども参りて申すやう、「龍たつの頸くびの玉たまをえ取らざりしかばなむ、殿とのへもえ参らざりし。玉の取り難がたかりしことを知りたまへればなむ、勘かん当だうあらじとて参りつる」と申す。

    　大納言起きゐて、のたまはく、「汝なんぢら、よく持もて来こずなりぬ。龍たつは鳴る雷かみの類るいにこそありけれ、それが玉を取らむとて、そこらの人々の害がいせられむとしけり。まして、龍たつを捕とらへたらましかば、また、こともなく我は害せられなまし。よく捕へずなりにけり。かぐや姫てふ大おほ盗ぬす人びとの奴やつが人を殺さむとするなりけり。家のあたりだにいまは通とほらじ。男をとこどもも、な歩ありきそ」とて、家にすこし残りたる物どもは、龍たつの玉を取らむ者どもに賜たびつ。

    　これを聞きて、離れたまひし元もとの上うへは、腹はらを切りて笑ひたまふ。糸を葺ふかせて作りし屋やは、鳶とび、烏からすの、巣に、みな食くひ持もていにけり。

    　世界の人のいひけるは、「大おほ伴ともの大納言は、龍たつの頸くびの玉や取りておはしたる」、「いな、さもあらず。御み眼まなこ二つに、李すもものやうなる玉をぞ添そへていましたる」といひければ、「あな、たべがた」といひけるよりぞ、世にあはぬことをば、「あな、たへがた」とはいひはじめける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　国府に命令を発し、手た輿ごしをお作らせなさって、うめきうめき担になわれて家にお入りになるのを、どうして聞きつけたのだろうか、派遣された家来たちが参上して申すには、「……龍の頸くびの玉を取ることが出来なかったので、お邸やしきへも参上出来ませんでした。しかし、今は、玉を取ることが困難なことをお知りになったので、お咎とがめもあるまいと存じ参りました」と申しあげる。

    　大だい納な言ごんが、起き上がり座すわっておっしゃるには、「……お前たち、龍の頸くびの玉をよくぞ持って来なかった。龍は空そらに鳴なる雷かみなりと同類であったぞ。その玉を取ろうとして、多くの人々が殺されようとしたのだ。まして、龍を捕とらえたりしようものなら、難なく、私は殺されていただろう。よくぞ捕とらえずにおいてくれたことだ。かぐや姫という大悪党めが、人を殺そうとして、こんな難題を出したのだった。あの家の周辺あたりすら、今はもう通るまい。家来たちもその周辺あたりを歩いてはならぬ」とおっしゃって、家に少し残っていた財産などは、龍の玉を取らなかった家来たちにお与えになった。

    　これを聞いて、離縁された元の奥おく方がたは、腸はらわたがちぎれるほどにお笑いになった。糸を葺ふかせて造つくった屋や形かたは、鳶とびや烏からすが巣を作るためにみなくわえて持って行ってしまった。世間の人が言うには、「……大おお伴ともの大だい納な言ごんは、龍の頸くびの玉を取っていらっしゃったのか」、「……いや、そうではない。御おん眼め二つに、李すもものような玉をつけていらっしゃった」と言ったので、「……ああ、その李すももは食べがたい」と言ったことから、世間の道理に合わぬ常識外はずれのことを、「ああ、たへがた」（ああ、堪たえがたい）と言い始めたのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　十、石上いそのかみの中納言と燕つばめの子こ安やす貝がい

    　　十、石上いそのかみの中納言と燕つばめの子こ安やす貝がい　其の一（燕つばめの巣場所を求める）

    　

    　中ちゅう納な言ごん石上麿足いそのかみまろたりの、家に使はるる男をとこどものもとに、「燕つばくらめの、巣すくひたらば告つげよ」とのたまふを、うけたまはりて、「何なにの用ようにかあらむ」と申す。答へてのたまふやう、「燕つばくらめの持もたる子こ安やす貝がひを取らむ料れうなり」とのたまふ。男をとこども答へて申す、「燕つばくらめをあまた殺して見るだにも、腹はらになき物なり。ただし、子をうむ時なむ、いかでかいだすらむ、侍はべんなる」と申す。「人だに見れば、失うせぬ」と申す。また、人の申すやう、「大おほ炊ひの寮つかさの飯いひ炊かしく屋やの棟むねに、つかの穴あなごとに、燕つばくらめは巣をくひはべる。それに、まめならむ男をとこども率ゐてまかりて、足座あぐらを結ゆひあげて、うかがはせむに、そこらの燕つばくらめ子うまざらむやは。さてこそ取とらしめたまはめ」と申す。

    　中納言よろこびたまひて、「をかしきことにもあるかな。もつともえ知らざりけり。興きょうあること申したり」とのたまひて、まめなる男をとこども二十人ばかりつかはして、麻柱あななひにあげ据すゑられたり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　中ちゅう納な言ごん石上麿足いそのかみまろたりは、その家に使われている家け来らいたちのもとに、「……燕つばめが巣を作ったら知らせよ」とおっしゃるのを、家け来らいたちはうけたまわって、「……何にお使いになるのですか」と申し上げる。中納言が答えておっしゃるには、「……燕つばめが持っている子こ安やす貝がいを取ろうとするためだ」とおっしゃる。家け来らいたちが答えて申すには、「……燕つばめをたくさん殺して見る時でさえも、子こ安やす貝がいは（普ふ段だん）その腹の中なかにはないものです。ただ、それは子を産む時に、どのようにして出すのかと問えば、それは腹から（子こ安やす貝がい）は出て来るのです」と申し上げる。また、「……人を一ひと人りでも見ると、いなくなってしまいます」とも申し上げる。また、他ほかの人が申し上げるには、「……大おお炊ひの寮つかさの飯めしを炊たく建物の棟むねにある、束たばの穴ごとに燕つばめは巣を作っております。そこに忠実だと思われる家け来らいたちを連れて行って、足場を高く組み、そこに上げて覗のぞかせれば、たくさんの燕つばめが子を産んでいるはずです。そうして取ることがお出来になりましょう」と申し上げる。中納言は、お喜びになって、「……興味深いことだ。少しも知らなかったよ。素晴らしいことを言ってくれた」とおっしゃって、忠実な家け来らいたち二十人ほどを大おお炊ひの寮つかさに派遣をして、高い足場の上に登のぼらせて配置させた。

    　

    　　十、石上いそのかみの中納言と燕つばめの子こ安やす貝がい　其の二（子こ安やす貝がいの取り方を聞く）

    　

    　殿とのより、使つかひひまなく賜たまはせて、「子こ安やすの貝かひ取りたるか」と問とはせたまふ。燕つばくらめも、人のあまたのぼりゐたるに怖おぢて巣にものぼり来こず。かかる由よしの返かへりごとを申したれば、聞きたまひて、「いかがすべき」と思おぼしわづらふに、かの寮つかさの官くわん人にんくらつまろと申す翁おきな申すやう、「子こ安やす貝がひ取らむと思おぼしめさば、たばかりまうさむ」とて、御おほん前まえに参りたれば、中納言、額ひたひを合あはせて向むかひたまへり。

    　くらつまろが申すやう、「この燕つばくらめの子こ安やす貝がひは悪あしくたばかりて取らせたまふなり。さては、え取らせたまはじ。麻柱あななひにおどろおどろしく二十人の人ののぼりてはべれば、あれて寄りもうで来こず。せさせたまふべきやうは、この麻柱あななひをこほちて、人みな退しりぞきて、まめならむ人一人を、荒あら籠こに乗のせ据すゑて、綱つなを構かまへて、鳥の子うまむ間あひだに、綱を吊つり上あげさせて、ふと子こ安やす貝がひを取らせたまはむなむ、よかるべき」と申す。中ちゅう納な言ごんのたまふやう、「いとよきことなり」とて、麻柱あななひをこほち、人みな帰りまうで来きぬ。

    　中納言、くらつまろにのたまはく、「燕つばくらめは、いかなる時にか子うむと知りて、人をば上あぐべき」とのたまふ。くらつまろ申すやう、「燕つばくらめ子うまむとする時は、尾おを捧ささげて、七しち度どめぐりてなむうみ落おとすめる。さて七度めぐらむをり、引ひきあげて、そのをり、子安貝は取らせたまへ」と申す。中納言よろこびたまひて、よろづの人にも知らせたまはで、みそかに寮つかさにいまして、男をとこどもの中にまじりて、夜よるを昼ひるになして取らしめたまふ。

    　くらつまろのかく申すを、いといたくよろこびて、のたまふ、「ここに使はるる人にもなきに、願ねがひをかなふることのうれしさ」とのたまひて、御おほん衣ぞぬぎてかづけたまうつ。「さらに、夜よさり、この寮つかしにもうで来こ」とのたまうて、つかはしつ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、中納言は、御殿から使者をしきりに遣つかわして、「……子こ安やす貝がいは取ったか」と質問させなさる。燕つばめも、人が大勢登のぼっているのを怖こわがって、巣すにも上がって来ない。このような内容の返事を申し上げたところ、それをお聞きになられて、「……どうしたらよいだろう」と思い悩んでいる時に、その大炊寮おおいづかさの官人で、倉くら津つ麻ま呂ろという名の翁おきなが申し上げるには、「……子こ安やす貝がいを取ろうとお思いならば、作戦を差し上げましょう」と言って、御ご前ぜんに参上したので、中納言は、その者と額ひたいを合わせるようにして対面なさった。

    　その倉くら津つ麻ま呂ろが申すには「……今の燕つばめの子こ安やす貝がいの取り方は、悪い作戦で取っていらっしゃるようです。これではお取りになれないでしょう。高い足場に仰々しく二十人もの人が登のぼっていますから、燕つばめは遠とおのいてそばへ寄よってこないのです。私がお教えする『なさるべき方法』は、この高い足場を壊こわし、人もみな退しりぞいて、忠実だと思われる人を一人荒あら籠こに乗せて座すわらせ、すぐに綱つなを吊つり上げることが出来るように準備しておいて、鳥が子を産もうとしている間あいだに綱つなを吊つり上げさせて、さっと子こ安やす貝がいをお取らせになるのがよいでしょう」と申し上げる。中納言がおっしゃるには、「……たいへんよい方法だ」とおっしゃって、高い足場を壊こわし、家来の人々は、みなお邸やしきへと帰って来た。

    　中納言が、倉くら津つ麻ま呂ろにおっしゃるには、「……燕つばめは、いったいどのような時に子を産むと判断して、人を上に上あげたらよいのか」とおっしゃる。倉くら津つ麻ま呂ろが申すには、「……燕つばめが子を産もうとする時は、尾を差し上げ、七度まわって卵を産み落とすようです。ですから、そのようにして七度まわる時に、綱つなの付いた荒あら籠こを引き上げて、その瞬間に、子こ安やす貝がいをお取りなさいませ」と申し上げる。中納言は、お喜びになって、（このことは）誰にもお知らせにならないで、密ひそかに大おお炊寮いづかさにお出かけになって、家来たちの中なかに混じって昼夜を問わず、（家来たちに）お取らせになるのでした。……

    　中納言は、倉くら津つ麻ま呂ろがこのように申し上げたのを本当にひどくお喜びになって、おっしゃるには、「……私の邸やしきで使われている人でもないのに、願ねがいを叶かのうえてくれるのは、本当に嬉うれしい」とおっしゃって、自ら着てこられた御ご衣い装しょうを脱いで褒ほう美びとしてお与えになった。「……もう一度、夜になった頃ころ、この大おお炊寮いづかさに出頭せよ」とおっしゃって、家へお帰しになる。

    　

    　　十、石上いそのかみの中納言と燕つばめの子こ安やす貝がい　其の三（自ら燕つばめの巣すに手を入れる）

    　

    　日ひ暮くれぬれば、かの寮つかさにおはして見たまふに、まことに燕つばくらめ巣つくれり。くらつまろの申すやうに尾を浮うけてめぐるに、荒あら籠こに人をのぼせて、吊つり上げさせて、燕つばくらめの巣に手をさし入いれさせてさぐるに、「物もなし」と申すに、中納言、「悪あしくさぐればなきなり」と腹はら立たちて、「誰たればかりおぼえむに」とて、「我のぼりてさぐらむ」とのたまひて、籠こに乗りて吊られのぼりてうかがひたまへるに、燕つばくらめ尾をささげて、いたくめぐるに合あはせて、手をささげてさぐりたまふに、手に平ひらめる物さはる時に、「我、物ものにぎりたり。今はおろしてよ。翁おきな、し得たり」とのたまへば、集あつまりて、とくおろさむとて、綱つなを引きすぐして綱絶たゆるすなはちに、やしまの鼎かなへの上にのけざまに落ちたまへり。

    　人々あさましがりて、寄よりて抱かかへたてまつれり。御おほん目めは、白しろ目めにて臥ふしたまへり。人々、水をすくひ入れたてまつる。からうじて息いき出いでたまへるに、また鼎かなへの上より、手とり足とりして、下さげおろしたてまつる。からうじて、「御み心ここ地ちはいかが思おぼさるる」と問へば、息いきの下したにて、「物はすこしおぼゆれど、腰なむ動うごかれぬ。されど、子こ安やす貝がひを、ふと握にぎり持もたれば、うれしくおぼゆるなり。まづ紙し燭そくして来こ。この貝かひの顔見む」と御みぐしもたげて、御手を広げたまへるに、燕つばくらめのまり置おける古ふる糞くそを握にぎりたまへるなりけり。それを見たまひて、「あな、かひなのわざや」とのたまひけるよりぞ、思ふに違たがふことをば、「かひなし」といひける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　日が暮れたので、中納言は、例の大おお炊寮いづかさにいらっしゃって御ご覧らんになると、本当に燕つばめが巣を作っている。倉くら津つ麻ま呂ろが申し上げたように、尾を上へ上あげてまわっているので、荒あら籠こに人を乗せてから綱つなで吊つり上げさせて、その燕つばめの巣すに手を入れさせて探さぐらせるが、「……何もありません」と申し上げるので、中納言は、「……さぐり方が悪いから無いのだ」と腹を立てて、「……私以外の誰が分かろうか」と言い、「……私が上あがって探さぐろう」とおっしゃって、籠かごに乗り、綱つなで吊つり上げられて、巣の中なかを覗のぞきなさると、燕つばめが尾を上へ上あげて、ひどくぐるぐる回まわっている。それに合わせて、手を差し出してお探さぐりになると、手に平たい物が触さわった。その瞬間、「……わしは物を握にぎった。もう下おろしてくれ。翁おきな、やったぞ」とおっしゃるので、家来たちが集まって、早く下おろそうとして、綱つなを引っ張り過ぎて綱つながなくなった瞬間に、八個の鼎かなえの上に、仰あお向むけにお落ちになった。

    　人々はあきれて、そばに寄って、抱きかかえ申しあげる。見ると、中納言は、御おん目めを白しろ目めにして倒たおれていらっしゃる。家来たちが水を飲ませて差しあげる。やっとのことで生き返られたので、また、鼎かなえの上から、手とり足取りして、下さげおろし申しあげる。「……ご気分はいかがでございますか」と問うと、やっとのことで、虫の息で、「……意識は少しあるが、腰が動かない。しかし、子こ安やす貝がいをさっと握にぎって、そのまま持っているから、嬉うれしく思っているのだ、まず、とにかく紙し燭そくをつけてこい。この貝の顔を見よう」と、御おん頭かしらをもたげて、御おん手てを広げなさると、それは子こ安やす貝がいではなく、燕つばめがたらしてあった古ふる糞くそを握にぎっていらっしゃるのでした。中納言は、これを御ご覧らんになって、「……ああ、貝かいがないことだ」とおっしゃった時から、期待に反することを、「かひなし」（甲斐かいなし）と言うのである。

    　

    　　十、石上いそのかみの中納言と燕つばめの子こ安やす貝がい　其の四（その結末は……）

    　

    　貝にもあらずと見たまひけるに、御み心ここ地ちも違たがひて、唐から櫃びつの蓋ふたの入いれられたまふべくもあらず、御腰は折をれにけり。

    　中ちゅう納な言ごんは、わらはげたるわざして止やむことを人に聞かせじとしたまひけれど、それを病やまひにて、いと弱くなりたまひにけり。貝をえ取らずなりにけるよりも、人の聞き笑はむことを日にそへて思ひたまひければ、ただに病やみ死ぬるよりも、人聞ぎきはづかしくおぼえたまふなりけり。

    　これを、かぐや姫聞きて、とぶらひにやる歌、

    　　年を経へて浪なみ立ちよらぬ住すみの江えのまつかひなしと聞くはまことか

    　とあるを、読みて聞かす。いと弱き心に、頭かしらもたげて、人に紙かみを持たせて、苦しき心ここ地ちにからうじて書きたまふ。

    　　かひはかくありけるものをわびはてて死ぬる命いのちをすくひやはせぬ

    　と書きはつる、絶たえ入いりたまひぬ。これを聞きて、かぐや姫、すこしあはれとおぼしけり。それよりなむ、すこしうれしきことをば、「かひあり」とはいひける。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　貝では無ないと、それを御ご覧らんになったために、今ではご気分もずっと悪くなり、唐から櫃びつの蓋ふたがなかなかぴったりと合わないように、御腰おんこし折れたままで、うまくつながらない。

    　中納言は、子供っぽいことをして、失敗に終わったことを人に聞かせまいとなさっていたが、結局それが病やまいの元になって、たいそう弱くなってしまわれた。貝を取ることが出来なくなったことよりも、他人がこの話を聞いて笑うであろうことを、日が経たつに連れてだんだんと気になさるようになったので、ただ普通に病気で死んでしまうよりも、外がい聞ぶんが恥ずかしいとお感じになるのでした。

    　この様子をかぐや姫が聞いて、お見舞いに送る歌、

    　　長い間、お立ち寄りにもなりませんが、貝が無かったので、私の方も待つ甲斐かいがないという噂うわさですが、ほんとうでしょうか、と書いてあるのを、おそばの者が読んで聞かせる。中納言は、たいそう心は弱っていたが、頭をもたげて、人に紙を持たせて、苦しい気分のままで、やっとのことお書きになる。

    　（貝かいは無くも、このようにお手紙をもらい）甲斐かいはたしかにありましたよ。すっかりみすぼらしくなって死んでしまう命いのちを救ってくださいませんか、と書き終えると、息が絶えてしまわれた。これを聞いて、かぐや姫は、少し気の毒にお思いになった。それから、少し嬉うれしいことを、「かひあり」（甲斐かいあり）と言うようになったのである。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　十一、帝みかどとかぐや姫

    　　十一、帝みかどの使者に会わず

    　

    　さて、かぐや姫のかたちの、世よに似にずめでたきことを、帝みかど聞きこしめして、内ない侍し中なか臣とみのふさ子にのたまふ、「多おほくの人ひとの身みをいたづらになしてあはざなるかぐや姫は、いかばかりの女ぞと、まかりて、見て参れ」とのたまふ。ふさ子、うけたまはりて、まかれり。

    　たけとりの家に、かしこまりて請しゃうじ入いれてあへり。媼おうなに、内ない侍しののたまふ、「仰あほせごとに、かぐや姫のかたち、優いうにおはすなり。よく見て参るべきよし、のたまはせつるになむ、参りつる」といへば、「さらば、かく申しはべらむ」といひて、入いりぬ。

    　かぐや姫に、「はや、かの御使おほんつかひに対たい面めんしたまへ」といへば、かぐや姫、「よきかたちにもあらず、いかでか見ゆべき」といへば、「うたてものたまふかな。帝みかどの御使をば、いかでかおろかにせむ」といへば、かぐや姫の答ふるやう、「帝みかどの召めしてのたまはむこと、かしこしとも思はず」といひて、さらに見ゆべきもあらず。うめる子のやうにあれど、いと心はづかしげに、おろそかなるやうにいひければ、心のままにもえ責せめず。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　さて、かぐや姫の容よう貌ぼうの世に比くらべようもなく美しいことを、帝みかどがお聞き遊ばして、内ない侍し中なか臣とみのふさ子におっしゃるには、「……たくさんの人の身を滅ほろぼす程ほどに尽つくさせても結婚をしないというかぐや姫とは、一体、どれほどの女なのか、出かけて行って、見て参れ」とおっしゃるので、ふさ子は承って、（その場を）退出した。

    　竹取の翁おきなの家では、恐縮して内ない侍しを招き入れてお会いする。内ない侍しが嫗おうなにおっしゃるには、「……帝みかどは、『かぐや姫の容よう貌ぼうが（殊ことに）すぐれていらっしゃるとのことで、よく見て参るように』と、おっしゃられましたので参りました」と言うと、嫗おうなは、「……それでは、そのように申しましょう」と言って、かぐや姫のいる所へと入って行った。

    　かぐや姫に向かって、嫗おうなは、「……早く、あの御ご使し者しゃの方に対面なさいませ」と言うと、かぐや姫は、「……私はすぐれた容よう貌ぼうなどではございません。どうして勅ちょく使しに見ていただけましょうか」と言うので、嫗おうなは、「……困ったことをおっしゃる、帝みかどのお使いをどうしておろそかにできましょうか」と言うと、かぐや姫が答えるには、「……帝みかどが召すようにおっしゃることは恐れ多いとも思いません」と言って、いっこうに内ない侍しに会いそうにもない。嫗おうなも、日頃ごろは自分の産うんだ子のようにしているが、この時ばかりは、こちらが気兼ねさせられるほどにそっけない様子で言うものだから、自分の思いのままに強制もしかねるのでした。

    　

    　　十二、使者、かぐや姫に逢あえずと帝みかどに告げる

    　

    　媼おうな、内ない侍しのもとに帰りいでて、「口くち惜をしく、この幼をさなき者は、こはくはべる者にて、対たい面めんすまじき」と申す。内ない侍し、「かならず見たてまつりて参れと仰あほせごとありつるものを。見たてまつらではいかでか帰り参らむ。国王の仰あほせごとを、まさに世にすみたまはむ人のうけたまはりたまはでありなむや。いはれぬことなしたまひそ」と、言こと葉ばはづかしく言ひければ、これを聞きて、まして、かぐや姫聞きくべくもあらず。「国王の仰あほせごとをそむかば、はや、殺ころしたまひてよかし」といふ。

    　この内ない侍し、帰り参りて、この由よしを奏そうす。帝みかど、聞きこしめして、「多くの人殺してける心ぞかし」とのたまひて、止やみにけれど、なほ思おぼしおはしまして、この女のたばかりにや負けむと思おぼして、仰あほせたまふ。「汝なんぢが持もちてはべるかぐや姫奉たてまつれ。顔かほかたちよしと聞きこしめして、御使おほんつかひ賜たびしかど、かひなく、見えずなりにけり。かくたいだいしくやは慣ならはすべき」と仰あほせらるる。翁おきな、かしこまりて、御返おほんかへりごと申すやう、「この女めの童わらはは、絶たえて宮みや仕づかへつかうまつるべくもあらずはんべるを、もてわづらひはべり。さりとも、まかりて仰あほせ賜たまはむ」と奏そうす。これを聞きこしめして、仰あほせたまふ、「などか、翁おきなの手におほしたてたらむものを、心にまかせざらむ。この女、もし、奉りたるものならば、翁おきなにかうぶりを、などか賜たまはせざらむ」。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　嫗おうなは、内ない侍しのいる所へ戻もどって来て、「……残念なことですが、この小さい娘は、強ごう情じょう者でございまして、お会いしそうにもございません」と申し上げると、内ない侍しは、「……必ずお会いして来いとのご命令がありましたのに、お会い出来ぬままでは、どうして帰参いたせましょうか。国王のご命令をこの世に住んでいられる人が、どうしてお受け申し上げなさらないでいられましょうか。筋すじの通らぬことをなさってはいけません」と、相手が恥ずかしくなるほど（これは殊こと更さらに）威厳ある態度で言ったので、これを聞いて、なおさら、かぐや姫は承知するはずもなく、「……私が国王のご命令に背そむいたのであれば、早く殺してくださいませ」と言うのでした。

    　この内ない侍しは、内だい裏りへ帰参して、この様子を奏上すると、帝みかどはそれをお聞きになって、「……それが大勢の人を殺してしまった強い心なのだね」とおっしゃって、その時はそのままになってしまったけれども、やはり、かぐや姫のことを思っていらっしゃって、「……この女の計略に負けられようか」とお思いになられて、竹取りの翁おきなを召し出されて、ご命令を下される、「……お前が持っているかぐや姫を献上せよ。容よう貌ぼうがすぐれていると聞いて、使いを遣つかわしたが、その甲斐かいもなく、得ることが出来ないままになった。このようにうまくいかないままにしておいてよいものか」とおっしゃる。翁おきなは、恐縮して、ご返事を申し上げるには、「……この小娘は、まったく宮みや仕づかえに奉仕をしそうにもございませんので、それを持て余して悩なやんでいるのでございます。それにしても、家に戻り、帝みかどのご命令を何とか拝受させましょう」と奏そう上じょうする。これをお聞きになって、帝みかどがおっしゃるには、「……翁おきなの手で育て上げたであろうに、どうしてまた、思うようにならないのか。この娘を、もし、宮中に献上したならば、翁おきなに五位の位くらいをどうして授さずけないことがあろうか」とおっしゃるのでした。

    　

    　　十三、翁おきなの宮みや使づかいへの説得

    　

    　翁おきな、よろこびて、家に帰りて、かぐや姫に語かたらふやう、「かくなむ帝みかどの仰あほせたまへる。なほやは仕つかうまつりたまはぬ」といへば、かぐや姫答こたへていはく、「もはら、さやうの宮みや仕づかへつかまじらじと思ふを、しいて仕うまつらせたまはば、消きえ失うせなむず。御官みつかさ冠かうぶり仕うまつりて、死ぬばかりなり」。翁おきないらふるやう、「なしたまひそ。冠かうぶりも、わが子を見たてまつらでは、なににかせむ。さはありとも、などか宮仕へをしたまはざらむ。死にたまふべきやうやあるべき」といふ。

    　かぐや姫、「なほそらごとかと、仕うまつらせて死なずやあると、見たまへ。あまたの人の心ざしおろかならざりしを、むなしくなしてこそあれ。昨日きのふ・今日けふ帝みかどののたまはむことにつかむ。人聞きやさし」といへば、翁おきな答へていはく、「天てん下かのことは、とありとも、かかりとも、御命みいのちの危あやふさこそ、大おほきなる障さはりなれば、なほ仕うまつるまじきことを、参りて申さむ」とて、参りて申すやう、「仰あほせのことのかしこさに、かの童わらはを参らせむとて仕つかうまつれば、『宮みや仕づかへにいだしたてば死ぬべし』と申す。みやつこまろが手にうませたる子にてもあらず。昔、山にて見つけたる。かかれば、心ばせも世の人に似ずはべり」と奏そうせさす。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　翁おきなは、喜んで家に帰って、かぐや姫に相談するように言うには、「……帝みかどがこのようにおっしゃたのだ。それでもやはり宮みや仕づかえはなさらぬのか」と言うと、かぐや姫が答えて言うには、「……そのような宮みや仕づかえは全くいたすまいと思っておりますが、強いて宮みや仕づかえをおさせになるのなら、私は消え失せてしまいたいという気持ちです。翁おきながご官位を賜たまるように宮みや仕づかえをしておいて、あとはただ死ぬだけです」と言うと、翁おきなが答えて言うには、「……そんなことをなさってはいけません。官位もわが子が見れなくなったのでは何になりましょう。それにしても、どうしてそんなに宮みや仕づかえをなさらないのか。どうしてまた死になさるわけがあるのですか」と聞く。

    　かぐや姫は、「……死ぬなどと言うのは、やはり嘘うそだろうと、一応、私に宮みや仕づかえをさせなさって、死なないでいるかどうか、ご覧らんなさい。たくさんの人たちの私に対する愛情が並なみ大抵でなかったのを、すべて無む駄だにしてしまったのですよ。それなのに、昨日今日、帝みかどがおっしゃることに従したがうということは、世間への聞こえの悪いことでしょう」と言うと、翁おきなが答えて言うには、「……世間のことはどうあろうと、こうあろうと、お命いのちの危険が最大の問題なのだから、やはり、お仕え申し上げそうもないということを、参内して奏そう上じょうしましょう」と言って、参内して、申し上げるには、「……お言葉のもったいなさに、あの娘（を何とか）入内させようと努つとめましたが、『もし、宮みや仕づかえに差し出すなら、死ぬつもりです』と申すのです。

    　あの子は、この造麿呂みやつこまろの手で産うませた子ではありません。昔むかし、山で見つけたものでございます。それで、心の持ち方も、世間一般の人たちとは似にても似につかないのでございます」と奏そう上じょうするのでした。

    　

    　　十四、帝みかど、狩りに出る

    　

    　帝みかど仰あほせたまはく、「みやつこまろが家は山もと近ちかかなり。御狩かりの御み幸ゆきしたまはむやうにて見てむや」とのたまはす。みやつこまろが申すやう、「いとよきことなり。なにか。心もとなくてはべらむに、ふと御み幸ゆきして御覧ぜば、御覧ぜられなむ」と奏すれば、帝みかど、にはかに日を定めて御狩にいでたまうて、かぐや姫の家に入いりたまうて、見たまふに、光ひかり満みちてきよらにてゐたる人あり。これならむと思おぼして、逃げて入る袖そでをとらへたまへば、面おもてをふたぎてさぶらへど、初はじめよく御覧じつれば、類たぐひなくめでたくおぼえさせたまひて、「ゆるさじとす」とて率ゐておはしまさむとするに、かぐや姫答へて奏す。

    　「おのが身は、この国に生うまれてはべらばこそ使ひたまはめ、いと率ゐておはしましがたくやはべらむ」と奏す。帝みかど、「などかさあらむ。なほ率ゐておはしまさむ」とて、御おほん輿こしを寄せたまふに、このかぐや姫、きと影かげになりぬ。はかなく口くち惜をしと思おぼして、げにただ人にはあらざりけりと思おぼして、「さらば、御供ともには率ゐて行いかじ。元もとの御かたちとなりたまひね。それを見てだに帰りなむ」と仰あほせらるれば、かぐや姫、元もとのかたちになりぬ。帝みかど、なほめでたく思おぼしめさるること、せきとめがたし。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　帝みかどがおっしゃるには、「……造麿呂みやつこまろの家は山のふもとに近いそうだね。狩りに出かけるふりをして、かぐや姫を見ることが出来るだろうか」とお聞きになさるので、造麿呂みやつこまろが申し上げるには、「……それは大へん結構なことです。いや、なあに、かぐや姫がぼんやりしているような時に、急にお出かけになさって御ご覧らんになられたら、御ご覧らんになることが出来ましょう」と奏そう上じょうすると、帝みかどは、急に日程を決め狩りにお出かけになられ、かぐや姫の家にお入りなって御ご覧らんになると、家の中全体に光ひかりが満ちあふれるまでにすばらしい様子で座すわっている人がいる。「……これがあのかぐや姫であろう」とお思いになり、逃げて奥へ入るかぐや姫の袖そでをとらえなさると、顔を袖そでで隠して、おそばに控ひかえているけれども、はじめよく御ご覧らんになっていたので、類たぐいなくすばらしい女性だとお思いになって、「……放しはしないぞ」とおっしゃって、連れていこうとすると、かぐや姫が答えて奏そう上じょうする。「……私の身は、もしこの国で生まれたものであれば、宮みや仕づかえさせることは出来ましょうが、そうではございませんので、連れていらっしゃるのは、とても難むずかしゅうございましょう」と奏そう上じょうする。帝みかどは、「……どうしてそのようなことがあろうか。やはり連れていくつもりだ」とおっしゃって、御み輿こしを邸やしきにお寄せになると、このかぐや姫は、急に影かげのようになって姿すがたを消してしまった。「……はかなくも消えてしまったことよ、残念だ」とお思いになり、「……本当に普通の人ではなかったよ」とお思いになり、「……そうであれば、供ともとして連れていくわけにはいくまい。だから、元のお姿すがたになってください。せめてその姿をもう一度見てから帰ろうぞ」とおっしゃると、かぐや姫は元の姿すがたに戻ったのです。

    　帝みかどは、このようなことにはなったが、やはりすばらしい女性だとお思いになる気持ちを止とめることが出来なかったのです。

    　

    　　十五、帝みかどとの歌のやり取り

    　

    　かく見せつるみやつこまろを、よろこびたまふ。さて、仕うまつる百官の人に饗あるじいかめしう仕つかうまつる。帝みかど、かぐや姫をとどめて帰りたまふことを、あかず口くち惜をしく思おぼしけれど、魂たましひをとどめたる心ここ地ちしてなむ、帰らせたまひける。御輿おほんこしにたてまつりて後のちに、かぐや姫に、

    　　帰るさのみゆき物もの憂うくおもほえてそむきてとまるかぐや姫ゆゑ

    　御返おほんかへりごと、

    　　むぐらはふ下したにも年は経へぬる身のなにかは玉のうてなをも見む

    　これを、帝みかど御覧じて、いとど帰りたまはむ空そらもなく思おぼさる。御み心こころは、さらにたち帰るべくも思おぼされざりけれど、さりとて、夜よを明あかしたまふべきにあらねば、帰らせたまひぬ。

    　つねに仕うまつる人を見たまふに、かぐや姫のかたはらに寄よるべくだにあらざりけり。異こと人ひとよりはきよらなりと思おぼしける人も、かれに思おぼし合あはすれば、人にもあらず。かぐや姫のみ御み心こころにかかりて、ただ独ひとり住みしたまふ。よしなく御方々おほんかたがたにも渡りたまはず。かぐや姫の御もとにぞ、御文おほんふみを書きてかよはせたまふ。御返かへり、さすがに憎にくからず聞きこえかはしたまひて、おもしろく、木草につけても御歌をよみてつかはす。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　このようにしてかぐや姫を見せてくれた造麿呂みややつこまろを、帝みかどは嘉よみ（褒ほめて褒ほう美びを）遣つかわす。一方、翁おきなも、帝みかどに仕えている百官に対して、盛大な饗きょう応おうでもてなした。帝みかどは、かぐや姫をそこに残してお帰りになることを、不満のまま口惜しく思っておられたが、自分の魂は、かぐや姫のもとに置いてきたような気持ちのままお帰えりになられたのです。御み輿こしにお乗りになられた後あとで、かぐや姫に（次のような歌を詠よまれた。）

    　　帰り道の御み幸ゆき（お出かけ）が物もの憂うく思われて、つい後ろを振り向いてしまうような私、それもこれもすべて勅命に背そむいて出しゅっ仕ししないかぐや姫、そなたゆえなのですよ。

    　かぐや姫、その歌の返かえしとして、

    　　葎むぐらはふ（雑草の生い茂っている）ような貧しい家で過ごしてきた私が、どうして今いま更さら、金きん殿でん玉ぎょく楼ろうを見て暮らせましょう。

    　これを、帝みかどが御ご覧らんになって、（歌のすばらしさに）一層お帰りになる場所もないようなお気持ちになられる。御み心こころ（お気持ち）では、まるで帰ろうともお思いにならなかったのであるが、だからと言って、ここで夜を明かすようなことが出来るはずもないので、仕方なくお帰りになられたのです。

    　さて、宮中において、いつもおそば近く仕つかえている女性を御ご覧らんになると、かぐや姫のかたわらに寄ることのできそうな人すらとてもいなかった。今までは他ほかの人よりはすばらしいと思っておられた女性も、あのかぐや姫と思い比べるならば、人並みにも思われない。それゆえ、かぐや姫のことばかりが御み心こころにかかって、ただ一人で暮らしていらっしゃる。理由もなくご婦人方のほうにもお渡りになられない。かぐや姫のところだけに御おん文ふみを書いてお送りになる。そのご返事は、さすがに情が込められやり取りなさるので趣おもむき深く、季節それぞれの木や草などにつけたりして、帝みかどは歌を詠よんでかぐや姫にお送りなさるのでした。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　十六、かぐや姫、この頃ごろ、月を見て嘆なげく

    　　十六、かぐや姫、この頃ごろ、月を見て嘆なげく

    　

    　かやうにて、御み心こころをたがひに慰なぐさめたまふほどに、三年ばかりありて、春のはじめより、かぐや姫、月のおもしろういでたるを見て、つねよりも、物思ひたるさまなり。在ある人の、「月の顔見るは、忌いむこと」と制せいしけれども、ともすれば、人ひと間まにも、月を見ては、いみじく泣きたまふ。

    　七月十五日の月にいでゐて、せちに物思へる気け色しきなり。近く使はるる人々、たけとりの翁おきなに告つげていはく、「かぐや姫、例れいも月をあはれがりたまへども、この頃ごろとなりては、ただごとにもはべらざめり。いみじく思おぼし嘆なげくことあるべし。よくよく見たてまつらせたまへ」といふを聞きて、かぐや姫にいふやう、「なでふ心ここ地ちすれば、かく物を思ひたるさまにて月を見たまふぞ。うましき世に」といふ。かぐや姫、「見れば、世せ間けん心細くあはれにはべる。なでふ物をか嘆なげきはべるべき」といふ。

    　かぐや姫の在ある所にいたりて、見れば、なほ物思へる気け色しきなり。これを見て、「あが仏ほとけ、何なに事ごと思ひたまふぞ。思おぼすらむこと、何事ぞ」といへば、「思ふこともなし。物なむ心細くおぼゆる」といへば、翁おきな、「月な見たまひそ。これを見たまへば、物思おぼす気色はあるぞ」といへば、「いかで月を見ではあらむ」とて、なほ月いづれば、いでゐつつ嘆き思へり。夕やみには、物思はぬ気色なり。月のほどになりぬれば、なほ時々はうち嘆き、泣きなどす。これを、使ふ者ども、「なほ物思おぼすことあるべし」と、ささやけど、親をはじめて、何事とも知らず。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　このように、お互いに御心みこころを慰なぐさめ合わせているうちに、三年ほどが過ぎ、ある年の春の初め頃から、かぐや姫は、月が趣きある様に出ているのを見ては、普段よりも物思いに耽ふけっておられる様よう子すである。傍そばにいる人が「……月の顔を見るのは不吉なことですよ」と、お止とめになっても、ともすれば、人目のない間あいだにも、月を見てはひどくお泣きになさる。

    　七月十五日の月に、かぐや姫は縁側に出てすわり、ひどく物思いに耽ふけっている様子である。かぐや姫の近くでお仕つかえする人々が竹取の翁おきなに告げて言うには、「……かぐや姫は、ふだんでも月を見て、しみじみ心を動かされているようですが、この頃では、ただごとではないご様子で、ひどく思い嘆かれることがあるに違いありません。よくよく気をつけて見て上げて下さい」と言うのを聞いて、翁おきながかぐや姫に言うには、「……どのような心地がすれば、このように物思いに耽ふけった様子で月を見られるのですか。すばらしい世の中なのに」と言う。かぐや姫は、「……月を見ると、世の中が心細くしみじみとした気持ちになるのです。そのほかに何のために物思いに耽ふけって嘆いたりしましょうか」と言うのでした。

    　しかし、翁おきながかぐや姫のいる所に実際に行ってみると、やはり物思いに耽ふけっている様子である。これを見て、「……私の大切な人よ、何事を思い悩んでいるのですか。思っておられることは何事ですか」と聞くと、「……思い悩むことは何もありません。ただ何となく心細く思うだけです」と言うので、翁おきなは、「……月を見てはいけません。これを見ると、どうも思い悩む様子がありますよ」と言うと、「……どうして月を見ないでいられましょうか」と言って、やはり月が出れば、縁側に出てすわり、物思いに嘆いている。夕方でも、月が出ていない頃には物思いのない様子ですが、月が出る頃になると、やはり時々はため息をついたり、泣いたりする。これを見て、仕つかえている人々は、「……やはり何かお悩み事があるに違いない」と囁ささやき合うが、親をはじめ、誰だれもその理由を知らない。

    　

    　　十七、八月十五日が近づく

    　

    　八月十五日ばかりの月にいでゐて、かぐや姫、いといたく泣きたまふ。人目も、今はつつみたまはず泣きたまふ。これを見て、親どもも、「何事ぞ」と問とひ騒ぐ。かぐや姫、泣く泣くいふ、「さきざきも申さむと思ひしかども、かならず心こころ惑まどはしたまはむものぞと思ひて、今まで過ごしはべりつるなり。さのみやはとて、うちいではべりぬるぞ。おのが身は、この国の人にもあらず。月の都の人なり。それをなむ、昔の契ちぎりありけるによりてなむ、この世界にはまうで来きたりける。今は、帰るべきになりにければ、この月の十五日に、かの元もとの国より、迎むかへに人々まうで来こむず。さらずまかりぬべければ、思おぼし嘆かむが悲しきことを、この春より、思ひ嘆きはべるなり」といひて、いみじく泣くを、翁、「こは、なでふことをのたまうぞ。竹の中より見つけきこえたりしかど、菜な種たねの大きさおはせしを、わが丈たけ立ちならぶまでやしなひたてまつりたる我わが子を、なにびとか迎へきこえむ。まさにゆるさむや」といひて、「我こそ死なめ」とて、泣きののしること、いと堪たへがたげなり。かぐや姫のいはく、「月の都の人にて父母ちちははあり。かた時ときの間あひだとて、かの国よりまうで来こしかども、かくこの国にはあまたの年を経へぬるになむありける。かの国の父母ちちははのこともおぼえず。ここには、かく久ひさしく遊びきこえて、慣ならひたてまつれり。いみじからむ心ここ地ちもせず。悲しくのみある。されど、おのが心ならずまかりなむとする」といひて、もろともにいみじう泣く。使はるる人も、年としごろ慣ならひて、立ち別れなむことを、心ばへなどあてやかにうつくしかりつることを見慣みならひて、恋しからむことの堪たへがたく、湯ゆ水みづ飲まれず、同じ心に嘆なげかしがりけり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　八月十五日に近い頃の月になると、縁側近くに出てすわり、かぐや姫は、とてもひどくお泣きになる。人目も今は気にせずお泣きになる。これを見て、親たちも、「……一体、どうしたのです」と騒さわいでたずねる。かぐや姫が泣く泣く言うには、「……前々から申し上げようと思っておりましたが、申し上げたら、必ず思い悩まれることになると思って、今まで黙って過ごしていたのです。でも、いつまでもそうはいかないと思い打ち明けているのでございます。私の身は、この人間世界のものではございません。月の都の人なのです。それなのに、前世の宿しゅく縁えんによって、この世界に参上したのでございます。今はもう帰えらねばならぬ時になりましたので、この月の十五日に、あの以前にいた月の国から、人々が迎えに参上しようとしているのです。

    　避けることができず、どうしても行ってしまわなければなりませぬゆえ、あなた方がお嘆きになるのが悲しいことですので、この春以来、私もそれを思い嘆いていたのでございます」と言って、ひどく泣くのを見て、翁おきなは、「……これはまた、何ということをおっしゃるのですか。竹の中から見つけて差し上げましたけれども、その時はわずかに菜な種たねほどの大きさでおられたのを、今では私の身の丈たけと並ぶほどまでにお育て申しあげた私の子を、誰がお迎え申し上げるのでしょうか。絶対に許しません」と言って、「……もし、そんなことになるなら、私の方こそ、死んでしまいたい」と言って、泣き騒さわぐのを見ると、（かぐや姫も）ひどく耐えられない様子である。

    　かぐや姫が言うには、「……私には月の都の人としての父母ちちははがあります。わずかな間だと申して、あの月の国からやって参りましたが、このようにこの国において多くの年を経てしまったのでございます。あの月の国の父母ちちははのことも覚おぼえておりません。この地上では、このように長い間滞在させていただきまして、お親したしみ申し上げているのです。ですから、故郷こきょうへ帰ると言っても、嬉うれしい気持ちはいたしません。悲しい気持ちでいっぱいです。でも、自分の心ではどうにもならぬままに行ってしまおうとしているのです」と言って、翁おきなや嫗おうなと一緒にひどくお泣きになる。使用人たちも、何年もの間あいだ慣れ親しんで、気立てなども高貴で可愛らしかったことなど見み慣なれているので、別れてしまうのだと思うと、恋しい気持ちが堪こらえきれそうにもなく、湯ゆ水みずも喉のどに通らない有様で、翁おきな、嫗おうなと同じ心で嘆き合うのでした。

    　

    　　十八、帝、翁おきなに使いを出し昇天を確かめる

    　

    　このことを、帝みかど、聞きこしめして、たけとりが家に、御使おほんつかひつかはせたまふ。御使に、たけとりいであひて、泣くことかぎりなし。このことを嘆くに、鬚ひげも白く、腰こしもかがまり、目もただれにけり。翁おきな、今こ年としは五十ばかりなりけれども、物思ひには、かた時になむ、老おいになりにけると見ゆ。御使、仰あほせごととて、翁おきなにいはく、「『いと心苦しく物思ふなるはまことにか』と仰あほせたまふ」。たけとり、泣く泣く申す。「この十五日になむ、月の都より、かぐや姫の迎むかへにまうで来くなる。尊たふとく問とはせたまふ。この十五日は、人々賜たまはりて、月の都みやこの人まうで来こば、捕とらへさせむ」と申す。御使おほんつかひ帰り参りて、翁おきなの有あり様さま申して、奏そうしつることども申すを、聞きこしめして、のたまふ、「一ひと目め見たまひし御み心こころにだに忘れたまはぬに、明あけ暮くれ見慣れたるかぐや姫をやりて、いかが思ふべき」。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　このことを帝みかどがお聞きになられて、竹取の家へ御ご使し者しゃを派遣なされた。翁おきなは、その御ご使し者しゃにお会いし、ただ泣くことばかりである。このことを嘆なげくので、鬚ひげも白くなり、腰も曲り、目もただれてしまった。翁おきなは、今年で五十ばかりであったが、かぐや姫と別れる苦しみのために、短期間で一気に老けてしまったように見える。御ご使し者しゃは、帝みかどのお言葉として、翁おきなに言うには、「……たいそう心を苦しめ悩んでおられるというのは本当か」とおっしゃる。翁おきなが泣く泣く申し上げるには、「……この十五日に、月の都から、かぐや姫をお迎えするために参り来るとのことです。恐れ多くもお尋たずねくださいましたが、この十五日には、ご家来の人たちを派遣していただき、月の都の人がやって来たならば、捕とらえさせたい」と申し上げる。御ご使し者しゃは、内だい裏りに帰き参さんして、翁おきなの様子を帝みかどに申し、また、翁おきなの奏そう上じょうした言葉を申し上げると、それをお聞きになり、おっしゃるには、「……一目見ただけの心にも忘れることが出来ないのに、明け暮れ見慣なれているかぐや姫を月にやったら、翁おきなはどう思うだろうか」。

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　十九、天てん人にんのお迎えとかぐや姫の昇天

    　　十九、ついに八月十五日に……

    　

    　かの十五日、司々つかさつかさに仰あほせて、勅ちょく使し、中ちゅう将じゃう高たか野ののおほくにといふ人を指さして、六ろく衛ゑの司つかさあはせて、二千人の人を、たけとりが家につかはす。家にまかりて、築つい地ぢの上に千人、屋やの上に千人、家の人々多かりけるにあはせて、あける隙ひまもなく守らす。この守る人々も、弓矢を帯たいして。母おも屋やの内には、媼おうなどもを、番ばんに下おりて守らす。

    　媼おうな、塗ぬり籠かごの内うちに、かぐや姫を抱いだかへてをり。翁おきなも、塗籠の戸鎖さして、戸口にをり。翁のいはく、「かばかりまもる所に、天の人にも負けむや」といひて、屋やの上にをる人々にいはく、「つゆも、物もの、空に駆かけらば、ふと射い殺ころしたまへ」。守る人々のいはく、「かばかりして守る所に、かはほり一つだにあらば、まづ射い殺ころして、外にさらさむと思ひはべる」といふ。翁おきな、これを聞きて、たのもしがりをり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　その十五日に、帝みかどは、それぞれの役所にご命令になって、勅使に中将高たか野の大おお国くにという人を任命して、六衛の役所合わせて二千人の人を、竹取りの家に派遣される。家に到着して、竹取りの翁おきなの家の土ど塀べいの上に千人、屋や根ねの上に千人、翁おきなの家の使用人などはもともと多かったのに合わせて、空あいている隙すき間まもないほどに守らせる。この使用人たちも兵士と同じく弓ゆみ矢やを持って武装している。その一部を屋や根ねの上から下おろし、建たて物ものの中なかでは、当番として、おんなたちを守らせる。

    　嫗おうなは、塗ぬり籠かごの中なかでかぐや姫を抱かかえてじっと座すわっている。翁おきなも塗ぬり籠かごの戸に鍵かぎをかけて、戸口に座すわっている。翁おきなが言うには、「……これほどまでに守っている所に、天の人にも負けるはずがない」と言って、屋や根ねの上にいる人々に言うには、「……ちょっとでも物が空を飛んだら、さっと射い殺ころしてくだされ」。守る人々が言うには、「……このようにして守っている所で、蝙蝠こうもり一匹なりともいたならば、真っ先に射い殺ころして、見せしめとして外に晒さらしてやろうと思っていますよ」と言う。翁おきなは、これを聞き、頼たのもしく思って控ひかえている。

    　

    　　二十、一方、かぐや姫の言うことには

    　

    　これを聞きて、かぐや姫いふ。「鎖さし籠こめて、守り戦たたかふべきしたくみをしたりとも、あの国の人をえ戦はぬなり。弓矢して射られじ。かく鎖し籠めてありとも、かの国の人来こば、みなあきなむとす。あひ戦はむとすとも、かの国の人来きなば、猛たけき心つかふ人も、よもあらじ」。翁のいうやう、「御迎むかへに来こむ人をば、長き爪つめして、眼まなこをつかみつぶさむ。さが髪かみをとりて、かなぐり落とさむ。さが尻しりをかきいでて、ここらの朝廷人おほやけびとに見せて、恥はぢを見せむ」と腹立ちをり。

    　かぐや姫のいはく、「声こわ高だかになのたまひそ。屋やの上にをる人どもの聞くに、いとまさなし。いますがりつる心ざしどもを、思ひも知らで、まかりなむとすることの口くち惜をしうはべりけり。長き契ちぎりのなかりければ、ほどなくまかりぬべきなめりと思ひ、悲しくはべるなり。親たちのかへりみを、いささかだに仕つかうまつらでまからむ道もやすくもあるまじきに、日ひ頃ごろも、いでゐて、今こ年としばかりの暇いとまを申しつれど、さらにゆるされぬによりてなむ、かく思ひ嘆なげきはべる。

    　御み心こころをのみ惑まとはして去さりなむことの、悲しく堪たへがたくはべるなり。かの都の人は、いときよらに、老おいをせずなむ。思ふこともなくはべるなり。さる所へまからむずるも、いみじくはべらず。老いおとろへたまへるさまを見たてまつらざらむこそ恋しからめ」といへば、翁おきな、「胸いたきこと、なのたまひそ。うるはしき姿したる使つかひにも、障さはらじ」と、ねたみをり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　これを聞いて、かぐや姫が言う、「……私を塗ぬり籠かごに閉じ込めて、守り戦う準備をしたところで、あの月の国の人と戦うことは出来ません。弓ゆみ矢やをもっても射いることが出来ないでしょう。このように鍵かぎをかけて閉じ込めても、あの月の国の人が来たならは、みな自然に開いてしまうでしょう。戦い合おうとしても、あの国の人が来たならば、勇猛心を振るう人も、よもやありますまい」と。

    　翁おきなの言うことには、「……お迎えに来る人を、長い爪をもって、目の玉をつかみつぶしてやろう。そいつの髪かみをつかんで、（空から）荒々しく引き落としてやろう。そいつの尻をまくり出して、多くの役人に見せて、恥をかかせてやろう」と腹を立てている。

    　かぐや姫の言うには、「……大きな声でおっしゃいますな。屋根の上にいる人たちが聞いたら、たいそうみっともないことですよ。これまでのご愛情をわきまえもせず、出て行ってしまうことが残念でなりません。長い宿しゅく縁えんが無かったために、このように間もなく出て行かなければならないのだと思い、悲しんでいるのです。両親へのお世話を少しもいたさないまま出かけてしまう道中であれば、当然、安らかではありますまいから、日ごろも縁側に出て、月の国の王に、せめて今年だけでもとお暇いとまの延長をお願いしましたが、どうしても許されず、このように嘆き悲しんでいるのでございます。

    　ご両親の御心ばかりを惑まどわせて去ってしまうことが、悲しくて堪たえがたいのでございます。あの月の都みやこの人は、とても清らかで美しく、年を取りません。また、悩み事もないのです。でも、そのような所へ行こうとしていましても、今の私には嬉うれしくはありません。ご両親の老い衰えなさる様子を見て差し上げられないことこそ、なによりも悲しいことです」と言うと、翁おきなは、「……胸が痛くなるようなことをおっしゃいますな。立派な姿をした天の使いが来こられても、問題はないのだから」と、嫉ねたみ（恨うらんで）おるのでした。

    　

    　　二一、迎えの天てん人にん来きたる

    　

    　かかるほどに、宵よひうちすぎて、子ねの時ばかりに、家のあたり、昼ひるの明あかさにも過すぎて、光ひかりたり。望もち月づきの明さを十とを合あはせたるばかりにて、在ある人の毛の穴さへ見ゆるほどなり。大空より、人、雲に乗りて下おり来きて、土より五尺ばかり上あがりたるほどに立ち連つらねたり。内うち外となる人の心ども、物におそはるるやうにて、あひ戦たたかはむ心もなかりけり。からうじて、思ひ起こして、弓矢をとりたてむとすれども、手に力もなくなりて、萎なえかかりたり。中なかに、心さかしき者、念ねんじて射いむとすれども、ほかざまへいきければ、あひも戦はで、心ここ地ち、ただ痴しれに痴れてまもりあへり。

    　立てる人どもは、装さう束ぞくのきよらなること物にも似ず。飛ぶ車一つ具ぐしたり。羅ら蓋がいさしたり。その中に、王わうとおぼしき人、家に、「みやつこまろ、まうで来こ」といふに、孟たけく思ひつるみやつこまろも、物に酔ゑひたる心ここ地ちして、うつぶしに伏ふせり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　こうしているうちに、宵よいも過ぎて、夜中の十二時頃になると、家の周辺が昼の明るさ以上に光り輝いた。満月の明るさを十も合わせたほどの明るさで、そこにいる人の毛穴さえ見えるほどである。大空から人が雲に乗って下りて来て、地面から五尺（約七・五㍍）ほど上がった高さの所に立ち並んだ。それを見て、家の内外にいる人たちは、何か物ものの怪けに襲われたような気持ちになって、戦い合おうという心もなくなったのである。かろうじて思い起こし、弓に矢をつがえようとするが、手に力も入らなくなり、だらっと物に寄りかかっている。その中に気丈な者が我慢して矢を射ようとするが、あらぬ方向へと飛んでいくので、激しく戦うこともなく、気持ちはただぼんやりとして、お互いに顔を見合わせるばかりであった。

    　地上から五尺ほども上に立っている人たちは、その衣装のすばらしいこと、たとえようもない。飛ぶ車を一つともなっている。その車には、薄うす絹ぎぬを張った天てん蓋がいが差しかけてある。その中に王と思われる人が、家に向かって、「……造麿呂みやつこまろ出てこい」と言うと、今まで猛々しく構えていた翁おきなも、何かに酔ったようになって、うつぶせにひれ伏している。

    　

    　　二二、天てん人にんの王の言うには

    　

    　いはく、「汝なんぢ、幼をさなき人。いささかなる功く徳どくを、翁おきなつくりけるによりて、汝が助けにとて、かた時ときのほどとてくだししを、そこらの年としごろ、そこらの黄こ金がね賜たまひて、身を変かへたるがごとなりにたり。かぐや姫は罪をつくりたまへりければ、かく賤いやしきおのれがもとに、しばしおはしつるなり。罪の限かぎりはてぬれば、かく迎むかふるを、翁おきなは泣き嘆なげく。あたはぬことなり。はや返かへしたてまつれ」といふ。

    　翁おきな答へて申す、「かぐや姫をやしなひたてまつること二十余年になりぬ。『かた時』とのたまふに、あやしくなりはべりぬ。また異こと所どころにかぐや姫と申す人ぞおはしますらむ」といふ。「ここにおはするかぐや姫は、重き病やまひをしたまへば、えいでおはしますまじ」と申せば、その返かへりごとはなくて、屋やの上に飛とぶ車を寄よせて、「いざ、かぐや姫、穢きたなき所に、いかでか久ひさしくおはせむ」といふ。立たて籠こめたる所の戸、すなはちただあきにあきぬ。格かく子しどもも、人はなくしてあきぬ。媼おうな抱いだきてゐたるかぐや姫、外とにいでぬ。えとどむまじければ、たださし仰あふぎて泣きをり。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　天てん人にんの王の言うには、「……汝なんじ、未熟者よ。少しばかりの善行をお前が為したことによって、お前の助けにしようとして、ほんのわずかな間と思って、かぐや姫を下界に下したのだが、長い年とし月つきの間あいだ、たくさんの黄金こがねを賜たまわって、お前は生まれ変わったように金持ちになった。かぐや姫は天上で罪をなされたので、このように賤いやしいお前の所にしばらくいらっしゃったのである。かぐや姫の「罪の償つぐない」の期間が終わったので、このようにお迎えに来たを、お前は泣いて嘆く。かなわぬことだ。早くお返し申せ」と言うのである。

    　嫗おうなが答えて申し上げるには、「……かぐや姫を養い育てること、二十余年になりました。それを『少しの間』とおっしゃいましたので、疑わしくなりました。また別の所にかぐや姫という申す人がおいでになるのでしょう」と言う。「……ここにおいでになるかぐや姫は重い病気にかかっておられるので、外にお出にはなれないでしょう」と申し上げると、それへの返事はなく、屋根の上に飛ぶ車を寄せて、「……さあ！　かぐや姫、こんな穢きたないところに、どうして長い間いらっしゃるのですか」と言う。閉じ込めてある塗ぬり籠かごの戸も、即座にすべて開いてしまう。また、閉じてあった格子なども、人が開けないのに自然に開いてしまう。嫗おうなが抱いていたかぐや姫も外に出てしまう。留とどめることが出来ないので、嫗おうなは、ただそれを仰ぎ見て泣いている。

    　

    　　二三、昇天する前に、置き手紙を……

    　

    　たけとり心惑まとひて泣き伏ふせる所に、寄よりてかぐや姫いふ、「ここにも、心にもあらでかくまかるに、のぼらむをだに見送りたまへ」といへども、「なにしに、悲しきに、見送りたてまつらむ。我をいかにせよとて、捨すててはのぼりたまふぞ。具ぐして率ゐておはせね」と、泣きて、伏ふせれば、御心惑まとひぬ。「文ふみを書かき置おきてまからむ。恋しからむをりをり、取とりいでて見たまへ」とて、うち泣きて書く言葉は、

    　この国に生うまれぬるとならば、嘆なげかせたてまつらむほどまで侍はべらむ。過すぎ別れぬること、かへすがへす本ほ意いなくこそおぼえはべれ。脱ぬぎ置おく衣きぬを形かた見みと見たまへ。月のいでたらむ夜よは、見おこせたまへ。見み捨すてたてまつりてまかる、空よりも落ちぬべき心ここ地ちする。と、書き置く。

    　天てん人にんの中なかに、持たせたる箱あり。天あまの羽は衣ごろも入いれり。またあるは、不ふ死しの薬くすり入れり。一人の天てん人にんいふ、「壺つぼなる御薬くすりたてまつれ。穢きたなき所の物きこしめしたれば、御心ここ地ち悪あしからむものぞ」とて、持もて寄りたれば、いささかなめたまひて、すこし、形見とて、脱ぎ置く衣きぬに包つつまむとすれば、在ある天てん人にん包ませず。御衣おほんぞをとりいでて着きせむとす。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　竹取りの翁おきなが心を乱して泣き伏ふしている所に寄って、かぐや姫が言う、「……私自身も心ならずも、このように行ってしまうのですから、せめて昇天するのを見送ってください」と言うが、翁おきなは、「……どうして悲しいのにお見送り申し上げましょう。私を一体どうせよというつもりで、捨てて昇天なさるのですか。一緒に連れて行ってください」と泣いて、伏しているので、かぐや姫の御心は乱れてしまう。かぐや姫は、「……手紙を書き置いてお暇いとましましょう。私を恋しく思い出された時には、取り出して読んでください」と言って、泣きながら書く言葉は、

    　私が、この人間の国に生まれたのならば、ご両親を嘆かせ奉たてまつらぬ時まで、ずっとお仕えすることも出来ましょう。ほんとうに去って別れてしまうことは、返す返すも不本意に思われます。脱いでおく私の着物を形かた見みとしていつまでも御ご覧らんください。月が出た夜は、私の住む月をそちらから見てください。それにしても、ご両親を見捨て申し上げるような形で出て行ってしまうのは苦しく、空から落ちそうな気がいたします。と書き置きをする。

    　天てん人にんの中なかの一人に持たせてある箱がある。その中には天あまの羽衣はごろもが入っている。また、別の箱には不死の薬が入っている。一人の天てん人にんが言うには、「……壺つぼに入っている薬をお飲みください。穢きたない地上の物をお食べになられたので、ご気分が悪いことでしょう」と言って、薬を持って傍そばに寄ると、かぐや姫は少しお舐なめになって、少しの薬を形かた見みとして、脱いで残しておく着物に包つつもうとすると、そこにいる天てん人にんが包つつませない。天あまの羽は衣ごろもを取り出して、かぐや姫に着せようとする。

    　

    　　二四、その時、かぐや姫は、

    　

    　その時に、かぐや姫、「しばし待て」といふ。「衣きぬ着せつる人は、心異ことになるなりといふ。物一ひと言こといひ置くべきことありけり」といひて、文ふみ書く。天人、「遅おそし」と、心もとながりたまふ。かぐや姫、「物知らぬこと、なのたまひそ」とて、いみじく静かに、朝廷おほやけに御文ふみ奉たてまつりたまふ。あわてぬさまなり。「かくあまたの人を賜たまひてとどめさせたまへど、許ゆるさぬ迎むかへまうで来きて、取り率ゐてまかりぬれば、口くち惜をしく悲しきこと。宮みや仕づかへ仕つかうまつらずなりぬるも、かくわづらはしき身にてはべれば。心こころ得えず思おぼしめされつらめども。心強くうけたまはらずなりにしこと、なめげなるものに思おぼしとどめられぬるなむ、心にとまりはべりぬる」。とて、

    　　今はとて天あまの羽は衣ごろも着きるをりぞ君きみをあはれと思ひいでける

    　とて、壺つぼの薬くすりそへて、頭とうの中ちゅう将じゃう呼び寄せて、奉たてまつらす。中将に、天てん人にんとりて伝つたふ。中将とりつれば、ふと天の羽衣うち着せたてまつりつれば、翁おきなを、いとほし、かなしと思おぼしつることも失うせぬ。この衣きぬ着つる人は、物思ひなくなりにければ、車に乗りて、百人ばかり天人具ぐして、のぼりぬ。（原文）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　その時に、かぐや姫は、「……しばらく待て」と言う。「……天あまの羽は衣ごろもを着た人は、心が常つねの人とは変わってしまうということです。一ひと言こと言っておかねばならぬことがあるのでした」と言って、手紙を書く。天人が「……遅い」と言っていらいらなさる。かぐや姫は、「……わからぬことをおっしゃるな」と言って、はなはだ静かに、帝みかどにお手紙を書き申し上げる。あわてず落ち着いた様子である。

    　このようにたくさんのご家来をお遣つかわしいただき、私をお留とどめなされようとなされましたが、避けることの出来ない迎えが参り、私を捕とらえて連れて行きますことゆえ、口惜しく悲しいことです。お傍そばにお仕え申し上げられなくなってしまいましたのも、このように常人とは異なった面倒な身の上ゆえのことです。わけのわからぬこととお思いになられたことでしょうが、私が強情に命令に従わなかったことにつき、無礼な奴めとお心におとどめなさっていることが、今も心残りになっております。と書いて、

    　　今はもうこれまでと天あまの羽は衣ごろもを着る時になりあなた様のことをしみじみと想い出しているのでございます。と歌をつけ加えて、その手紙に壺つぼの中に入った不老の薬を添えて、頭とうの中ちゅう将じょうを呼び寄せて、帝みかどに献上させる。まず、かぐや姫の手元から天人が受け取って、中将に手渡す。中将が壺つぼを受け取ったので、天てん人にんがかぐや姫にさっと天あまの羽は衣ごろもを着せて差し上げると、翁おきなを「……気の毒だ、不ふ憫びんだ」と思っていた思いも消えてしまった。この天あまの羽は衣ごろもを着た人は、物思いが消滅してしまうので、そのまま飛ぶ車に乗って、百人ほどの天てん人にんを引き連れて月の世界へと昇って行くのでした。

    　

    　　二五、帝みかど、「いづれの山か天に近き」と問う

    　

    　その後のち、翁おきな・媼おうな、血ちの涙を流して惑まとへど、かひなし。あの書かき置おきし文ふみを読みて聞かせけれど、「なにせむにか命いのちも惜をしからむ。誰たがためにか。何事も用なし」とて、薬も食くはず、やがて起おきもあがらで、病やみ臥ふせり。

    　中将、人々引ひき具ぐして帰り参りて、かぐや姫を、え戦たたかひとめずなりぬること、こまごまと奏そうす。薬くすりの壺つぼに御文ふみそへて参らす。ひろげて御覧じて、いとあはれがらせたまひて、物もきこしめさず、御遊あそびなどもなかりけり。

    　大だい臣じん・上かみ達たち部めを召めして、「いづれの山か天に近き」と問とはせたまふに、ある人奏す、「駿する河がの国にあるなる山なむ、この都も近く、天も近くはべる」と奏す。これを聞かせたまひて、

    　　あふこともなみだにうかぶ我わが身には死なむ薬も何なににかはせむ

    　かの奉たてまつる不死の薬くすり壺つぼに文ふみ具ぐして御使おほんつかひに賜たまはす。勅ちょく使しには、つきのいはがさといふ人を召めして、駿する河がの国にあなる山の頂いただきに持もてつくべきよし仰あほせたまふ。峰みねにてすべきやう教へさせたまふ。御文ふみ、不ふ死しの薬くすりの壺つぼならべて、火をつけて燃もやすべきよし仰あほせたまふ。そのよしうけたまはりて、士つわものどもあまた具ぐして山へのぼりけるよりなむ。その山を「ふじの山」とは名づけける。その煙けぶり、いまだ雲の中なかへ立ちのぼるとぞ、いひ伝つたへたる。（原文・完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　その後、翁おきなと嫗おうなは血の涙を流して思い乱れるけれど、どうにも仕方がない。あのかぐや姫が書き残した手紙を周囲の人たちが読んで聞かせるけれども、「……何をするために命いのちを惜しむのだ。誰のために命いのちを惜しむのだ。何事も意味がないのだ」と言って、薬も飲まない。そのまま起き上がることもなく、病床に臥ふせっている。

    　中将は、翁おきなの家に派遣された人々を引き連れ、内だい裏りに帰き参さんして、かぐや姫を戦い留めることが出来なかったことを、こと細かく奏上する。不ふ死しの薬くすりが入った壺つぼに、かぐや姫の手紙をつけ加えて帝みかどに差し上げる。帝みかどは、それを広げて、御ご覧らんになって、ひどくしみじみとした気分になられ、何もお食べにならない。音楽の演奏などもなさらないのでした。

    　大だい臣じんや上かん達だち部めを召めして、「……どの山が天に近いか」と帝みかどがお尋ねになると、ある人が奏上する。「……駿する河がの国にあると言われる山が、この都みやこからも近く、天にも近うございます」と申し上げる。帝みかどは、これをお聞きになって、

    　　もう二度と逢うことも出来ず、そのために溢あふれる涙なみだに浮かぶわが身には、不死の薬など何の役に立とうぞ、と、奉たてまつった不死の薬の壺つぼに手紙を加えて、御おん使つかいにお渡しになる。勅ちょく使しには、つきのいはがさという人をお呼びになって、駿する河がの国にあるという山の頂上に持って行く旨むねをご命令になる。そして、その山頂でなすべき方法をお教えになる。お手紙と不死の薬の壺つぼとを並べて、火をつけて燃やすべきことをご命令になる。その旨むねをうけたまわって、つきのいはがさが多くの兵士たちをたくさん引き連れて山に登ったことから、その山を「士しに富とむ山やま」（つまり「富ふ士じの山やま」）と名づけたのである。

    　そして、その不死の壷つぼを焼く煙けむりは、今でも雲くもの中なかへ立ち昇のぼっていると、言い伝えている。（完）

    　　　　　＊　　　　　　　　　＊

    　　　　「参考文献」

    　

    　　※底本「分福茶がま」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「浦島太郎」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「金太郎」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「かちかち山」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「さるかに合戦」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「舌切りすずめ」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「こぶとり爺さん」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「桃太郎」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「一寸法師」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「花咲かじいさん」楠山正雄訳（「青空文庫」）

    　　※底本「笠地蔵」（日本の昔話Ⅲ）関敬語編（「岩波文庫」）

    　　※底本「鶴の恩返し」（ウェブサイト等を参照）

    　　※底本「御お伽とぎ草ぞう子し」市古貞次校注（「岩波文庫」）

    　　※底本「日本古典文学全集・竹取物語他」（「小学館」）
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